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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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　プロローグ






　神の記したものは神の記したままに。聖書でもたしか言っていた。俺は敬けい虔けんな宗教者ではないが、もし神と名乗る者が現れてそれが認めざるを得ない確からしさを持っていたならやはりそのように思うだろう。

　神の記したものは、神の記したままに。

「──返り討うちにしてやる」

　ここは古びた廃はい屋おくで、目の前には泥どろで出来た怪かい物ぶつが一つしかない眼球でこちらを睨にらみつけている。

　俺の構えた剣つるぎ、硝子ガラスのように透すき通った刃やいばには怪物の醜しゆう悪あくな姿が映る。

「喰くらえ！　神より賜たまわりしこの《クリスタルソード》にて、貴様を真っ二つにしてやる！」

　俺は敵を威い圧あつする如ごとく叫さけび踏ふみ出す。剣を振ふり上げ、袈け裟さ懸がけの要領で刃を切り込む。

　キィン、と風ふう鈴りんのように涼すずやかな音色の次に、続いてパリンと砕くだける音。……目の前には、剣けん身しん半ばからぽっきり折れた神の剣。

　ガッデム。

　この剣は空気さえも切り裂さくという話ではなかったか。神よ、なんたる戯ざれ言か。俺は剣を捨て置いた。

　まあいい。まだ打つ手はある。俺は腰こしに下げた銃じゆうに手をやる。腕うでに感じる重さに頼たのもしさを覚えながら掲かかげる。ゆらゆら蠢うごめくそいつを睨みつけ、構える。

「消し飛べ！　神より賜りしこの《サイコガン》で、貴様の脳天に風穴を空けてやる」

　言葉通り眉み間けんに照準がちりと定め、俺はトリガーにかけた指を引いた。

　瞬しゆん間かんにドンと鈍にぶい音を立て、銃口から花束が吹ふき出した。色とりどり、春の花々。

　シット。

　この銃は捉とらえたものの命を確実に摘つみ取るのではなかったか。神よ、なんたる戯たわ言ごとか。これではパーティグッズではないか。俺は銃を投げ捨てた。

　まあいい。まあいい。まだ奥の手がある。俺は背負い込んでいた、重く存在感を放つそれを両手で構える。スイッチを入れるとギャリギャリギャリギャリと強きよう烈れつな回転音、そして刃が軋きしむたびに火花が散る。

「砕け散れ！　神より賜りしこの《チェーンソー》で、お前を八つ裂ざきにしてやるわ」

　俺はありったけの声で叫び、突とつ進しんした。回転する切っ先を怪物に向けて一直線に。

　キュリキュリキュリキュ……。敵の表層に数センチめり込んだところで、刃は止まった。

　ホワイ？

　このチェーンソーは大樹はおろか山さえも切り崩くずすのではなかったか。神よ、なんたる世よ迷まい言か。俺はチェーンソーを放ほうり出した。

　まあいい。まあいい……まあいい。まだまだまだ大だい丈じよう夫ぶ。俺にはまだ、神より賜りし道具はまだたくさんある……。周囲を見回して、何かないかと目を巡めぐらす。しかし。

　この空間には、そして俺の手の中にはもう何もなかった。

　こんな話がある。ある日人間の前に間ま抜ぬけな神が現れた。最初はその滑こつ稽けいな様を馬ば鹿かにしていた人間だが、しかし次し第だいに本性を現し始めた神に翻ほん弄ろうされ──たしかメキシコの短編小説か日本のアニメだ。それは今の俺を表しているようで、つまり。

　神よ、貴様の記した数々の言葉、どれもこれもなんたる絵空事だ。

「話が違ちがう！」

　叫んだ声は薄うす暗ぐらい廃屋に吹き込む風にさらりと流され消えていった。眼前の怪物が俺にギラリと瞳ひとみを向ける。子供がこねくり回して作ったようなみすぼらしい塊かたまり。朽くちた古木のようにひび割れた姿。そいつはゆらりと右手をあげ、油断して立ち呆けていた俺の首元を掴つかんだ。しまった──と思う間もなく引き寄せられ、目の前に異形の牙きばが迫せまる。俺は数秒後の自分の無残な姿を想像し、思わず目を瞑つぶった。

　──そのとき。

　薄うす暗くら闇やみの部屋に光が一筋。一いつ瞬しゆんにして怪物の腕は切り落とされ、壁かべに吹っ飛びぐちゃりと潰つぶれる。視線を戻もどすと人ひと影かげが、何も出来ずに尻しり餅もちをつく俺の前に毅き然ぜんと立っていた。

「──お待たせして申し訳ございません」

　人影はそう言って、握ったサーベルにまとわる汚お泥でいをびしりとはじく。それから別の手に携たずさえていた、分厚い書物を開いた。彼女はその序文の文言を、懐なつかしい歌を思い起こすときのようにすらすらと諳そらんじてみせる。

　次の瞬間、本は眩まばゆい光を放ち──。

　怪物が消え去る一瞬に、俺はアイツの口元が確かにこう動いたのを見み逃のがさなかった。

「また坊ぼつちゃまに勝っちゃった」

　ふざけるな。俺は認めないぞ。認めるもんか。

　お前が俺より……だなんて。



    

  
    
      　STEP1　公平な虎、または御曹司はいかにして部屋に入ったか






　物部モノノベ家について語ろうとするとき、人はいとも簡単に本一冊もの言葉を費ついやしてしまうことに気付くだろう。たとえばその屋や敷しきは、コンドル氏の手によるルネサンス調の建物で、見る者の好こう奇きを捉えて離はなさない。広大な敷しき地ちに造られた回遊式の庭園は、季節によっては一いつ般ぱん公開もされており地元の景勝地として知られる。そこに住む者は世界各国の富ふ豪ごうたち──中米のキューブリック家やヨーロッパのシャフル一族などとも遜そん色しよくなく肩かたを並べ、ある種の人々は物部という文字にさえ敬意を払はらう。もし詳くわしい説明を必要とするならば、インターネットの百科事典を探してみればよい。いくらか簡潔に、そう、おそらくはこのように紹しよう介かいされているだろう。

　物部家が初めて歴史に姿を現したとき、彼らはこの地方の在地領主だった。農耕を発達させるために灌かん漑がいを整備し、それにより疫えき病びようや飢き饉きんを防いだことで大きな信しん頼らいを得る。明治以降では不動産を元手に金きん融ゆう業で大成し、男だん爵しやくの爵位を賜る。戦中・戦後期には鉄鋼の分野で復興と経済成長に大きく貢こう献けんした。それ以降は物部という名に因ちなんだのか電化製品などの製造で大きく業績を伸のばし、近年はＩＴ分野でも秀ひいでた成果を上げている。言うに及およばず著名な芸術家や政治家も輩はい出しゆつしており、いまや日本で知らぬ者のいないであろう一大コンツェルンを形成している──。

　そんな物部家の長男ともなれば、さぞ奇き貨かに溢あふれた生活をしているのではなかろうか。そう思う人もいるかもしれないが、実はそれほど突とつ飛ぴでもない。この春から高校に通うようになった俺は、いつものように自室にて就しゆう寝しん前の予習に励はげんでいた。

　好ましい夜だった。ベネチアガラスのデスクランプが手元を穏おだやかに照らす。老おい竹たけ色のカーテンは夜闇の侵しん入にゆうを退けて、部屋の静せい謐ひつを保つ。そのしじまの中、ノートに走らせるシャープペンシルの擦さつ過か音が微かすかに俺の耳をくすぐる。

　ドアがノックされたのはその頃ころだった。

　祖父の代からの壁時計を見ると、針が一日をリセットしてすぐの時刻。昨日を終えた寝室に、新しい日の到とう来らいを告げるようにトントンと音が乾かわいて響ひびく。

「誰だれだ？」

　俺の深しん閑かんを破るなど大した了りよう見けんだ。余よ程ほどの用事でない限り、即そつ刻こく遑いとまを出してやる。ノートを閉じ、調度の明かりを緩ゆるめるために楕だ円えん形のつまみを捻ひねる。シャープペンシルをシャツの胸ポケットに挿さし、鷹おう揚ようにドアを見る。

　すいっとドアが音もなく開き、姿を見せたのは見知った人物だった。

「夜分恐れ入ります、坊ちゃま」

　月ノ目次葉ツキノメツギハは恭うやうやしく腰を折って言った。髪かみの房ふさが一つ、絹糸のようにさらりと流れる。

「お前か。こんな時間にどうした。親父おやじの身にでも何かあったか？」

「いいえ。旦だん那な様でしたら食堂で酔よいつぶれておられます」

　わかっている。いつものことだ。

「だったらなんの用だツギハ。俺の勉強を邪じや魔まするならば容よう赦しやはしないぞ？　相応の罰ばつが必要だ。そうだな。まずはギザギザ石板の上に正座な」

　この気弱な召めし使つかいのことだ。どうせ小しよう心しん翼よく々よくに「いいえそんなどうかお許しくださいあれは地味に痛いしスネに段々の痕あとが出来るので恥はずかしいので勘かん弁べんしてください」なんて慌あわてるだろう。……と思ったのだが。

「恐きよう縮しゆくながら」

　今日は珍めずらしく、顔を上げるとまっすぐ俺に相対する視線で言った。それは酷ひどく不吉で。

「今こ宵よいにて、坊ちゃまの安あん寧ねいは終しゆう了りようです」

　コイツ、スネ石板だけでは生ぬるい。その上から漬つけ物石を抱だかせてやる。



「まだ夜は冷えますので、上着をお召めしになってください」

　とうに辺りはしんとして、使用人もみな床とこについているだろう。並ぶトーチの明かりが廊ろう下かを橙だいだいに照らす。我々の足音は絨じゆう毯たんに染しみこんで、周囲には一つの音も気配もない。壁に掛かかった絵画の女が、俺の行く末を嘆なげくような慈いつくしみを目に浮うかべている。夢の中を歩いているようで、夢の中でももっと現実味がありそうなものだ。

　先導するツギハの後ろ姿は見慣れた正装。留とめ紺こんの制服に、白いエプロンとカチューシャ。スカートから伸びる足のタイツが、歩く彼女の影かげと同じ黒をしている。その様は徒いたずらに幻げん想そう的で、はたしてコイツは現実か？　トーチの一つを手に取って背中でもあぶってやろうか。そう壁に手を伸ばしかけたとき、彼女は勝手口のドアを開けた。

　キャビネットから取り上げたランタンに明かりを灯ともし、サンダルを突つっかける。

「どうぞ」

　出いでた先は中庭であった。

　立ち並ぶ彫ちよう像ぞう群がランタンに照らされ面めん妖ように浮かぶ。その先のツツジ園は、季節に見合った鮮あざやかさを夜闇の中に湛たたえている。品種改良を重ねて作られた、淡い紫むらさき色いろのツツジたち。それらに少しも目を振ふることなく、カツカツと石いし畳だたみの道をツギハは進む。どこかでフクロウが囀さえずる。涼すずしげな風が、黒く晴れた空に浮かぶ鱗うろこ雲ぐもを西に急がせている。雲の向かう先にはやや欠けた十三夜の月がぽっかりと浮かび、それを目指すかのように聳そびえる影を、立ち止まって俺は見上げた。

　即すなわち、塔とう。である。

　物部家の中庭には塔が建っている。それはべらぼうに高くて、どのくらい高いのか誰も知らないほど。今宵も果てしなく塔は夜に伸びて、明らかに異質な存在感を俺に誇こ示じしている。石と煉れん瓦がと漆しつ喰くいの壁がざらりとした感かん触しよくを肌はだ寒ざむい闇に溶とかしている。そんな、俺がこの屋敷の中でただひとつ、一度も入ったことのない場所。

「ツギハ。これは誰の差し金だ？」

　親父か？　或あるいは執しつ事じ長の仙せん北ぼく谷やなら何か知っているだろうか。闇の中で振り向くツギハの表情は、ランタンの鈍にぶい明かりに誤ご魔ま化かされ上手うまく読み取ることができない。

　じゃらん、とツギハの手の中でひと連なりの金属音が鳴る。取り出したものは鍵かぎ束たばで、真しん鍮ちゆうの円具にたくさんの鍵。彼女は迷うことなくそれらの中から一つを選び、鍵かぎ穴あなに差し込んだ。カチャリと小さな音の後、軋きしむでもなくすべらかな動きでもって扉とびらは開く。

「お入りください」

　開かずの扉を開いた向こう。そういう場所には、ヘドロのように堆たい積せきした有う象ぞう無む象ぞうの悪意や禁きん忌きが隠かくされていると聞く。現れるのは呪のろいか遺い骸がいか怨おん霊りようか。或いは幽ゆう閉へいされた生き別れの兄弟か？　そう少しだけ気構える。

　ところが眼前、炬こ燵たつであった。

「なんだこりゃ？」

　そこは三和土たたきになっていて、アラビア・タイル敷じきの小さな玄げん関かん。すぐ先には引き戸が開かれ、四よ畳じよう半はんの和室が覗のぞいている。その部屋の中央に、小さな炬燵が鎮ちん座ざしていた。

　ツギハはサンダルを脱ぬいでそこに上がる。俺もつられて後に続く。

　炬燵の奥にはプラズマテレビがあって、こちらはそれなりの大きさだ。あとは桐きり箪だん笥すとサペリ材の本ほん棚だな。本棚には漫まん画がや雑誌が整理もされず無理やりに押し込められている。向こうには押し入れがあり、藤ふじ柄がらの襖ふすま紙がみはだいぶくすんでいる。中には恐おそらく布ふ団とんでも押し込められているのだろう。俺は確信する。

　これは部屋だ。それも非常に貧びん乏ぼうくさいボロアパートの一室だ。開かずの間の正体は、単なる格安賃ちん貸たい物件だったか？

「ツギハ。いい加減説明しろ。でないとツツジ園に埋うめるぞ」

　俺の脅おどしにもツギハは無言でいるばかり。代わりに、別方から高らかな声が飛んできた。

「あっ、来た来たーっ！」

　耳慣れぬ声に振り向くと、炬燵の布団がもぞりと蠢うごめいた。

「待ってたよー御おん曹ぞう司し」

　布団から手が伸びて、炬燵の上のリモコンを取る。するとバチィ、とフラッシュを焚たいたような瞬またたきと、

「きゃんっ！」

　ツギハから短い悲鳴が上がった。

「──は？　おい今のは何だ？」

　突然のことに驚おどろき目を瞠みはる俺の前で、焦こげて暫しばらく固まった後ツギハは口からボホッと灰色の煙けむりを吐はき出す。煙が頭上で靄もやと消えた頃、彼女はにわかにキョロキョロし始めた。

「え？　あ、あれ？　ここは……はっ、坊ぼつちゃま！　私いったいどうしたのでしょうか？　何か失礼を致いたしたりなどしておりませんよね？　どうかその、ツツジ園に首から下を埋めるのだけはお許しください。あれ微び妙みように寒いので……」

　さっきまでとは打って変わってオドオドと挙動が不ふ審しんである。

「落ち着け」

　今混乱しているのは俺の方だ。お前までそんなだと状じよう況きようは袋ふくろ小こう路じへ一直線だ。

「あっ、あと目隠しして何時間もかけて手の甲こうに一いつ滴てきずつ水を落とすあれも勘弁してください。結構精神に来ます。それ以外ならなんでもやりますので……」

「落ち着け」

「あ、なんでもといっても公こう序じよ良りよう俗ぞくに反したことはちょっとその困ります。そりゃどうしてもということでしたらいつでも覚かく悟ごは決めますが、その、えと……」

　だから落ち着けもじもじするな。お前は黙だまっていればいっぱしに見えるのだから頼たのまれもしないときは口を開くな。そう眉み間けんを押さえると、俺の代わりに炬燵の手がすっと動いてもう一度ツギハに電でん撃げきをかました。

「きゃんっ！」

　混乱メイド、光って痺しびれて正気に返る。

「はっ、私一体何を……あっ、坊ちゃまどうか庭に埋めるのだけは……」

　そして最初に戻もどった。

「ちょっとー。無視すんなよー」

　そんなつもりはないが、話の進まない状況にリモコンの主から横やりが入る。「よっ」とそいつは身を起こし、

「スゴいねそのコ。これ結構強きよう烈れつなやつなのに全然平気そう」

「コイツは頑がん丈じようが取り柄えだからな。昔屋や敷しきの五階から落ちたときはしゃっくりで済んだ」



　そんな俺の返答を受け流すと、ツギハに労ねぎらいの言葉をかけた。

「ご苦労様、給きゆう仕じさん」

「メイドです」

　オロオロしつつも訂てい正せいするツギハ。俺は声の主に向いて、目を眇すがめて見る。

　下半身を炬燵にすっぽりと潜もぐり込ませ、紫し苑おん色の褞袍どてらを纏まとっている。年の頃ころは少し上か、自分とそう変わらないだろう。花葉色に似た向日葵ひまわりのような金きん髪ぱつ、炬燵の熱に上気した白はく桃とう色の肌はだの女。顔にはなぜかヘッドマウントディスプレイを装着しており、ひょっとしてそこには何か映像が流れているのだろうか。時折くすくす笑い声を上げる。

「俺に用があるのはお前か？」

「そうだよー。私がキミを呼んだのでアリマース」

　ディスプレイを外しもせずに炬燵女は答えた。

「人に話す態度にみえんな」

「今いいとこなんだよ。主人公の女子高生が自分の時間移動能力に気づいたトコでさー」

　何を見ているのやら。訝いぶかる俺に炬燵女は構わず、

「ま、堅かたいこと言いなさんな。物部家次期当主予定の御曹司・物部紋刀次モノノベモントージくん」

　俺の名を呼んだ。少しだけ、自分の表情が強こわばったのを感じる。

「……そうだ。頭が高いぞ」

「頭が高いのはキミだよー。変な名前してるクセに」

「馬ば鹿か言うな。俺は自分の名に誇ほこりを持っている。家の印を司つかさどる『紋』の文字に、名めい誉よへの誓ちかいを表す『刀』の文字。そしてそれらの宿り場を意味する『次』の文字。この名はまさに俺の全すべてを言い表している」

「そりゃゴリッパなこって。まあ三文字の名前を賜たまわるのはキミの家のしきたりだもんね」

「俺は見知らぬ人間にキミ呼ばわりされる覚えはないぞ」

「ははっザンネーン」

　朗ほがらかに答えつつ炬燵女は指をピンと立てる。

「人間じゃないもーん」

　そしてゆらゆらと振った。

「ふん。じゃあ何か？　まさか、この家の宿り神だとでも抜ぬかすのではあるまいな？」

「おっ、正解ピンポーン」

　からかいのつもりで言ったのだが、彼女は子こ猫ねこの跳はねるような声でさっきと別のリモコンを取り上げる。どこかからピンポンピンポーンと正解のサウンドエフェクトが鳴った。

　ツギハの言ったとおりだな。春の夜はまだ冷える。俺は場の薄うすら寒さに身み震ぶるいした。

「くだらん。帰るぞ」

　ツギハは慌あわてて身を正し、いつものあの見かけだけはいっぱしの佇たたずまいで「はいっ坊ちゃま」と頭を下げる。ようやく冷静になったようだ。しかし一方炬燵女は、

「ちょいちょいちょーい帰るの早いって。何キミ、見たいアニメでもあるの？　そんなのレコーダーに録とり溜ためて学校仮け病びようで休んだときにまとめて見なよー。今は今しかできないことをしなきゃだよー」

「少なくとも、お前と話すことは今することではないと感じる」

「えーん。ひどーい。意地悪だー」

「お前の相手をする暇ひまなど将来永えい劫ごう一いつ瞬しゆんもないと痛切に感じる」

「やだやだー私をもっとかまってよー」

　泣き真似まねしてみせるが、その口調はケロッとしたものだ。また別のリモコンを手て探さぐりで取り上げ、「まあ、まずはこれ見て」とテレビをつけた。

　俺は鼻先にエノコロ草を揺ゆらされた野の良ら猫ねこのように反射的に画面を見る。

　そこに映し出されたのは一人の大おお柄がらでヒゲの人物。

『おーっす！　元気か？　トージよ』

　彼はただでさえデカイ顔をデカデカと六十インチのデカイ画面に大写しさせて、俺を愛あい称しようで呼んだ。

「旦だん那な様……」

　ツギハが呟つぶやく。そう。それは親父おやじだった。物部家現当主・物部播紡斗ハリボート。

　画面の中の親父はウクレレ柄がらのアロハシャツで、どこかのビーチ。パラソルの下でカンバス地のチェアに寝転がっている。こんな映像をいつ撮とったのか。この男、仕事してるフリで実はしょっちゅうバカンスを楽しんでいるのか。また腹が出たんじゃないか。様々な疑問が渦うず巻まく俺の眼前で、映像は続く。

『お前がこの映像を見ているということは、とうとう十六歳になったんだな。いやーめでたい。本当にめでたい。まるで俺が生まれたときのようにめでたい』

　そう破顔すると、傍かたわらのジョッキを取り上げて突き出す。

『我が息子むすこに永遠の祝福あれ！』

　それに合わせて乾かん杯ぱいする手は、画面の中で隣となりのチェアに寝転がる、

『祝福あれーっ！』

　炬燵女であった。なみなみと金色の液体の入った二つのビールジョッキはガチャリと音立てぶつかり合い、そしてそのまま砕くだけ散る。

『やべっ、強すぎたーっ！』

　二人はゲラゲラ笑いあう。常とこ夏なつめいた太陽に照らされてキラキラ光るガラス片へんの舞まう中で、親父とヘッドマウントディスプレイの炬こ燵たつ女。どこぞのビーチで祝しゆく宴えんをあげている。

「旦那様、これはマジで記き憶おくを飛ばす五秒前のところですね……」

　ツギハの言葉通りである。この二人、既すでに出来上がっているようだ。

「この酔っ払ぱらい映像を見てどうしろと……」

　すると画面の中で親父が晴れやかに言う。

『よう神様！　ウチの息子を頼んだぞ』

『まかせてよハリー！　私にかかればちょちょいのちょいだよー』

　ハリーとは親父の愛称だが、そんなことよりこの二人、表情を司る歯車が錆さび落ちてしまったようなだらしない笑え顔がおであまりにノリノリ。陽気に『いぇーい』と喚わめきあい、砕けたジョッキの取っ手を放ほうる。それから画面に向かってピースサイン。でもって親父、

『いいかトージ！　お前の人生は庭に咲さくツツジのようなものだ！　お前は言うなればツツジだ！　ツツジのように咲き誇り、ツツジを身代わりにしてでも生き残れ！』

　どれだけツツジを愛しているのだ。親父が酔うと妙みようにツツジ推おしになるのは茶さ飯はん事じだが、これは特にひどい。呆あきれながら見ていると、もう一度カメラに顔をずいっと寄せて、

『お前にプレゼントがあるから、神様からしかと受け取れ！』

　受け取れ！……取れ！……とれ……れ……。

　エコーを残して、映像は途と切ぎれた。

　目を戻すと、炬燵女は満足げな笑みを口元に湛たたえていた。

「あ、ガラス片はちゃんと片付けたから心配しないでね！」

　そんなことは訊きいていない。そして情報は何一つ増えていない。

「炬燵女。お前は親父の妾めかけか何かか？」

「馬鹿言うなよー。私は超ちようプラトニック主義ですー」

　変わらぬ軽さで笑いつつ、ヘッドマウントディスプレイのバイザーをあげる炬燵女。澄すんだ藍あい色いろの水すい晶しよう体たいが二つ、まっすぐに俺を見み据すえる。その視線は格好や言葉とは裏腹に確かに真しん剣けんで、そしてとてつもなく嫌いやなことに不ふ穏おんさを伴ともなったものだった。

「ハッピーバースデー御曹司」

　理解する。

　俺は、俺の知らないうちに面めん倒どうごとに巻き込まれていることを本能的に理解する。

「……知らない奴やつに祝われてもな」

「私、キミのことなら超詳くわしいよー。モントージくん。物部家の四十九代当主になる予定の人物で、さっき十六歳を迎むかえた。あだ名はトージで、得意な科目は家庭科以外のほぼ全て。好き嫌きらいなくよく食べて、趣しゆ味みは読書と映画鑑かん賞しよう。部活はやっていないけれど、身体からだを動かすことは嫌いじゃないから中学の頃からときどき運動部の助すけっ人とをしたりもしてるよね。何か間ま違ちがってることある？」

「そんなものは調べればわかることだろう」

「他ほかにもまだまだあるよー。キミは昨日学校に遅ち刻こくしそうになって、久しぶりに走って転こけた。夕飯のカレーはおいしくって三杯ばいもおかわりした。でもそのせいでお腹なか痛くて消化剤ざいを飲んだね。他にも、今読みかけの本は現代素そ粒りゆう子し論の基本相そう互ご作用に関する奴で、でも理系に進むつもりはないからそんなに興味は持ってない」

　炬燵女は嬉うれしそうに続けた。……嫌な感じだ。

　日ひ頃ごろ大たい抵ていのことには動じない俺だが、さすがに気分が悪かった。自分の家にいる、自分の知らない人間に、自分のことを知られている。いや、気分というより気味が悪い。俺の口が答えられずにいると、それを肯こう定ていと取ったのかさらに続ける。

「物部家では後こう継けい者しやが十八歳になると家か督とくの相続が行われるよねー。このまま順当に行けば今日からあと二年後にキミがこの家の正式な当主となるんだね」

　それも合っている。だが。

「それが何だ不ふ審しん者。貴様さっきから人様に向けて偉えらそうに何様だ」

「だからー神様だってばー。あっ！　神様だってばよ！」

「言い直さなくていい。要するになんの用だと訊いている」

　語気を荒げる俺に、炬燵女は手にしたリモコンをビシッと向けて宣言した。

「はーい！　今日から、私がキミの上司になりましたー！」

　同時にそのへんのスピーカーからテッテレーと情けないファンファーレが高鳴る。やめろ、滑こつ稽けいさが際きわ立だつ。コイツさっきから何が本気でどこまで冗じよう談だんかわからない。

「質たちの悪い冗談だ」

「ビデオ見たでしょ？　パパも了りよう承しよう済みなんだって。何百年も続いている物部家のしきたり。断るならキミは明日にでもこの家から放り出されるよん。ぽーいってな感じで。そしたら野垂れ死にだね。あっはっはー」

　屈くつ託たくなくケラケラ笑う。俺は押し黙だまる。

　言いくるめられたわけではない。情報が足りないのだ。コイツを黙らせようにも、コイツは明らかに俺よりも状じよう況きように対する情報を持っている。だからこれほど余よ裕ゆうがあるのだ。

　信用に足りる何かが欲しい。俺は傍らでずっと固まっているツギハを見る。

「どういうことだ？」

「そ、それが私には何も……そもそも自分が何でここにいるのかも存じておりません」

　狼狽うろたえた口調でツギハ。その様にへらりと目を細めながら、炬燵女は言った。

「ああ、家政婦さんに訊いても無む駄だだよー。案内役やってもらっただけだし」

「メイドです」

　訂てい正せいだけはするツギハだが、どうやら本当に何も知らない様子。口元に人差し指をあてがい、それは何か考え事をしているときの癖くせである。

「……バカバカしい」

　俺は吐はき捨て、もう一度帰ろうとする。構ってられるか。

　そうだ。よく考えれば、こんな奴の相手をする必要は無い。本ほん邸ていに戻もどって食堂で潰つぶれている親父を叩たたき起こし、事と次し第だいを検あらためれば済むことだ。あのヒゲ面づらデク野や郎ろう。仕事に精を出していると思いきや、裏で金きん髪ぱつアホ女と遊び呆ほうけていたのか。洗いざらい吐かせたあとで、母に全部言いつけてやる。あの人の拷ごう問もんは俺なんぞとはレベルが違ちがうぞ。お前の人生から笑顔をこそぎ落としてやる。

　と、そんな俺の背に、

「怖こわいの？」

　炬燵女は屈くつ辱じよく的な言葉を投げた。反射的に振ふり返る。

「馬ば鹿かを言うな。そんな訳あるか」

「図星でしょー。キミは怯おびえている。ビビッてる。ヘイヘイ、御おん曹ぞう司しビビッてるよーっ」

「……冗談が下手へただな。俺がどうして何にビビッているというのだ？」

「全すべてによ。キミは怯えている」

　炬燵女はニマニマとまとわりつくように俺を睨ねめ付け、撫なでるように言った。

「わけの分からないものに。突とつ然ぜん現れた私に。まだ冷える晴れた夜に。いきなりの謎なぞの提示に。自分が何かのっぴきならない状況にいるかもしれないという予感に。そして、これから知る事になるこの塔とうの秘密、果ては世界の成り立ちに」

　確かに今夜は四月にしてはよく冷える夜だ。それについては首しゆ肯こうせざるを得ない。ただ、その他は大いなる勘かん違ちがいというものだ。だから俺は胸を張ってこう答える。

「何を寝ねぼけたことを。世界は俺のものワールド・イズ・マインだ。恐おそれなどあるはずもない」

「そうかな？」

　口元をあげて嘲ちよう笑しようを浮うかべる炬燵女。

「安い挑ちよう発はつだ。そんなものに乗せられるほど愚おろかではない」

「どうかな？　だったらなんで帰ろうとするのかなー。キミのパパからは、キミは安かろうがなんだろうが挑発されて遁とん走そうするような人間だっては聞いてないけどなあ」

「遁走ではない。その親父おやじに真しん偽ぎを確かめるのが先だと言っているだけだ」

「戦略的撤てつ退たいってやつ？　なーるなるなる、ものは言い様だね。でもどうしよう。私、キミがパパから色々聞き出して戻ってくるころにはもうキミに飽あきているかも」

　ぐっ、と心臓が軋きしみをあげた。

　コイツ、ともすると本当に俺のことを熟知している。

　俺にとってもっとも重要な事こと柄がらは、品格だ。

　物部家の長い歴史を背負う為ためには欠かせない事柄。いかなる状況でも相応ふさわしい振る舞いと言動をすること。その為の素養と肉体と精神を養うこと。思い上がりも背せ伸のびもなく、驕おごることも控ひかえることもしない。「世界に充みつる自分であれ」──それが俺の根底にある信条だ。だがコイツは、俺の立派であろうとしてもなりきれていない未熟な部分にちょうど猫ねこのじゃれつきより少し強い程ほどの力で爪つめを立てている。

「……ツギハ、俺の頬ほおを打て」

「えっ？」

　俺は傍らのメイドに命ずる。急に話を振られて萎い縮しゆくするそいつに、すかさず繰くり返す。

「いいから命令だ。俺は怒りを静める必要がある。それにはこうするしかなくて、これはお前にしか頼たのめない」

「は、はいっ……」

　自分にしか頼めない、というところで彼女は意を決したか、目を瞑つぶって「承知しました」と頭を下げた。構わん。全力でこい。

「失礼します、えいっ！」

　ゴッ、と俺の頬にメイドの拳こぶしがめり込む。俺はのけぞり、膝ひざから崩くずれ落ちた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「おい誰だれがグーで殴なぐれと言ったふざけるな！」

　俺は頬を押さえつつ、その辺に転がっていた孫の手を拾い上げて暴力駄だメイドをポコポコ叩く。「ひいいすみません」とうずくまるそいつを一〇八回くらい叩いたところでようやく落ち着きを取り戻して、俺は振り向き炬こ燵たつ女に言い放つ。

「話を聞こうか」

「あっはっはっはっはっはっはっはっはっは──」

　ところが視線の先では炬燵女がゴロンと寝転がって、ヘッドマウントディスプレイで何か見ながら笑っていた。

「──ふざけるな！」

　思わず怒ど髪はつ天をつく。怒りにまかせて孫の手をぶん投げるとツギハの頬を掠かすめて壁かべにスタンと当たって落ちた。「ちょっ！　坊ぼつちゃまあぶな……っ」と青ざめるメイドはさておき、俺は炬燵女ににじり寄る。

「お前ほんとに何がしたいんだ？　帰ろうとしたら引き止めるし、話を聞こうとすれば寝っ転がるし、だだっ子か！　俺これでもアレだぞ？　結構大人とかでもペコペコしたりするんだぞ？　こう見えても忙いそがしいし、だいたい今日誕生日だし、それを……」

「堅かた苦くるしいー。話長いー」

「ぐっ……」

　さっきから、さっきから気にしているところをピンポイントで……！　しかし怒り心しん頭とうの俺とは裏腹に、炬燵女はもう一度バイザーを上げると、

「だってー。ここで細かい説明してもどうせ頭に入らないでしょ？」

　なんて畳たたみに伸のびて、ゆるく拳を上げた。

「だからとにかくやってみよー。おー」

「は？　やるとはなんだ？　俺が誰と何をやるって？」

「やだその言い方なんかいやらしー」

「坊ちゃまは言葉のセクハラが確かに多いです」

「あーもーなんなんだよお前までツギハ！」

　俺はツギハに脳天チョップ。うぐぅと声をあげてくずおれる。

　なんでみんなで俺を苛いら立だたせる。どいつもこいつも馬鹿の連れん鎖さか。炬燵女はのらりくらりと頭を揺ゆらして、

「とりあえずー。二階の部屋にさ、ペンダントがあるんだよねー」

　再び畳に伸びながら言った。

「……それがなんだ」

「ハリーからの贈おくり物だよ。さっきビデオで言ってたじゃない？」

　そういえばなんか言ってたな。親父おやじからプレゼントだかなんだか。

「取りに行くのめんどいからさー、持って来てよ。二階、一つだけ鍵かぎが開いているから」

「なんだ？　俺を雑用係にするというのか？　おいツギハ手伝え、やっぱ我が慢まんならん。コイツを泣かせるぞ」

「は、はい坊ちゃま」

　ツギハが転がっていた孫の手を武器に構える。お前それでどうやって泣かせる気だ。炬燵女は起き上がって最初のリモコンを手に取ってツギハに向ける。ビリッと電でん撃げき、ツギハは撃げき沈ちん。焦こげ臭くさいにおいを漂ただよわせながら立ち呆ける。ああもうまったく使えない奴やつだな。そんな様に炬燵女はずっと笑えみをたたえたまま、さらに笑顔を作る。どこまで笑える顔だ。そう睨ねめる俺に、嬉うれしそうに。

「いろんな人がいるように、いろんな世界があるわけだ」

「あ？　何だ急に」

「百聞は一見にしかず、だよー御曹司。キミの知らない世界が待ってる。床に足を触ふれた瞬しゆん間かんに、キミはこの世でもっとも古い力に翻ほん弄ろうされるのだ」

　言い終わりを狙ねらったように、柱時計がボーンと一つ鐘かねを打った。

　それはまるで、世界が切り替かわった合図のように響ひびいた。

　炬燵女はカシャリとバイザーを下げ、ごろりと寝返り。まるで俺に話すことはもうないとでもいう態度。そのまますぐにそこに映っているであろう何かの映像に没ぼつ頭とうし始め「よし！　殺せ！」と恐ろしいエールを送り始めた。さっき時間を飛び越こえる女子高生がどうこう言っていた気がするが、それはそんなに殺さつ伐ばつとした話なのか？

　まあ、いい。

　怒りはピークを越え、全身に冷えた血液が巡めぐっているような錯さつ覚かくすらある。

　いいだろう。

　こうなりゃトコトン相手してやる。俺は傍かたわらで焦げているメイドの腕を引っ掴つかむ。

「は、はい何でしょう坊ちゃま」

「何をボサッと焦げている。とっとと行くぞ」

　すると背後から、また俺の神経を逆なでするように炬燵女が言った。

「大変そうだね家令さん」

「メイドです」

　いちいち訂正している場合か。



　引き戸を開け三和土たたきに降りる。履はいてきた外履きのサンダルを引っかけて脇わきを見ると、短い廊ろう下かにはトイレと台所と階段があるのみ。階段を行くと途と中ちゆうから螺ら旋せん状になっていて、俺とツギハはぐるぐる登る。ほどなくひとつ上のフロアに出た。

「一階とはえらい違ちがいだな」

　そこは六角形をした小さなホールで、絨じゆう毯たん敷じきに壁にはトーチが瞬またたいていた。

「ドアがいっぱいありますね」

　ツギハの呟つぶやくとおり、六面のうち四つの壁に一つずつ、計四つの扉とびらがある。各おの々おのの扉上には動物の頭部が設しつらえられており、ライオン、牛、虎とら、熊くま。剥はく製せいか？　何でもいいが、本物と見まごう造形だ。

　ドアのひとつに手をかける。鍵がかかっている。次のドアも。ツギハが後ろで「こっちも鍵が」と呟いた。すると残るは。俺は最後のドアの前に立ち、見上げる。

「虎ですね」

　ツギハが小首を傾かしげる。そうだな。俺は動物に詳くわしくはないが、図ず鑑かんの記き憶おくを探さぐる限りそれは虎にしか見えない。ツギハは頭上のそれを見上げて、むずむずと何か言いたげだ。

「どうした？」

「虎のデザインってカッコイイですよね。これ考えた人センスあります」

「人がデザインしたものじゃないだろ」

「では神ですか？」

「いれば、な」

「下にいましたね」

「あんなもんは神じゃなくて単なる馬ば鹿かだ」

「確かにメ学で教わる神様とはイメージが違いました」

　メ学とは私立物部メイド学園のことであり、物部家の敷しき地ち内にある使用人育成の私し塾じゆくである。ツギハはそこに籍せきを置いている。が、今はそんなことはどうでもいい。

「なんにせよ、あんな不ふ審しん者の言葉を真しん剣けんに考える必要は無いだろう」

　俺が吐はき捨てると、ツギハは悪戯いたずらげな表情を浮うかべて別な扉に視線を移した。

「ではあの方の言うことは無視してこっちのライオンの扉開けちゃいます？　私、ライオンも好きです」

「じゃあお前は勝手にそっち入れ」

「そ、そんな意地悪言わないでくださいよ」

「俺はお前には意地悪しか言いたくない」

「ひどい」

「冗じよう談だんだ」

「よかったー」

「そうか良かったか。じゃあ今後はお前には冗談しか言わないことにしよう。そっちに勝手に入ってろ」

「ひ、ひどい。同じじゃないですかっ！」

　ツギハがからかい甲斐がいのある反応を見せて、俺はようやく自分がペースを取り戻もどしてきたと感じた。意図せず薄うす笑えみが浮かぶ。思えば今日を迎むかえてからというもの混乱してばかりだ。とっとと片付けて親父おやじをふん捕づかまえて母にお仕置きしてもらおう。

　虎の扉に手をかけると音もなくそれは開き、真っ暗くら闇やみが顔を覗のぞかせた。

　奇き妙みようだな。ホールの明かりが差し込んでいるのに、鈍にび色いろのドアを境にその向こうは完全に闇である。俺はドア枠わくに縁ふち取どられた長方形の闇に手を伸ばし、扉近くの壁を探る。我が家の建物ならば総じてスイッチはこの辺りにあるはずだ。すると指先が凸とつに触れ、俺は軽く力を込める。それは目もく論ろ見み通りで、白色灯の明かりが穏おだやかに部屋を照らした。

　そこは誰だれかの書しよ斎さいのようだった。

　壁かべ際ぎわに黒こく檀たんの書しよ棚だな、全集や図鑑の類たぐいが並んでいる。窓まど際ぎわにカーテンと机。机の上には小ぶりな調度と、封ふう書しよにペーパーナイフ、黒くろ瑪め瑙のうの文ぶん鎮ちん。それからノートが開かれ万年筆が転がっている。そしてたしかにペンダントと思おぼしき小さな光が俺の目に入った。鎖くさりが机の端はしにはみ出して、刈かり残された稲いな穂ほのように垂れ下がっている。

「……明かりくらい、こっちで点つけるのに」

　どこかから声。

「だったら先回りして点けろ。俺の手を煩わずらわせるな」

　俺がむっとして答えると、今度は後ろからツギハの声。

「あ、あのその坊ちゃま」

　どいつもこいつもうるさいな。振ふり向くとメイドが怯おびえた顔で突っ立っている。

「なんだツギハ」

「今の声」

「それがどうした。とっとと済ませるぞ」

「いえ、その……」

「お前、とろいと思ってはいたが、あんまりとろいと水車に縛しばり付けてぐるぐる回すぞ」

「いえ、あれ鼻に水が入るから勘かん弁べんしてください。じゃなくて、その、今の声」

　そう指すツギハの指の先の方。目をあげたところで、俺はそれとカッチリと目があう。

「ようこそ御おん曹ぞう司し」

　虎が親しげな調子で、歓かん迎げいの辞を口にした。目元は柔やわらかで、動物なのに丸みを帯びた表情が形作られているとわかる。

「最近の剥製は喋しやべるのか」

「最近て。俺はアンタよりだいぶ年上だよ」

「そうか。ここは俺の家だ。敬語の必要は無いな」

「お気になさらず。お父さんよりだいぶふてぶてしいねえ」

「当然だ。俺は親父を越こえるつもりだからな」

　するとツギハが困こん惑わくの調子で割って入った。

「坊ぼつちゃま、なんで平然としているんですか！」

「驚いて解決するのか？　だったら驚くが。うおっ！　すっげー虎が喋ったー！　でっけーっ！　食われる！　俺驚いた、俺マジで驚いたわー」

　大おお仰ぎように言ってやるとツギハは困ったように拳こぶしを作り、

「そんな話ではなく、フツー驚きます。坊ちゃまはときどき感情がフラットすぎます」

　堂に入っていると言え。まったくお前みたいにカラッポな頭で感情にまかせられたらどんなに楽か。俺はあくまで冷静にツギハへと言い聞かせる。

「と言ってもな。こんな仕し掛かけぐらい、物部技術研究所の人間なら簡単に作れるだろう」

「そ、そうですかね」

「そうとも。こんなもので驚いているようでは俺のメイド失格だな」

「え？　あ、私は一目見てすぐ作り物だとわかりました。そう、坊ちゃまよりも早く」

　何でコイツは誇こ張ちようが激しいのか。

「そうか。では技研にウチのメイドが貴様らのテクノロジーを詰なじっていたと伝えておく」

「すみません！　嘘うそつきました！　私あの虎を本物と見み間ま違ちがえました！」

　そしてすぐ折れる。だったら最初から図に乗るな。俺は深々と頭を下げ続けるツギハに「おい」と促うながす。

「へ？　なんでしょう？」

　しかしツギハはそうキョトンとするのみなので、俺はその脳天に必殺チョップ。「えぐっ」と変な声を出して頭を抱かかえるそいつを俺はとくとくと説き伏ふせる。

「なんで俺が見知らぬ女の雑用をやらねばならんのだ。何の為ためにお前がいる。お前が入って持ってこい」

「あ、そっか！　そうですね。はい！　お任せください！」

　言うや、俺に先んじてドアの中に足を踏ふみ入れた。そう。俺の手足となるのがお前の仕事だ。炬こ燵たつ女め。ペンダントを取るのは俺ではない。メイドだ。ざまあみろ。

　ところがツギハが部屋に踏み込んだ瞬しゆん間かん。

「むぎゅう」

　その場にカエルのようにうずくまった。ツギハの潰つぶれた声がそよ風のように響ひびく。

「どうした？　床ゆかからおいしい匂においでもしたか？」

「坊ちゃま……なんか下に引っ張られて動けません……」

　俺のからかいにツギハは困惑の声。その光景に、俺は思わず気分を良くする。

「思った通り、罠わなであったか」

「……気づいていたのですか坊ちゃま」

「当然だ。ああいうにやけた人間は得てして人を試ためしたがるものだからな」

　馬鹿な炬燵女め。恐おそらく床張りにワニスでも塗ぬりたくってあるのだろう。ツギハが土下座のような姿勢でへばりつき、俺に尻しりを向けながら懇こん願がんする。

「すみません……たすけてくらさい」

「そのくらい自分で何とかしてみろ。できるだろ？」

「え……？　そうですね！　坊ちゃまは安心してそこで見守っていてください！」

　別に見守ることでもないが。ツギハはむぎぎと変な声を出して身を捩よじる。むぎぎむぎむぎうなり続けるが、しかし一向に変化はない。やがて俺がその様にも飽あきて手の爪つめをいじり始めたころ、

「……むりでしたー」

　床に貼はり付いたまま脱だつ力りよく。弱々しい溜ため息が聞こえた。

　やれやれ。何が安心して見守ってくださいだ。素す直なおで真面目まじめでやる気だけはあるが、どうもイマイチ抜ぬけた奴だな。俺は変わらず無様なそれを見て思う。

　なんかこいつほったらかして帰ったら面白そうだな。

　こいつ頑がん丈じようだし一晩くらい平気だろう。昔裏山で迷子になったときたった一晩で野生化して猿さると一いつ緒しよに栗くり拾ってたし。俺は明かりのスイッチに手を伸のばし、カチリと押した。真っ暗な中に置いて帰ったらこいつどうするかな？　へこむかな？　泣くかな？　胸にわくわくが宿る。このツギハはからかい甲斐があってついつい色々してみたくなるのだ。

　しかし。

「おや？」

　思わず呟つぶやく。なぜって、明かりが消えなかったからだ。おかしいな。スイッチちゃんと押したのに。そう首を傾かしげる俺の前。

「むぎゅう」

　ツギハのうめき声がした。見ると、さっきよりも変な姿勢、でんぐり返しの途と中ちゆうみたいな格好でドア横の壁かべに貼り付いている。

「何しているツギハ」

「そ、それが身体からだが勝手に……」

　ふむ？

　俺はもう一度スイッチを押す。同時にツギハの身体がふわりと浮かび上がって、そのまますごい勢いで天てん井じようにビタン、と貼り付いた。

「むぎゅう」

　ふむふむ？

　少なくとも、ニスや接せつ着ちやく剤ざいの類ではなさそうだな。ツギハはまるでヤモリか磁石にくっつく古ふる釘くぎのようにピッタリ天井に貼り付いている。見えない力で縛られて、こんな現象は見たことがない。俺は虎とらに問いかける。

「これはどういうカラクリだ？」

「カラクリも何も。神様のお力そのものだよ」

　神様ねえ。虎とら畜ちく生しようには猜さい疑ぎ心しんなどないか。

「では、何かヒントはないのか？」

「余計なことは言うなと神様に言われているからねえ。それに、必要な情報はもう与あたえられているだろう」

　ふむふむふむ？

「でもそうだな、さっきこの子は俺を褒ほめてくれたし、一つ教えてやろう。最初に部屋の明かりをつけたのは俺だよ。アンタの押したスイッチは、電灯のスイッチじゃない」

　ふむふむふむふむ？

　ともするとこの虎、なかなかにフェアな立場かもしれない。情報を隠かくし立てするようならふん捕づかまえてバターの材料にしてやるところだが、その必要はなさそうだ。俺は天井に貼り付くツギハに問う。

「ツギハ。あの炬燵女は俺に何と言ったかな？」

「は……はひ坊ちゃま。たしか、部屋の床に足を触ふれた瞬間に、坊ちゃまはこの世でもっとも古い力にフニャモラされるって」

　そこまで正確に覚えていながらなぜ最後を忘れる。

　翻ほん弄ろうされるだろう、と炬燵女は言った。

　そして虎の言葉通りなら、罠を発動させたのは俺ということになる。もちろん罠というのは、この無様なメイドを無様たらしめている目の前の状じよう況きよう。

　極きわめつきに、虎は「情報は全すべて出ている」と言った。だとすると。

「ツギハ、お前こういう話を知っているか？」

「知ってます！」

「まだ話してない。お前は見み栄えを張る癖くせを直せ」

「はっ、はいっ！　直します！」

　返事だけは立派だが、まあいい。説教は後だ。

「こんな話だ。ある少年が、死ぬ間ま際ぎわの祖父に目の前で何もない宙から金貨を取り出す奇き跡せきを見せられた。少年はそれが手品だと思って、祖父の死後ずっとそのトリックを探求し続けた。祖父の死体を調べ、部屋を調べ、色んなものを調べ……。しかし、少年は年老いて死ぬまでその答えに辿たどり着くことはなかった。それも当然、祖父が見せていたのは手品ではなく、本物の奇跡だったからだ」

「それがどういう……？」

　わからないか。

「少年は、疑いを捨てられなかった故ゆえに人生を棒に振ふったのだ」

　今、目の前で起きている出来事。それが本当かどうか確かめる術すべはない。しかし起きている以上は、そこから目を逸そらすことは出来ない。だとすると。

　だとするとこれは、考こう慮りよせねばなるまい。トリック以上の何かを。だとすると。

　だとすると、これは覚かく悟ごをする必要がある。信じられぬものを、信じる覚悟を。

　俺は部屋の中に踏み込まぬよう注意して身を伸ばし、再び壁へき面めんのスイッチに触れる。

　パチ。パチパチパチパチ。

　むぎゅう。むぎゅむぎゅむぎゅぎゅう。

　ふむ。ふむふむふむふむ。

　俺がスイッチの切り替かえを繰くり返すたびにツギハはあっちの壁にビタン、こっちの壁にビタン、天井に、床に、ビタビタビタンと打ち付けられる。

　なるほどなるほど……。

「ツギハ。お前、現げん況きようをどう認にん識しきしている？」

「はひ、私、全身が痛いです」

　ツギハは右側の壁にデカめの蛾がみたいにへばりついている。そんなことは訊きいていない。

「他ほかには？」

「へ？　あとはあんまり……」

　コイツに知ち恵えを期待するのは徒労か。バターナイフで鉛えん筆ぴつを削けずるようなものだ。

「よく聞け駄だメイド。この世でもっとも古い力、それは即すなわち重力だ」

「なんれすか？」

「物理における概がい念ねんで、ビッグバンと同時に生まれた自然に存在する四つの力。重力、磁力、弱い核かく力りよく、強い核力。その中でも、最も早く人類に発見されたのは重力。つまり、もっとも古い力で、世界の始まりからずっと我々を縛しばり付けている」

「知りませんでした。無学で恐きよう縮しゆくです」

「お前の脳みそのポンコツ具合はどうでもいい。それより重要なのは、この部屋の中ではスイッチを切り替えるたびに重力のかかる向きが変わる。そういうことだ」

　理り屈くつはわからない。ただし、理屈を超こえたルールとして厳然とそれは存在している。

　存在している以上、そこから目を背そむけるのは愚おろかなことだ。

　俺はパチパチパチとスイッチを切り替える。そのたびにメイドはビタビタビタンとあっちへこっちへ飛び跳はねる。

「坊ぼつちゃま、ちょっ、もっ、止やめて……」

「ダメだ。楽しくなってきた」

　そんな、と悲鳴を上げながらゴロゴロ転がるメイドの姿を眺ながめるのは確かに楽しい。ひたすらこれだけの映画があれば一生モノの一作になる。しかしまあ、いつまでも遊んでいる場合でもなかろう。

　ツギハがビタンともう一度、床に寝ねっ転がり伏ふせた。さっきの土下座フォームではなく、まっすぐべろんと伸びている。ドアのすぐそこ、俺の眼前。足を俺に向けている。

「よし、ツギハ。それでいいぞ」

「なんかもう痛みが快感に……え？　なんれすか？」

　炬燵女は言った。一度部屋の床を踏んだが最後、翻弄されるだろう、と。そこに偽いつわりがなければ。いや、偽りはないだろう。これが試練ならルールは適正であるはず。

　目の前にまっすぐ伸びるツギハを見下ろす。その身体は机に向かって一直線である。

「むぎゅう」

　俺はツギハの尻しりに足を乗せた。サンダル越ごしに張りのある感かん触しよく。よし、物部家のメイドに相応ふさわしい尻だ。次いで反対側の足を持ち上げ、背中を踏ふむ。程ほどよく筋肉のついた、しっかりした感触。よし、立派だ。褒めてやる。そして。

「坊ちゃま、重いれす」

「我が慢まんしろ」

　案の定だった。ツギハと違ちがい、俺の身には何も起こらない。真下へ引っ張られて床ゆかに這はいつくばる羽目にはならない。

　この部屋の床を踏みさえしなければ罠わなには晒さらされないということだ。

「ひどいことするねえ」

　虎が呆あきれる。しかし。

「問題ない。コイツは頑丈なのが取り柄えなんだ。いつかは突とつ進しんしてきたイノシシを逆にはね飛ばして、その晩は猪しし鍋なべとしゃれ込んだ。だからこのくらい造作もない」

「お尻いたいれす」

「我慢しろ。今、お前は役に立っているぞ」

「本当ですか！　なら頑がん張ばります！」

　そうだ、頑張って俺の足場になれ。ツギハの尻に乗せた足を持ち上げ、今度は肩けん胛こう骨こつの辺りに下ろす。体重を分散させるようバランスを取りつつ、すぐそこの机に手を伸のばす。机まであと数センチ。もう一つ足りないな。

　俺は胸に挿さしたままだったシャープペンシルを取り出す。すると、見ろ。芸術的な距きよ離りではないか。

　ペンの先で、机の端はしから垂れているペンダントの鎖くさりを引っかけて掬すくい上げた。

　鏡面加工の施ほどこされた長方形の薄うすい金属板に、ツツジ柄がらの上品な縁ふち取どり装そう飾しよくが為なされている。簡素な代しろ物ものだがそこそこの年代物で、手入れは行き届いていると見える。

「よし、戻もどるぞツギハ。もう少し我慢しろ」

　足元のツギハに言うと、彼女は「はい」と健けな気げな返事。いいぞ。お前は今、輝かがやいている。アカデミー賞なら助演女優賞モノだ。

　そう思いきやしかしそのとき、ツギハが大きく身を捩よじった。

「ひゃっ、坊ちゃま脇わきはくすぐったいです」

　注意していたつもりだったが、どうも敏びん感かんな場所に触れてしまったらしい。

「馬ば鹿か、おい──」

　つられて俺の身体からだが傾かたむく。なんてことだ。このまま倒たおれたら、ツギハと同じように床にくっついて動けなくなるじゃないか。このラジー賞女優が。

　……が、最も早はや問題ではないか。

　俺は中空で足を振り上げて、サンダルを思いっきり飛ばした。直後に俺の身体は床板に触れる。身体に重さが走って、なるほど床に引っ張られる。見えない蜘蛛くもの糸に搦からめ捕とられたような、不思議で奇き妙みようで忌いま々いましい感覚だ。俺を縛り付けようだなんて！

　だが、それより早く。サンダルの爪つま先さきはドア傍そば壁面のスイッチにスタン、と当たった。

　即すなわち重力の方向が切り替わる。

「ひゃあっ」

　ツギハがドアの方向へ引っ張られて、ゴロンと間ま抜ぬけに転がっていく。次いで俺も、同じ方向に『落ちて』いく。ドタンバタンと派手な音を立てながら、そのまま二人、ドアの外へ飛び出るように転げ出た。ドアをくぐった瞬しゆん間かんに、身体がキュッとブレーキをかけられたように止まる。

　脱だつ出しゆつ成功。

　──危なかった。地を這うものは虫とツギハだけでいい。

　立ち上がり、服を払う。そしてツギハに目をやると、その姿は縦じゆう横おう無む尽じんに転げ回ったせいでボロボロだった。

「ああ、エプロンのり付けしたばっかりなのにヘニャヘニャに……あっ、穴まで……」

　そう口を尖とがらせて呟つぶやく。らしからぬ、落らく胆たんした声。馬鹿者が。お前は役に立ったのだから、その表情は間ま違ちがっている。なんでそんなことがわからないのか。

「お前にしては上々な働きだった。それはその結果だ。落ち込むよりも、むしろ誇ほこれ」

　そんな俺の叱しつ責せきに、単純メイドはぱあっと表情を変えて「はいっ！　ありがとうございます！」なんて笑えみを浮うかべる。まったく、気構えだけはメイドの鑑かがみのような奴やつだなあ。

　ともかくこれで茶番は終わりだ。炬こ燵たつ女も満足だろう。そんな我知らぬ間に感じた達成感に嫌いや気けを覚えつつ、俺はメイドを引き連れて階下に戻ったのだった。



　炬燵部屋では変わらずゴロリと寝転んだ炬燵女が何やら一人で喚わめいていた。

「よし！　そこだ！　行け！　ぶち殺せ！」

　ヘッドマウントディスプレイをすっぽり被かぶって両手を振りつつ物ぶつ騒そうなことを叫さけんでいる。俺はそのバイザー部分を抓つまんでめくりあげる。

「よし！　内臓を……うおっ眩まぶしい！」

　炬燵女は突とつ然ぜんの出来事に混乱したようにキョロキョロし、俺を見て状じよう況きようを理解した。

「あっ、御おん曹ぞう司し。何すんのー今いいとこだったのにー。もう少しで未来に帰っちゃうイケメンにヒロインの子が自分の淡あわい思いを……」

　そんなものを見ていたようには見えなかったが。

「取ってきたぞ。ペンダントとはこれだな？」

　俺の差し出したものを見て、炬燵女はへぇと笑みを作った。

「オッケー、合格ー」

　藍あい色いろの双そう眸ぼうに光が宿る。それから彼女は俺に向けてビシッと指さし、こう宣言した。

「神の名のもとに、キミを新たな世界塔とうの守護者に命じる！」



　　　　◇



『さあ！　はじまるガンスよ！』

『いくザーマス！』

　炬燵部屋のテレビに映るは、炬燵女と助手と思おぼしき白衣の女。定番のかけ声はどこか微び妙みように間違っている気もするが、面めん倒どうなので指し摘てきはしない。

　炬燵女が白衣女に言う。

『さあカナちゃん！　新人くんに事と次し第だいを説明したげて！』

『任せろ神様！　新入りさんには、世界塔でバグ掃そう除じをしてもらうのだ！』

　炬燵女を神と崇あがめる白衣女は、劣おとらぬ快活ぶりで拳こぶしを宙に突つき上げた。黒くろ髪かみの頭にガスマスクをくくりつけている。そんな白衣女ことカナちゃんに、神こと炬燵女は問い重ねる。

『おお、ところで世界塔ってなんだね？　カナちゃん！』

『そりゃもう神様も知ってるくせに人が悪い！　これを見てほしいんだけど！』

　するとカナちゃんの背後のボードに図ず柄がらが映った。それは手書き風の細長い円えん錐すいで、ビヨンと矢印が引っ張られて『世界塔』と銘めい打うたれている。

　今俺たちがいるこの建物のことだろう。その図柄からワンフロア相当の一部がクローズアップされて、そこに四つの四角形。一つ一つが、部屋に見える。

『この世界塔にはたくさんの部屋があって、各部屋一つ一つが神様の作品なのだ。部屋によって性質が異なるからビックリしろよ！』

　たくさんの部屋……二階には四つあったが、遥はるか上までずっとそのような状態ということなのだろうか。しかし俺の疑問に答えはなく、二人のやりとりは続く。

『ほんでカナちゃん！　世界塔にはどのくらいの部屋があるの？』

『わっかりませーん！　言い表すには０の数が足りませーん！』

　そりゃまた随ずい分ぶん途と方ほうもないことを。炬燵女はさらにテンションを上げ拳をぶん回す。

『そりゃすげえやカナちゃん！　じゃあそんなにいっぱいある部屋で、バグ掃除とはいったい何をするんだろうね？　このカナちゃんこの、このカナちゃん野や郎ろう！』

『イエス！　それは神様実はだね！　あの、その──』

『どしたい？　ヘイ！　カナちゃん！』

　するとカナちゃん、突然目め頭がしらを押さえて、

『……神様ごめん。ちょっともう普ふ通つうに喋しやべるね』

　と、大きく項うな垂だれた。炬燵女は慌あわてて駆かけ寄る。

『えー？　なんでー？』

『このテンション疲つかれたし。だいたい神様もハリーさんも元気すぎなんだけど。私これで息子むすこさんまでこの感じだったら正直ついて行けない……転職も視野に入れようかと……』

　どうやらカナちゃん、無理していたようだ。『いいじゃんいいじゃんヘイ！　ヘイ！』となおも続ける炬燵女に、

『いや無理ホント、パワハラなんだけど』

　炬燵女は超ちようションボリ。カナちゃんは白衣を直し、深呼吸した。

『つまり、世界塔は神様の作った実験場。そこで発生した様々な問題を解決すること。それがバグ掃除』

　実験場？　問題？　初めてそこに価値のある情報が出たような気がして、俺は知らずに息を呑のむ。カナちゃんは続ける。



『神様は現世に新しい概がい念ねんを持ち込む際、そのサンプル……ベータ版としてこの世界塔の中に様々な部屋を作ってテストしているわけ。いわば、表には出ない開発者用の裏モジュールみたいなものってことだけど』

　画面の中の炬燵女がペタペタと拍はく手しゆ。

『おーかっくいー！　さすがカナちゃん！　わかりやすい！　この説明上手白衣！』

『はいはい』

　変わらぬテンションで押し切ろうとする炬燵女を、カナちゃんは軽くいなす。ションボった炬燵女の姿に俺は目を瞠みはる。そうか。ああやって対応すればいいのか。

『ちなみに火薬も羅ら針しん盤ばんも活版印刷も蒸気機関も、すべて神様が世界塔でのテストを経て現世に持ち込んだものだから。スゴイでしょ？』

『そうだね！　あと最近だとあれがいい感じかなー。セグウェイ』

「……いい感じか？　セグウェイ」

　俺が思わず呟くと、炬燵女はピッとリモコンで画面を止めて口を尖らせた。

「いいじゃんセグウェイ！　カッコイイじゃん！」

「私はいいと思いますよ」

「お前は黙だまってろツギハ。ていうか炬燵女この映像は何なんだ？」

「あとねー。最近は魔ま法ほうの実装をそろそろ考えてるんだけど、ちょっとまだどう体系づければよいのか試行錯さく誤ご中だからまだお預けだから！　もちっと我が慢まんしてね！」

「そうじゃなくて……」

　俺はどこかズレた炬燵女に呆あきれつつ、分かったことを要約する。

「つまり、俺はその実験場とやらのメンテ係をするということか？」

「おおっ、せいかーい！」

　炬燵女はテレビの中と同じようなテンションでビシッと指を突きつける。

「よろしくね。立派なお仕事だよ」

　そして今度はバンと銃じゆう弾だんを放つように指先を上にはじいて言った。

「仕事と言うからには、ギブアンドテイクなのだろうな？」

「もっちろーん」

「報ほう酬しゆうは？」

　腕うで組み訝いぶかる俺の目を、炬燵女は覗のぞき込む。自分の眼球から俺の眼球に向けてスパイウェアでもインストールしているかのような、まっすぐで逸そらしがたい瞳ひとみだった。たっぷり時間をかけて俺を見み据すえどのくらい見つめ合ったままなのかもわからなくなった頃ころ、炬燵女は視線を緩ゆるめて再び笑った。

「報酬は、キミの望むもの全すべて」

　俺は内心の動どう揺ようを隠かくすように溜ため息とともに吐はき出す。

「具体性のない報酬に価値などない」

「そう言わないで御曹司、キミは歴史を変えたいと思ったことはない？」

「歴史は積み重ねるものであり、作り替かえるものではない」

「ならもっと身近な話。ミスったこと、やり損ねて後こう悔かいしたことくらいあるでしょ？」

「ない。俺は常に全力を尽つくす。その上での失敗は受け入れる。大事なのは結果ではない」

「あー、そういうのはいいから。もっと気楽に考えて。つまり、報酬は」

　そこで一度言葉を句切り、ふんぞり返って満面の笑み。そして続いたその内容は。

「キミの身の回りに起きた失敗を、なかったことにしてあげること」

　炬燵女は例のリモコンでファンファーレを鳴らした。テッテレー。それは相変わらず間ま抜ぬけな響ひびきで、しかし俺の常識を大きく酩めい酊ていさせる。

　神のお使い。バグ掃除。その報酬。

　失敗を、なかったことにする。

「そんな話が信じられるか」

「用心深いなあ。もっと気楽に生きても意外と死なないよ？　それともあれかい？　擦すり傷でも恐おそれるひ弱な現代っ子かなー？」

「怪け我がや死が怖こわくて言ってるんじゃない。愚おろかしいことが嫌きらいなだけだ」

　当然だろう。いくら何でもコイツの言うことは、突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎる。歴史を作り替えるなど、あまりにも都合のよすぎる話だ。

「じゃあどうしたら信じてくれる？」

「んなもん、実際にこの目で見りゃ……違ちがうこともあるだろうな」

　さっきの部屋と異なり、今のビデオとコイツの発言には現実としてそれを証明するものがない。受け入れるに値あたいしない。すると炬こ燵たつ女は「そうか！」とポンと手を打ち、

「わかった！　今のペンダントのお使い分を支し払はらおう。本当は単なるテストだったんだけど特別に！　今、何か困ってることはない？　軽めの奴やつで」

「んなもん急に言われて出てくるか」

「出せよー。全部ドロンと出せってばー」

　その擬ぎ音おんはむしろ消えるときの気がするが。なんて首を傾かしげる俺だが、そのときツギハのボロボロでヨレヨレなコゲコゲのエプロンが視界に入った。

「じゃあ……そうだな。そいつのそれを何とかしてもらおうか」

　炬燵女はぱあっと顔を綻ほころばせ、いくつあるのやら新たなリモコンを手にする。

「んなもん簡単だよー」



　四月半ばの夜は更ふけて、そのせいか俺は軽く身み震ぶるいする。振ふり返ると、これまで未知の塊かたまりだった塔とうは違う意味の未知を多分に備えて変わらずそこに聳そびえている。

「すごい、あんなにボロボロだったのに……」

　俺の隣となりを歩くツギハが、自分のエプロンをまじまじと見つめて言った。

　俺に突きつけられた現実は、ツギハの嘆たん息そくが物語っているだろう。確かに彼女のエプロンはここへ来たときと同じようにぴっちりきれいにのり付けされて焦こげ跡あともなくなり、破けた穴も元通りになっている。

　ツギハは「あ、そうだ」と声をあげると、ポケットからケータイを取り出してなにか文字を打ち込み始めた。

「なにしてんだ？」

「今日のことを忘れないように日記にしたためておくのです」

「日記ってケータイかよ。思い出が機械頼だのみってのも情じよう緒ちよがねえな」

　言いながら思う。機械、か。

　たとえばあの虎は、機械で何とでも出来るだろう。重力部屋もかなり大がかりではあるが、たとえばツギハの服に電磁石でも仕込んでスイッチで切り替える──などであの状じよう況きようを再現することは不可能ではない。

　しかし、この服。ボロけた服を元に戻もどす。却かえってこんなシンプルなことこそ、科学がどれほど発達してももうしばらくは無理なことだ。俺はツギハに問う。

「あの炬燵女は最後に何と言っていたかな」

「はい。『じゃ、なんかあったらペンダントに通知がいくから』と」

　俺はペンダントを眺ながめる。ツツジに縁ふち取どられた表面は、もしかすると高精細の液えき晶しようか電子ペーパーだったようだ。そこにはこのように文字が浮かんでいた。



『まだ焦あせらないで。キミの力が必要とされるときはきっと来るから』



「私にもペンダント見せてくださいよ。文章が浮かぶんですよね？　私、気になります！」

「ああ、文章が浮かぶ。でもお前には見せない。絶対に見せてやんない」

「なんでですか！」

「お前だからだ」

「なんでですか！」

「それよりも俺が訊ききたいのはそれじゃない。もう一つ、アイツは最後に言ったよな」

　するとツギハは不服そうに口を尖とがらせつつも暫しばし黙もつ考こう。そして「ああ」と思い当てた。

「神様はこう仰おつしやいました。『キミの人生は、キミの人生じゃない。でもまあ、気にすんな』」

　そうだな。アイツはそう言った。

　世界塔を後にしてから、その言葉がずっと胸のうちに繰くり返されている。

　気にすんなって？　無理言うな。

　俺の人生は俺の人生ではない。そんなことは知っていたつもりだった。物部家の跡あと取とり、それが俺の役目だ。しかしあまりにも予想外の方向から切り込まれたその「しきたり」に、大いなる目眩めまいを覚える。俺は自分の視界に映るあらゆるものの正体が見えなくなり、何も考えられなくなる。俺の人生。それは世界のためでも未来のためでもなく、ただただ我が一族のための「しきたり」と共にある。一体どういうことなのか。その問いの先は、紗しや幕まくがかって霞かすんでいる。

　そんな俺の脇わきでツギハは突とつ然ぜん思い出したように呟つぶやいた。

「あ、そうだ坊ちゃま。話は変わりますが新しいＨＤＤレコーダー、使い方難しいですね」

「んあ？　何だ急に。ていうかマニュアル読めよ、簡単だったぞ」

「私、いっぺんに字をいっぱい読むと頭がうっうーってなるんですよね……」

　ツギハはそう頭を抱かかえる。それがどんな状態なのかまったく分からないが、

「そういやお前、頼たのんどいたテレビの録画はやってあるんだろうな？　『がんばりや宮きゆう殿でん』の苦手な笹ささを頑がん張ばって食い続けるパンダ特集」

「……ですので、失敗しました……」

　ツギハはピタリと足を止めて俯うつむいたのだった。その告白に俺は思わず即そく答とうする。

「よしきた、お前スネ石板な」

　するとツギハ、狼ろう狽ばいして、

「え？　あれ地味に痛いしスネに段々の痕あとが出来るので恥はずかしいので勘かん弁べんして下さい」

　春の夜。ツツジ園を抜ぬける最中に、俺の笑い声が響いた。

　今しがたまで胸にあった不安がたちどころに霧む散さんしてしまったではないか。まったくなんと簡単なのだろう、お前の正体は。この世界でこれほど心配のいらないものもあるまい。

　俺は前に目をやり、思う。何事もやってみなければ始まらないか。

　ともかくこうして俺は、神の手伝いを始めることになったのだ。



    

  
    
      　STEP2　不機嫌な鹿、またはメイドはなにゆえに銃を取ったか






『前略　紋刀次モントージお兄様

　十六歳の誕生日、おめでとうございます。きっとお兄様のことですから、いつもと変わらぬ普ふ通つうの日をお過ごしのことでしょう。だとしても、この日がより素す敵てきな一日であることを願わずにはおれません。

　さて、私は留学も二年目に突とつ入にゆうし、日々充じゆう実じつしております。今日は生まれて初めて射しや撃げき場に行くの。日本では経験できないことの連続に、毎日胸をときめかせているわ。

　せっかくの記念日に駆かけつけること叶かなわずごめんなさい。けれども、遠き地よりお兄様に永遠の祝福あらんことを祈いのっております。ささやかながらプレゼントをお贈おくりいたしますが、気にいっていただけるかしら？　私だと思って大切にしてくださいな。

　それでは、良い一年を。

親愛なる妹より　かしこ』



　そんな手紙が添そえられて、妹の百々里モモリからの誕生日プレゼントが届いた。

「お前は知らないかもしれないが、物部モノノベ家の地下にも射撃場はあるんだぞ。俺は撃うったことがある」

　そんなことを呟きながら箱を開けると、中身は懐かい中ちゆう時計であった。銀無む垢くの上品な風ふう体ていで、大きなリューズの特とく徴ちよう的な、蓋ふたつきの時計だ。なかなか俺の好みをわかっている。

　誕生日ということで、俺宛あてのプレゼントや手紙が午前中にまとめて部屋に届けられていた。クラスの友人、離はなれた親類、分家の連中……などなど。

「しかし、さすがに眠ねむいな」

　眩まぶしい光に目眩を覚え、俺はレースカーテンを閉める。昨夜は夜よ更ふかししたせいで、だいぶ頭がボーッとしている。今日が休日で良かった。夜にはパーティが開かれるからそれまでに回復しておかねば。ソファに身を沈しずめてプレゼントの山を眺ながめる。すぐ手前に、ひときわ目につくやつがある。やたらでかい、目つきの悪い猫ねこのぬいぐるみ。使用人一同からの贈り物だ。「これは俺の目つきが悪いという皮肉だろうか」なんて手を伸のばし抱だき上げると、そいつの手から一枚のカードが落ちた。

「バースデーカードだろうか。嬉うれしいものだな」

　つまみ上げて裏返す。そこに書かれたメッセージを瞳ひとみに映す。

　ジリリリリリリリリリリ────。

　室内の電話が鳴ったのはそんなときだった。俺はソファから身を起こし受話器を取る。

『お休みのところ失礼致いたします』

　それはツギハの声。

「どうした」

　昨夜のことなど忘れたように、彼女は仕事用の丁てい重ちような口調で言う。

『坊ちゃまにお客様と言い張る輩やからがお見えになっております』

　ていちょうな……。

「言い張……それは客なのか？」

『私は違うと思います。とりあえずお帰り願った後、塩を撒まいておきますね』

「ちょっと待て」

『それとも塩ぶっかけてからお帰り願った方がよろしいでしょうか？　あ、なんならスコップで殴なぐってツツジ園に埋うめておきますが、いかがいたしましょう』

　いかがいたしましょうじゃねえよ。だからちょっと待てっての。

　俺は慌あわてて部屋を飛び出した。客間に向かって走る途と中ちゆう、食堂の方から騒さわがしさ。おっと、どうやら今日の現場はここのようだな。

　桑くわ染ぞめ色のドアを開けると、厨ちゆう房ぼうの方から言い争う声が聞こえた。俺は溜ため息をつきたくなるのを堪こらえてそちらへと足を踏ふみ入れる。すると二つの声があった。

「ですから坊ちゃまはご休養中ですので、あなた様にだけはお会いしません」

「私にだけってどういう意味かしら？　トージくんがそう言っているの？」

「いいえ。ですが私の心の声は坊ちゃまがそのように言っているに決まっていると申しております故ゆえ」

「それってあなたが勝手に思っているだけじゃないの」

「はい。あなた様は邪じや魔ま者ものと思っております故」

「はっきり言ったわこのはすっぱ」

「はっきり言います帰れあばずれ」

　厨房のど真ん中で、情けなく言い争う二人の女。

「おいお前ら、今日はなんだ。落ち着け二人とも」

「あ、トージくん！　ごきげんよう」

　俺の声に、ツギハではない方の人物が髪かみをなおしつつふんわりした笑え顔がおを向ける。

「ああ、ごきげんよ……とはいかない様子だが、なんでケンカしてるんだ？　スイカ」

　それは住良木粋花スメラギスイカだった。薄うす桃もも色いろのワンピースは華きや奢しやな体たい躯くと春の薫かおりによく似合っている。彼女はやわらかく髪をなびかせて、悪い噂うわさを真に受けた幼子のように戸と惑まどった視線を俺に向けた。

「こちらのメイドさん、今日は何か機き嫌げんが悪いのかしら？　もし昨日テレビの録画に失敗してしまったというのなら怒おこらないであげてね？　だってこの子に立派な振ふる舞まいを期待するのはきっと重荷だもの」

「ちょっ……どうしてそのことをご存じなのですかストーカーですか」

「あなたくらいの人になると失敗のパターンもベタで丸わかりなのよ。でも『わかりやすい』ことは美徳だから気に病やむことはないわ」

　あくまでも優ゆう雅がな佇たたずまいを保ち、それでも皮肉を隠かくさない、俺のクラスメイト。

「だから、トージくんの許嫁いいなずけである私を帰らせようなんて下手な冗じよう談だんも仕方ないのよ」

　──にして許嫁。

「スイカ。俺とウチの家か紋もんのツツジに免めんじて機嫌を直してくれ。で、何があったんだ？」

「そんなの、見ての通りですわ。せっかくトージくんの誕生日に訪ねてみたら、このメイドさんは私の顔を忘れてしまったのかしら」

「来てくれて嬉しいよスイカ。でも誕生パーティなら夜だ。まだ時間があるだろう？」

「何を言ってるの？　あなたまで」

　スイカはずいっと俺に顔を寄せる。

「あなたの許嫁としてお料理のひと品くらい手伝わなくては、私の沽こ券けんに関かかわります」

　口調こそ落ち着いているが、その瞳の奥には不服がありありと浮うかんでいる。

「トージくんはすぐ私を除のけ者にしようとするんだから」

「そんなつもりはないが……」

　しかし彼女のツンとした鼻がまるで矛ほこ先さきを突つきつけるように俺に向けられるので、俺の語気も弱くなってしまう。

「……パーティは別べつ邸ていのホールだぞ。他ほかのシェフたちは皆みなそっちにいると思うが」

「あちらは皆さん忙せわしなくって、だから邪じや魔まにならないようにこちらで、と思ったのです。そしたらこの彼女が」

　スイカはツギハに荊いばらのような視線を送る。ツギハは不機嫌に押し黙だまったまま。

「ああ、厨房なら使っていい。だからとにかくケンカはやめろ」

　俺が宥なだめると、スイカは「そう？」とようやく機嫌を直したか相好を崩くずした。明めい眸ぼう皓こう歯しな、いつもの彼女だ。

「ありがとう。やっぱりトージくんは優やさしいわ」

　そしてシンクの上に置いた、棕しゆ櫚ろ葺ぶきのバスケット・ケースを開いてみせる。

「材料は全部用意してきたのよ。見てくださいまし、これ」

　そうして示した籠かごの中には、……なんだこれ。

　異様に大きなイチゴがゴロンと顔を覗のぞかせていた。

「これ、ウチの菜園でとれたのよ。漬つけ物石のように立派でしょう？」

　ひとつ取り上げて、見せつけるように両手で抱かかえる。食べ物にその喩たとえはいかがなものか、はさておき、イチゴはへたするとスイカの顔ほどもデカイ。たしかに立派だが。

「いったいどうすりゃそんなに育つんだ？」

「さあ。愛情かしら」



　愛情というのは事こと柄がらへの立ち向かい方についての言葉だ。俺の訊ききたいのは土とか肥料とか育て方とか……まあいい。たおやかに笑むスイカにこれ以上何かを言う気は起きない。

　そんな俺の袖そでを引き、ツギハが代わって口を開いた。

「坊ぼつちゃま。まずは毒味をせねばなりません。ちょうど裏山に最近野犬が増えておりますし、いかがでしょう？」

　何がだ。するとスイカがキッと目を光らせて、

「メイドさんにはこれが犬の餌えさに見えたのかしら？　これはイチゴといって、甘くて美味おいしい人間の食べ物よ」

「ご冗談を。犬だってにおい嗅かぐだけで失神しますよ」

「ふむ。たしかにこの甘い匂においは犬をビックリさせてしまうかもしれないわね」

「そうですよ。その上きっとそのイチゴ、夜には触しよく手しゆが生えて私たちを襲おそうのでしょう」

「メイドさんはご存じないのかもしれないけれど、イチゴはそんな名状しがたいものじゃなくてただの被ひ子し植しよく物ぶつよ。だから安心して……って、あなたさっきから人の脛すねを蹴けらないでくれる？　何のつもりかしら」

「はい。手を変え品を変えとっとと帰れと暗にアッピールし続けているのですが、一向にお気づきにならないので趣しゆ向こうを変えて直接ダメージを与あたえてみようかと」

　スイカの笑顔が引きつり始める。俺は慌てて口を挟はさむ。

「おい、お前ら俺を挟んでケンカするな」

「さっきから言いたい放題ね。だいたい邪魔ってどなたの決定かしら？」

「物部家内の全すべてのスイカ様否定派です」

「それってあなた一人じゃない」

「いいえ、あと二人ほどおります。過去の私と未来の私です」

「それって全部あなたでしょ！」

　スイカがイチゴを振りかぶってツギハに向けて投げつけた。

「──甘いです」

　ツギハはそれをスッと避よけ、イチゴは俺の顔面にクリーンヒット。「あべしっ！」と声をあげる俺を残し、イチゴはキレイにバウンドして再びスイカの手の中に戻もどった。顔面を押さえながら俺は戦せん慄りつする。全く型かた崩くずれしていない。それは本当にイチゴなのか。

　しかしもう、ああもうなんでいっつもこうなんだ。

　とにかく二人は仲が悪い。どうもスイカが俺の許嫁であることをツギハが快く思っていないらしく、顔を合わせるとこうしてケンカばかりしている。俺としては物心ついたときから決まっていたので当たり前のことになっているのだが……。

「ほら、じゃあ二人とも大人しくしていてくださいな。ここは私が使いますからね。メイドさん、トージくんの許可が下りたんだから、ゆめゆめ文句は言わないでね」

　スイカはバスケットの中の材料を並べはじめる。ツギハは恨うらめしそうな表情を浮かべるが、確かにこれ以上責め立てる言葉もないのだろう。黙って俺の背後に隠れる。俺は、また二人がケンカを始めないよう彼女の様を眺ながめ続けることにした。

　厨房に材料がズラリと並ぶ。小麦粉、牛乳、砂糖、バター……。

「ごめんねトージくん。本当は何か形に残るプレゼントを差し上げたかったのだけれど」

「何を言う。お前のくれるものなら何だって嬉しいよ、スイカ」

　スイカは満足げに鼻歌まじり。俺たちのそんなやりとりに何を思い出したか、ツギハがふと訊たずねた。

「そういえば坊ちゃま、プレゼントといえば、午前中にお届けしたものはご覧になりましたか？　とても祝福めいた……」

「ああ。百々里から手紙が届いていたな。あいつも留学先で研けん鑽さんを積んでいるようだ」

「他には？」

「ん？　そうだな。クラスの友人や、あ、ミキヒコやムネミツや分家の連中からもいくつか届いていたぞ」

「他には？」

「ん？　あとは……ああそうだ。使用人一同からのプレゼントも受け取った。随ずい分ぶんと目つきの悪い猫ねこだが、まあ気に入った。ありがとう」

「あ、そ、それは何よりです。他には……？」

「……いや、そんなもんだったかな。なんだ？　どうした？」

「いえ、なんでもないです」

　首を傾かしげる俺に、ツギハは誤ご魔ま化かすように視線を逸そらした。その先はスイカで、つられて俺も目を向ける。スイカはケーキを作るつもりらしく、お玉やボールや泡あわ立だて器を片かたっ端ぱしから探し出し、タマゴや何やら色々準備に入る。タマゴもなんだか椰や子しの実のようにデカイが、あんまり詳しよう細さいを知りたくないので必死に見なかったことにする。

「ところで坊ちゃま、スイカ様のお料理の腕うではいくらかマシになったのでしょうか」

「それが心配だからここにいるんだ。お前もそうだろう」

「はい。って、ああ。タマゴを全然泡立てないで小麦粉と混ぜたらスポンジがカチカチになってしまう……」

　スイカの料理は凶きよう器きである。彼女は自信満々に今度はその小麦粉に氷砂糖とサッカリンをドバドバ投入しているが、それはアリなのか？　しかし迷いなくてきぱきした動きで粛しゆく々しゆくと手順は進み、そのまま流れる動きでそこに固形バターと牛乳とベーキングパウダーと金粉を錬れん金きん術じゆつの調合のように混ぜて、スイカはスポンジの素もとを作る。その一方で予熱の為ためにオーブンのタイマーをセットし、スイッチを押す。

「さあて、地じ獄ごくのような業ごう火かで焼き尽つくすわよ」

　他に言いようがあるだろう。あんまりなスイカの台詞せりふと完成図の見えない料理に俺は心底げんなりする。その脇わきでツギハが声をあげた。

「あ、あのオーブン……」

「どうした？」

　俺が振り向き訊ねた瞬しゆん間かんに、ブツン、と音。

「……あら？」

　周囲は暗転。

「ブレーカーが落ちたか」

　薄うす闇やみの中。「どういうこと？　スポンジが台無しになってしまうわ」とスイカが弱った声で言う。「最初から台無しに……」と言いたいのを抑おさえて俺はツギハに問う。

「オーブンには何か問題があったか？」

「はい。すっかり忘れておりました。あのオーブンは物部技研の試作品の失敗作で、前にチラ見したマニュアルによるとあれ一つで西武ドーム一つ分の電力を消費します」

　俺は絶句して肩かたを落とす。なんでそんなものがここに。……いや、あるのは仕方ない。物部技術研究所は国内の様々なメーカーと協力体制で様々な実験、新製品開発に携たずさわっている。その中にはもちろん家電も含ふくまれており、その中にはもちろんこういった試作品がある。それらは外に出す前に物部家で実際に使ってみて、不具合や改良点を探してよりよい商品作りを目指すのだ。だからそういうものがここにあるのはいい。だが。

「なんでそんなものを作ったんだ……」

「コンセプトは『二秒でお米がほかほかごはんに』だったそうですが、さすがに代だい償しようは大きかったようです」

　大きすぎだ。技研の連中には独りよがりの商品を作るなと前にも言ったはずだが。

「どうしましょう？　直じか火びであぶってもいけるかしら。廊ろう下かにトーチがあったわよね」

　スイカが困った調子で呟つぶやく。やめてくれ。それにそもそも。

「慌あわてることはない」

　というのも。今度はツギハが声をあげる。

「あ、ついた！」

　そしてその言葉通り、ぱっぱっと瞬またたきのような明めい滅めつの後、電気はすぐに復旧した。

「ブレーカーが落ちて復旧困難な場合はすぐに予備電源に切り替かわる。物部家はこの町全域が停電してもまかなえるくらいの発電装置を完備しているからな」

　そもそもこの家付近の山とか畑とか美術館とか、だいたい全部物部家の敷しき地ちだ。相応の準備は怠おこたっていない。備えあれば憂うれいなしだ。するとスイカ、

「だったら安心ね。では急がなくちゃ」

　一いつ切さいの躊躇ためらいも見せずにオーブンの設定温度をマックスにしてスイッチを入れた。

「あ、さすがにそれは……！」

　ツギハが俺の陰かげから飛び出し手を伸のばす。しかし一いつ瞬しゆん間に合わず──。

　ぶつん。

　再び、暗転。

　厨ちゆう房ぼうは屋や敷しきの奥まった場所にあるため、真昼といえども不自由な暗がりを強しいられる。どこかでキジバトの鳴く声が聞こえる。そんな中、ただスイカの溌はつ剌らつとした声が響ひびいた。

「トージくん。あるのでしょう？　予備の予備電源」

　あるか、んなもん。

「おい！　電気はどうした？」

「ただいま確かく認にん中です！」

「それより坊ちゃまの安否を確認だ！　ツツジ園にいらっしゃるかもしれん！」

「あとは来らい賓ひんに失礼のないよう！　そろそろ皆みな様さまお見えになる頃ころだ」

　外が騒さわがしくなってきた。執しつ事じ長の仙せん北ぼく谷やが慌てふためいた声で指示を出しているのが聞こえる。……しかし勉強になった。失敗作はとっとと人目のつかないところにしまうべきだ。あと、予備の予備電源も至急用意しなければ。俺は厨房の中を見み渡わたす。薄闇に、何とか二人を視認できた。

「なぜ坊ちゃまはこの明らかに金のことしか考えていない女を許嫁いいなずけとして受け入れているのだろう。おかしい。きっと何か裏で秘密を握にぎられて揺ゆすられているに決まっている」

「なんでこのメイドはいつもいつも私とトージくんの間を邪じや魔まするのかしら。もしやこの人、物部家と住良木家の繋つながりが強まっては困る連中のスパイなのでは？」

「あの守しゆ銭せん奴どの雌め狐ぎつねから坊ちゃまを守ることは私の役目」

「なんてこと。私がトージくんをこの二枚舌の泥どろ棒ぼう猫ねこから守らなければいけないわ」

　暗がりの中、ツギハとスイカが何やら呪じゆ詛そを繰くり返している。

　二人相対しているだろうに、お互たがい独り言のよう。そのうえ合間にガタピシドカと小こ突づき合う音が。この調子だとそろそろガチの殴なぐり合いに発展するな。こいつら女のくせにグーで殴り合うからなあ。……止めるか。

　そう俺が手を上げかけたとき、鼓こ膜まくに勢い込んだ振しん動どうがあった。

「──なんだ？」

　遠くで空気が振動したのを感じた。次いで外の声が一いつ斉せいに沸わき立つ。

「まずいぞ！　爆ばく発はつだ！　変圧器がショートして──」

　なんてこった。ケーキどころじゃ、パーティどころじゃない。くそ。なんでそんな暗黒破は壊かい装置が厨房にあるのだ。いや、言っている場合ではない。周辺住民に迷めい惑わくをかけては品格どころではない。どうする──。

　そのとき、真っ暗な闇の中に赤い光が浮うかんだ。それは俺の胸むな元もとで、宙にふわりと漂ただようよう。指を触ふれると冷たい感かん触しよく。

　それはツツジ柄がらのペンダントだった。昨夜貰もらった「プレゼント」、その表面に何やら鹿しかのような角の生えた動物のマークと、「12」という数字。それから文字が浮かんでいた。



『今こそ、真っ暗な世界に明かりを灯ともすとき。さあ、弾たまを込めて』



　瞬間、脳のう裏りに昨夜の記き憶おくが思い起こされる。──昨夜のこと。塔とう、部屋、重力、虎とら、螺ら旋せん階段、机、ペンダント、炬こ燵たつ──、

　──炬燵女。

　俺は炬燵女の言葉をもう一度反はん芻すうする。

《失敗を、なかったことにしてあげる》

　塔に住み、神と名乗るあの女の言葉。

「冗じよう談だんだろ」

　俺は自じ嘲ちよう気味に口の中で呟いた。おい、俺は何を思っている？　これを信じるのか？　見み透すかしたようなタイミングで突とつ然ぜん差し出された、こんなものを。

「このままでは本ほん邸ていに延えん焼しようするぞ！　消防に電話を──」

「従業員の安全も確保せよ！」

　外の声はさらに深刻な内容を俺たちに伝える。状況は、刻一刻と悪化している。

　……俺は深呼吸した。

　可能性があるのなら、それに目をつぶるのは愚ぐ策さくである。近くの闇でガシボカと殴り合いの音を響かせる二人に言い放つ。

「ケンカをやめろ」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もく。それから同時に二つの声。

「ですが坊ぼつちゃまスイカ様はきっといつか坊ちゃまの財産を……」

「トージくん今のうちにこのメイドを亡なき者にしないと将来足を引っ張られるわ」

　こいつらなんでこの状況で前しか見ないんだ。

「いいから。スイカ！」

「は、はいっ」

　俺の語調に気け圧おされてまっすぐな返事。その声の方に俺は言う。

「お前はここを動くな。もうすぐ執事長の仙北谷がお前を見つけてくれるだろう。そうしたらあとは彼の指示に従え。いいな」

「は、はいっ。でもトージくんは？」

「俺は……ツギハ！」

「はいっ、坊ちゃま」

　同じくまっすぐな返事。こいつら似たもの同士だよな。は、さておき。

「俺とお前とで、電源を復旧させに行く。いいな？」

「はい……でも、どこにどうやって」

「御ご託たくは後だ。とにかくお前どこにいる？」

「はいっ、こちらに！」

　闇の中に手を伸ばすと、同じくこちらに向けたツギハの手とふれあった。

「行くぞ」

　俺はその手首を掴み厨房の外へ出る。廊ろう下かに出れば窓からの明かりで視界は保てる。絨じゆう毯たんに足音を染しみこませながら、俺はメイドの手を引いて走った。玄げん関かんから靴くつを履はき替え、使用人の行き交かうのを抜ぬけて中庭に回る。



　はたして、塔の中では。

「そこだ！　見み逃のがすな！　銃じゆうを取れ！」

　昨夜と同じく炬燵に潜もぐり込んで寝ねっ転がり、ヘッドマウントディスプレイをすっぽりかぶり拳こぶしをぶんぶん振ふり回し、そいつは邪じや悪あくな言葉を呟いていた。

「そこだ！　首だ！　首を吹ふっ飛ばせ！　そこ頸けい動どう脈みやくだから！」

　俺はそのバイザーを外して言う。

「物ぶつ騒そうな神だな」

「あ、いいとこなのに！　やっと機関車が動いて未来に帰れ……おお、御おん曹ぞう司し！」

　その内容に頸動脈は関係なさそうだが。炬燵女は俺を見て、さらにその後ろのツギハにも視線を飛ばす。

「あとハウスキーパーさんも」

「メイドです」

　こいついちいち律りち儀ぎに訂てい正せいするな。まあいい。今は炬燵女だ。

「これの件だが」

　俺がペンダントを差し向けると炬燵女は目元を緩ゆるめ、

「あ！　通知が来たんだね？　じゃあいっちょこれを頼たのむよ」

　そしてむくりと起き上がり、炬燵の上のそれを手に取った。

「本？」

　それは図ず鑑かんのようだった。黒い革かわ張ばりで、そこそこの厚み。ケースに入っている。差し出されて受け取ると、見た目通りそれなりの重さ。表面には文様と、文字は何語かわからないもので読み方の予想すら出来ない。

「これを書庫にしまいたいんだけどさ」

「書庫なんてあるのか？　って、そんなことで呼んだのか？」

「いや、最後までお聞きよ。書庫の鍵かぎがないんだな。それを取ってきて欲しいんだにゃー。たぶんベッドの上にあるはずだから。鹿の《トーキング・ヘッズ》の部屋は十二階だね。あ、ついでにこの図鑑も持ってってちょい」

　俺は受け取りつつも呆あきれる。

「だからそんなことで呼ぶのかよ」

「呼んだのは私じゃないよ。その通知は世界塔が自動的に送ってくるんだ」

「なんだそれ？　この塔は生きているのか？」

「てわけでもないけど。言うなれば世界塔の自覚なき意思ってとこかね。ウイルスチェッカー的な。それよりも、なんかあったね？　ミサイル？　ドラッグ？　産業スパイ？」

　コイツ、俺を何だと思っている。俺は経けい緯いを簡単に説明する。オーブンのこと。電源が落ちてしまったこと。爆発まで起きたこと。すると神はうんうん頷うなずいて言った。

「なるほど。自分の誕生パーティをつつがなく進めるために、ね。まったく御曹司、神使いが荒あらいなあ」

「話聞いてたか？　お前」

「ま、なんでもいいよ」

　俺の言葉を遮さえぎって、藍あい色いろの瞳ひとみが俺の目の奥を、頭ず蓋がい骨こつの裏側の誰だれかに向けて話しかけるように覗のぞき込む。

「約束しよう。その失敗、なかったことにしてあげる」



　十二階のフロアは、二階同様四つの扉とびらが並んでいた。カバ、象、狸たぬき、そして鹿の部屋。

「お前に何か訊きけばいいのか？」

　俺が問うと、鹿の《トーキング・ヘッズ》はギロリと目を動かして答える。

「やあ、僕は何も知らないよ。そんなことより中に入れば？」

　ふとっちょな低い声で、昨夜の虎とは異なり無ぶ愛あい想そうな物言い。

「あの、鹿さん。坊ちゃまは失礼な方にはすぐケンカ腰ごしになるので……」

　とツギハがもの申しかけて、鹿に睨にらまれ「なんでもないです……」と引き下がった。途と中ちゆうで負けるなら強気に出るな。

　扉を開くと昨夜と同じ、真っ黒の闇やみが口をあける。俺は振り向き命令する。

「よし、ツギハ飛び込め」

「え？　やですよまた地べたに這はいつくばるのは。あれ結構恥はずかしいポーズなんですよ」

「うるさい知るか。ここで行かなきゃなんのためのお前だ」

「やっ、押さないで、ていうかたまには坊ちゃまも……」

　お互たがい押し問答しているうちに足が縺もつれて結局俺たち二人同時に扉の闇に転がり込んだ。



　　　　◇



　ふわりと身体からだが羽根になったように感じた。

　柔やわらかくて軽くて、そよ風に包まれたような感かん触しよく。しかし何が起きたかわからん。気付けば俺は、自分の上が下になったような右も左もわからない体勢でいた。

　身を起こす。ベッドの上にいたようだ。部屋に踏ふみ込むときツギハと縺れて転がり込む形になったから、きっとそのまま倒たおれ込んだのだろう。そう思いながら視線を上げる。

　そして目を疑う。

　まず、この部屋には壁かべがなかった。

　次いで足元を見ると、シーツの上に俺の影かげが出来ている。背中や髪かみが温かい。もう一度視線を向こうへ。俺は降り注ぐ日差しに目を細め、そこに広がる光景に嘆たん息そくする。

　一面、広大な自然だった。

　遥はるか遠くには銀ぎん嶺れいの尾お根ねが連なってぐるりと四方を囲んでいる。眼下にはなだらかな傾けい斜しやで草原が果てしなく広がり、一目でここが人の手の入っていない場所だとわかる。

　そしてその大自然の中、この部屋は、

「浮ういてるぞ……」

　宙に浮かんで壁と天てん井じようのない部屋。

　ドアは消えていた。木張りの床ゆかに、テーブル、タンスとアンティーク調のベッドが置かれている。俺はそのベッドの上に転がっていたのだった。さすが物部家のベッドだ。ポケットコイルのマットも羽う毛もう布ぶ団とんも天使のような柔らかさと上品さを備えている。

「天気も良いし、ひなたぼっこにはうってつけだな」

　……などと言っている場合ではない。ここはどこだ。ついでにメイドはどこだ？　姿を捜さがそうと振り返る。そして一秒で見つける。

「あっ、ちょっと、坊ちゃまその……」

　目の前で逆さづりになっている駄だメイドの姿。

「……お前、何してるんだ？」

「そ、それがその、なんか引っかかってるのかわかんないんですけど……」

　身を捩よじるツギハ。上の方を見ると、どうやら背の高い帽ぼう子しかけに彼女のブーツの紐ひもが両足とも引っかかっているようで、頭も下に宙ぶらりん。スカートはだらしなくめくれて、言うなれば逆てるてる坊ぼう主ずの様相。

「坊ぼつちゃま、その、助けて……」

　その様に俺は怒いかりを露あらわにする。

「おいツギハ、どういうことだ？」

「な、何がれすか？　今ちょっと頭に血が……」

「物部家の使用人の下着は白と規定されているだろうが。なんだその浅あさ紫むらさきは」

「え？」

　慌あわてて手をあげ、スカートの状じよう況きようを知るツギハ。

「今はそんな場合じゃ──ちょっ、やっ、見ないでくださいよ！」

「どういうことだと訊いている」

「だってそんな白とか地味だし」

「地味とかいう問題じゃない！　決まっていると言っているのだ！」

「そんなの誰も守ってませんよーっ。チカちゃんとかエリさんとかもっと派手だしっ！」

　メイドがスカートを持ち上げて、下着を隠かくそうとする。おい待てこら。

「ふざけるな、ちゃんと見せろ！　よく見せろ！　検分させろこの不良！」

「ちょっ、やーやめてー！　心の準備が……」

　朝顔の蔦つたのように身体を捻ひねって逃にげようとするツギハだが、それを押さえて俺は彼女を羽は交がい締じめ。まさかコイツ、上も規定違い反はんをしているのではあるまいな。だとしたら罰ばつだ、全身の皮ひ膚ふを紫マジックで塗ぬってやる。そしてツツジ園の精として、近所の小学生に公開してくれるわ。そう勢い込んでツギハの衣服をこじ開けようとしたときだった。

　彼女の両りよう膝ひざがふいに俺の頭を挟はさみ込む。そしてそのタイミングで靴くつ紐ひもの引っかかりが解けたのかツギハが落ちてきた。彼女は俺の頭を挟んだままバック宙のように回転し、重心に任せてひっくり返る。ぐりんっとその勢いで俺は、真下に引っぱられて頭から──。幸いそこはベッドだったが、ズドンと思いっきり叩たたきつけられ──。

　あっ、息できねっ……。

　数分後、気づくと俺は天を仰あおいでいた。

　いい天気だ。空は高くまで広がり、作りたての綿わた飴あめのような雲が緩やかに流れていく。

「子供の頃ころはよく空を見たなあ……」

　思わず独り言が零こぼれる。そんな俺の顔をツギハが心配そうに覗き込んだ。

「坊ちゃま、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　俺は我が身に起きたことを思い出す。即そく座ざに起き上がり必殺チョップをビシッとかます。ツギハがホゲェとのけぞってうずくまる。

「大丈夫なわけあるかボケ。お前ご主人様にフランケンシュタイナーかますメイドがどこにいるこの駄メイドが！」

「すすすみませんっ！　私、足元に何かあるとつい膝ひざで挟みたくなる癖くせがあって……」

「黙だまれルチャリブレが！」

　ビシッともう一発。ところがツギハは反射で避よけて、今度は俺の腕うでを取り飛び十字。ベッドにドスンと倒れこみ、木き枠わくの軋きしみに合わせて俺の腕までギシリと歪ひずむ。

「うおっ！　おいやめろギブ！　ギブだってば！」

「はっ、すすすみません！　昨日深夜にテレビでプロレス見たからつい……」

　ベッドをバンバンとタップする俺にツギハは慌てて手を放し、俺の右みぎ腕うでは骨折を免まぬかれた。ご主人に関節技わざをかけるメイドがどこにいる。と溜ため息の俺。そのとき、声がした。

「遅おそかったね」

　起き上がると、女が一人立っていた。そいつは部屋の外の宙にいて、足元を見ると何か飛行する小型円えん盤ばんのようなモノに乗っている。

「イチャイチャするのもひなたぼっこも結構だけど、そんなに時間はないんだけど」

　つっけんどんな口調で言う女は小こ柄がら、どこの国の人間か判断できない容姿。黒い髪に縁えん日にちのお面を被かぶるようにガスマスクが載のっている。白衣を纏まとい、タブレットＰＣを抱かかえている。そのメカメカしいデザインが、この大自然からは明らかに浮いている。

　どこかで見たな。と、ツギハが先に気づいて言った。

「あ、カナちゃん！」

　その名前には覚えがある。そうだ。炬こ燵たつ女のビデオで見た奴やつだ。白衣女はビクッと肩かたをすくめ、「あ、あれ見たの……？」と声を震ふるえさせた。俺は立ち上がり、ツギハに問う。

「なんかビデオとキャラが違ちがうな、ツギハ」

「はい。もっとはっちゃけてましたよね、坊ちゃま」

「なんかイェーとか喚わめいてたよな」

「そして力ちから尽つきてました」

　すると白衣女、顔を真っ赤にして、

「やめて！　あれは仕事で仕方なくやったんだけど！　やりたくなかったんだけど！」

　ブンブンと手を振ふり、取り繕つくろうようにわざとらしく咳せき払ばらいを何度も繰くり返す。それから何かを打ち切るように話し出した。

「私は世界塔とうのコーディネーター、杜若叶瀬カキツバタカナセ。あなたが物部紋刀次？」

「いかにも」

「そっちの女性は？」

「メイドだ。何か問題はあるか？」

「別にいいけど。ただ、のっけから婦人同どう伴はんで来た奴は初めてだけど」

「初めて？」

　俺はピクリと眉まゆ尻じりをあげる。

「他ほかにも誰だれか、ここに来たことがあるのか？」

「もちろん。あなたのお父さんも、そのお父さんも、さらにそのまた……とここ数代は、ずっと私が案内役だけど。あなたはお父さんよりだいぶふてぶてしいね」

　ふー、と溜め息のような長い息を吐きだし、極きわめて冷静に白衣女──改め、カナセは言った。

「まずは自己紹しよう介かいの続きから。私はあくまでも案内役、コーディネーター。情報提供はするけど、実作業には一いつ切さい関かかわることが許可されていないのでそのつもりで」

「基本的には傍ぼう観かん者だと？」

「そう」

　俺の問いにカナセは頷うなずく。長い前まえ髪がみの隙すき間まから古い絵画のように抑よく揚ようのない瞳ひとみを向ける。俺はその瞳に更さらに質問を重ねる。

「ここはどこだ？　部屋の中には見えないが、これも世界塔の中なのか？」

「そう。ここは世界塔の部屋の一つ《パーフェクト・ワールド》。広さは西武ドーム五つ分ほど。四方を山に囲まれ、その外側はまだ存在してない」

「……まだ、ですか？」

　ツギハが不思議そうに呟つぶやくと、カナセは表情を変えずに言った。

「ここは作っている最中の、作りかけの世界なの」

　意味を掴つかめず顔を見合わせる俺とツギハに、彼女は人差し指を立て「あっちを」と遠くを指した。言われるままに目を向ける。山に囲まれて空が広がっている。

「空だな」

「空ですね」

「もっとよく見て」

　そう言われても、広くて美しい空だな、というくらいしか……と首を傾かしげる俺の脇で、ツギハが「あっ！」と声をあげた。その視線を追うことで、俺もようやく違い和わに気付く。

　果てなく広がる空。そうなっているはずの空。

　なのに、それが途と中ちゆうで欠けている。向こうの山の上の空、青の中にぽっかりと洞どうくつが口をあけているような真っ黒の闇やみ。まるで読み込み中にエラーを起こしたネット画像のようでもあった。

「坊ちゃま。よく見ると、けっこうちょこちょこありますね」

　たしかに。異常は向こうの一面だけではなかった。空のあちこちに似たような黒い箇か所しよがあって、液えき晶しようのドット抜ぬけのようになっている。

「坊ちゃま、上にもあります」

　ツギハの指さす先を見上げる。確かにベッドの真上にも、十数センチ程度の長方形状の黒い靄もやが見える。さっきは気づかなかったな。ツギハがカナセに問う。

「これ、不良品ですか？」

「違うけど。だから作りかけ。今度はあの山の下の方を見て」

　俺たちはまたも言われるままに目を向ける。さっきの大きく欠けた空の、下。山の稜りよう線せんがずらりと浮かび、そのもっと下に視線を下げる。麓ふもとは草原だったと思ったが……。

　いや。

　またしても、奇き異いがあった。

「あれは……」

　ツギハが身を乗り出す。俺はその背中を掴む。お前落ちるぞ。さておき。

　今度は機械だった。大自然に全くそぐわない、金属製の巨きよ大だいな固まり。

「ロボットみたい」

　ツギハが言う。みたい、というよりそうとしか見えない。俺たちの嘆たん息そくにカナセが答えた。

「彼の名は《ジェントル・ジャイアント》」

　そう呼ばれたそいつは、山の大きさに迫せまる図ずう体たいを四角く折って草原に座り込んでいる。

「彼により、この大自然は現在作り進められているの」

「しかし動いてないぞ」

　そう俺が難を打つと、カナセは肩をすくめて退たい屈くつそうに呟いた。

「そう。電池切れ」

「電池？」

　目を凝こらすと、ロボはこちらに背を向けておりその中央には円い穴が空いている。もしかするとそこに電池が入っていたのだろうか……という風に見えなくもない。



「本当はまだまだ保もつはずだったんだけど、いきなり切れちゃって。それが今回のバグ」

　その言葉で思い出す。俺たちの使命は確かバグ掃そう除じ──だったな。

「電池切れがバグ……はいいが、俺はここで何をする？　鍵かぎ持ってこいとしか言われてないぞ？」

「それは、ペンダントに書いてあるけど」

　カナセは平へい淡たんに答える。ペンダントに目を落とすと、このように表示されていた。



『世界塔：‥A908027759080798AAZ8378エゾシカ

　バグレベル：‥Ｅマイナー

　クリア条件：‥書庫バベルの鍵を手に入れろ！

　クリア期限：‥カナセの宣言から二十分以内』



「ひとつずつ順に説明するけど。まず、最初の一行目はバグの識別コードだから気にしなくて良し。次のバグレベルは、今回のものはいちばん軽いレベル。それから、クリア条件。鍵の入手がここでの目的。この条件をクリア期限までに満たすこと」

　つまらない雑務を片付けるように、彼女は早口で言い終えた。ツギハが首を傾かしげる。

「え？　でも電池切れと鍵に何の関係が？」

「ふむ。俺の仕事はバグ掃除。しかしここでのクリア条件は鍵入手。……ということは、バグを解消すると鍵が手に入る、というわけか？」

　探さぐるような俺の発言。しかしカナセは初めて少しだけ表情を崩くずした。

「おっ。神様の言うとおりだね。今度の守護者は無む駄だに大人びていて頭が回るって」

「それは悪口か」

「褒ほめてるけど。とにかく理解が早くて助かるわ」

　たいして感謝もなさそうに頭を下げる。

「坊ぼつちゃまは大人びているんじゃなくて考え方が古くさいんでひでぶっ」

　ツギハにチョップを喰くらわせ、俺はまた質問。

「じゃあ電池はどこにある？　それを探すのか？」

「電池はこちらで用意するけど」

　その問いにカナセは待っていたとばかりに答えて、ＰＣを操作した。すると彼女のすぐ脇わきの宙に光の線が走り、四角く枠わくを作った。彼女は枠の縁ふちに手をかける。それは景色を分断し、カチリとドアのように開いた。カナセはそこに手を入れ何か抱えて取り出す。

　重たそうによたっとよろけた後、スーッと円盤に乗ったまま俺に近づきそれを俺に手て渡わたした。ズシッとして、俺は受け取ったそばから思わずベッドの脇にたてかける。その物体を指さしてカナセは言う。

「電池」

　それは俺の身長の半分ほどもある、真しん鍮ちゆう色のデカイ円柱だった。いや、片方の先せん端たんが丸まっており、口紅のような形状だ。

「これ一本で百年もつけど」

　百年て。驚おどろき呆あきれる俺だったが、カナセは平静なまま、今度は俺に質問してきた。

「ところでモントージさん。時計持ってる？」

「時計？　ああ、それなら」

　持っている。俺はジャケットの内ポケットに手をつっこむと、銀色のそれを取り出した。今朝から使い始めている懐かい中ちゆう時計。それを見たツギハが目め敏ざとく問う。

「あ、どうされたんですかそれ？」

「百々里の誕生日プレゼントだ。アイツは俺の趣しゆ味みをよくわかっている」

　するとツギハは目を細めて、どこか不審げに呟いた。

「へえ。お嬢じよう様さまからのプレゼントは大事にするんですね」

「誰からのものでもプレゼントは大事にするわアホ」

　そのまま説教に入りかけた俺だったが、そこにカナセが割って入る。

「以上で説明はすべて終わり。今よりクエストを開始します！」

　彼女はまるで自分の仕事を遂すい行こうする以外は興味なしといった調子で、そう四角四面に宣言した。いやおい、まておい。

「その前にまだ訊ききたいことはあるぞ。この電池をどうする？　なぜ時計を出させた？」

　しかしカナセは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「時計。二十分だけど、ちゃんと見てないとだめだけど」

　と、真っ平らな声。なるほど……お膳ぜん立だては全て済んだというわけか。

　時計に目を落とすと十五時四十分。ということは、期限はちょうど十六時までか。

　ツギハが早さつ速そく電池をひょいっと持ちあげた。あれ？　それスゴく重かったけど……とは男の沽こ券けんに関わるので言わない。ツギハは朗ほがらかに俺に訊たずねた。

「これ、ぶん投げて差し込んだりしたらいかがでしょう？」

「そんなアイディアを最初に出すお前を俺は真下にぶん投げたい」

「冗じよう談だんでもひどいですっ！」

　馬ば鹿か言うな。本心だ。なんて冗談はともかく、さてどうするか。

　電池を担かついで、向こうのロボのもとまで行くか？　何キロある？　目測では数キロ程度だが、二十分で足りるか？　微妙だな。他に道具は？　周囲を見回す。すると先にツギハがそれを見つけた。

「坊ちゃま、こんなのがありますが」

　彼女は担えていた電池をベッド脇に戻し、テーブルの上に転がるものを指さして言う。

「てっぽうですかね？」

　彼女の指し摘てきは正しく、それは拳けん銃じゆうだった。エンフィールド・リボルバーだな。その脇の灰皿には、鈍にび色いろの弾だん丸がんがコロコロといくつか転がっている。とはいえそんな小さな銃で何をどうできるのか。ツギハは弾丸を指して言う。

「なんかこの形、その電池と似てますね」

　確かにつるっとした表面といい、片方だけ丸くなっている形状といい、似てはいるが。しかしそんなものではどう考えても役には立ちそうにない。やはり、下に降りて担いでいくしかないか？　だとするとどうやって降りて、どうやって辿たどり着く。ベッドから下を見下ろすと、二十メートルはある。凝ぎよう視しすると足が竦すくむ程ほどの高さだ。と、カナセ。

「一分経過」

「え？」

　声と同時に、身体からだに重力がかかった。俺は瞬しゆん時じに昨夜の虎とらの部屋を連想する。また下にひっぱられ……？　いや違ちがう。今回は、もっとゆっくりした動き。

　雲の高さを見て、俺は状じよう況きように気づいた。

「床ゆかが下がったのか」

「そう。一分ごとにこの床は一メートル下に下がって、二十分でちょうど地面に接地するけど」

「接地するとどうなるんですか？」

　ツギハが問うも、カナセの返事はない。俺は下を覗のぞき込む。さっきも見たが、青々とした草原。ツギハが、

「私にも見せてくださいよ。うっ、目が眩くらむ。昔お屋や敷しきから落ちたときの恐きよう怖ふが……」

　言いながらひょっとひとつしゃっくりをした。お前そういや高所恐きよう怖ふ症しようだったっけ。

　うっかり落ちかねないメイドの背中を掴みながら、眼下を観察する。この大自然もいい光景だが、ちょっと色味が少ないな。ツツジを植えろ。あれはいい。なんて感想を浮かべて眺めていたところ、俺は草原の中に何か動くものを見つけた。

「何かいるな。動物か？」

　そいつらは背の高い草木に紛まぎれてもそもそと蠢うごめいている。

「どこですか？」

「ほら、いるだろう。あの草の辺り」

「全部草です」

「いや、あそこの……あれ見失った、どこだ？」

「また一分経過」

　俺たちが不毛なやりとりをする脇でカナセは冷静そのもの。また床が一メートル下がる。しかしそれにより距きよ離りが縮んだせいか、俺はその物体の姿を正しく認にん識しきできた。

「あれは……」

　動物だ。たしかにそれは動物だったが、ただしそんな生やさしいものではなかった。

「……マジか」

　動物は好きだし、家でも珍めずらしい生き物をいくつか飼っている。しかしそんな俺でも図ず鑑かんでしか知らない。隣でツギハが息を呑のむ。

「坊ちゃま。あれって、ステゴサウルスですよね」

　その通りだった。

　巨大なトカゲのような出いで立ちで、背中には多角形の背びれが二列にたくさん並んでいる。宙に浮うかぶ俺たちの真下には、ジュラ紀の後期、北米や中国に生息したとされるあの剣けん竜りゆうの姿があった。それも一いつ匹ぴきどころじゃない。ざっと見回しただけでも十匹以上ゴロゴロしている。

「はい！　カナちゃん！」

　ツギハがカナセに高こう揚ようした口調で問う。

「何？　ていうかなれなれしくその呼び方してほしくないんだけど」

「ごめんなさいカナちゃん！　でもなんであんなものがここにいるんですか？」

　ツギハはカナセの要望をまるっと無視して明るく質問。カナセは小さく溜ため息をついた。わかるぞ。このメイドは人の話聞かないからなあ。

「……発電装置だけど」

「え？　発電ですかカナちゃん？」

「そう。あの背びれ──正確には骨板なんだけど、ソーラーパネルになっていて……、ってなれなれしいんだけど」

「そうですか！　エコ発電ですねカナちゃん！」

　カナセはツギハをじっと見つめて、大きく溜め息をついた。そこに今度は俺が問う。

「なんでステゴが発電を？」

「神様そういうの好きだから。非常に発電効率がいいんだけど、いかんせん放電方法がなくて身体が耐たえきれず、現世では絶ぜつ滅めつしちゃったのよね」

「そんな理由で……」

　嘆たん息そくする俺に、カナセはめずらしく若じやつ干かん得意げな空気で、

「ちなみに先ほどの電池はこのステゴが発電したものを充じゆう填てんしてるわ」

　と、ベッドの脇に立てかけられている巨大電池を指さした。俺はもう驚きの針が振ふり切れて、まるで自分が緩ゆるんだバネになったように感じる。

　がくんとまたひとつ、床が下がった。

「……参ったな。可能性をひとつ潰つぶされた」

「え？　何がですか？　ステゴがまだ現存する可能性ですか？」

「それは元より期待してない。いいか？　このまま下がると奴やつらのど真ん中に降りるな」

「ですね。でも坊ちゃま、ステゴって草食ですよね？」

「図鑑じゃな。でも、もともと動物に肉食も草食もない。奴らは気に入ったものを食うだけだ。もし俺たちがあの場に行ったら、食われない保証は全くない」

「てことは……」

　ツギハがごくりと唾つばを飲む。そう。

「タイムオーバーは、俺たちが奴らの餌えさになることを意味している」

「……マズイです」

「お前はマズイかもしれんが、問題は俺だ。俺は食生活から考えてもそうとう上物だ」

「ちょっ、私がマズイかどうかなんてわかんないくせに！」

「わかる。お前はマズイ」

　するとカナセが割って入る。

「二人とも、いかがわしい話をしている場合ではないと思うけど」

　そんな話はしていない。

「そうですよ！　食べたこともないくせに！　食べてから言ってくださいよ！」

「は？　何言ってんだお前」

「私でしたらいつでも召めし上がってくださっていいですのに！」

「は？　お前はアホか！　いい加減にしろ」

　するとカナセが割って入る。

「おお、モントージさん。強気なくせに押されると意外に弱い」

　うるさい！　と、またがくんと床が下がる。参ったな。二十分って意外に短いぞ。

　どうする？

　草原を突つっ切る方法は却きやつ下かされた。ステゴの中に降りることは出来ない。じゃあ他ほかにはなんだ？　冷静になれ。俺は状況の途と方ほうもなさに感服して、もう一度空を見上げた。空の途と中ちゆうに黒く欠けた一角が変わらず存在している。作りかけの世界、ね。などと鼻白んで見つめていると、そこに何か……。

「ありゃなんだ？」

　俺はそこに、小さな光を認めた。空と黒の境目に何か光っている。

「え？」

　俺の呟つぶやきにツギハが反応して見上げる。ベッドの上にピョンと立ち上がり、目め一いつ杯ぱい背せ伸のびしてみせる。そしてすぐに声を跳はねさせた。

「あ、あれ鍵です！　形がそう！」

「よく見えるな」

「私、視力４２・１９５あるんで！」

　たぶん何かの単位と間ま違ちがえている。だがそれよりそういえば。

　炬こ燵たつ女は言った。「鍵はベッドの上にあるはず」と。

　なるほど嘘うそではない。たしかに真上だ。ただし「上空」だが。黒い一角はベッドから六～七メートルほど上にある。鍵はそれに遮さえぎられて、落ちてくる気配はない。届きそうで、届かない距きよ離り。溜め息とともに視線を前に戻もどす。すると視界にふと、それが映った。

　さっきからベッドに放ほうったままになっていた、それ。

　炬燵女に渡わたされた図鑑。押しつけられるままに持ってきたが、よくよく考えれば書庫にしまうなら鍵を取ってきたあとでも良かったよな。

「……もしや」

「え？　どうされました坊ぼつちゃま。もしや私を食べてくれる？」

　無視。……炬燵女はヘラヘラしているが、無意味なことはしそうにないタイプだ。ということは、この図鑑を俺たちに持たせたことに意味があるのでは？

　ツギハが俺の視線に気付いたのか、屈かがみ込んで図鑑を手に取る。そして「わかりました！　そっせんして動きます！」と上を見上げ、

「え？　何かわかったのお前？」

　そう驚おどろく俺の眼前、

「えいっ！」

　図鑑を鍵に向かって放り投げた。それは空の黒にガッと当たって、すぐに空むなしく落下する。その衝しよう撃げきでケースから零こぼれ、バサリと適当なページを開いてベッドに沈しずんだ。

「あー……やっぱ駄だ目めでしたか……」

　落らく胆たんするツギハ。当たり前だ。が、それを見たカナセが大声を上げた。

「──え？　ちょっと何してんの？」

「いや、これであの鍵を落とせないかなーって、思ったんです」

「何でそんなことすんの？　ゲーセンじゃないんだけど！」

「だって他に思いつかないし……」

　釈しやく明めいするツギハだが、どうもカナセはそういうことで驚いているわけではないようだ。

「うそ！　だとしてもそんな大事なものをまるで体育館の天てん井じように挟はさまったボールを落とすときのノリで使わないで！」

　驚いているというより怒おこっているようにも見える。俺は訊たずねる。

「これ、そんなに大事だったか？」

「うそ！　聞いてないの？」

　カナセは両手を頬ほおに、驚きの声。

「聞いてない」

「まったく聞いてないです」

「なんも？」

「なんも」

「超ちようなんもきーてないです」

　カナセは愕がく然ぜんとした表情。そして手をフニャモラと動かし、何をどう言ったらいいのか迷った挙げ句のように訊ねた。

「え？　えーと、神様にビデオ見せてもらったんだよね？」

「ああ、見たけど……でも図鑑がどうのこうのなんてなかったぞ。なあ、ツギハ？」

「はい。あ、でも坊ちゃま。神様あれ途中で止めてましたよね」

「そういやそうだな」

　カナセは膝ひざからくずおれた。

「そんな……テイク６６６まで撮とった大作なのに……。見られたら恥はずかしいけど、見られてないならそれはそれでショックなんだけど……」

　空飛ぶ円盤の上で項うな垂だれる。こいつら暇ひまなのかな。俺はがっくり姿のカナセに訊ねる。

「……じゃあ、今説明してくれるか？」

　いくらコイツが事務方の傍ぼう観かん者でも、伝え漏もれがあるなら教えてくれるだろう。すると予想通りカナセは頷うなずき、疲つかれたＯＬのように顔を上げて言った。

「……じゃあ、『じゃあカナちゃん、この図鑑はなーに？』ってくれません？」

「……なんで？」

「いいから」

　何か諦あきらめに似た決意が窺うかがえる……わかった。そのくらいなら。俺は咳せき払ばらいののち、

「……じゃ、じゃあカナちゃん、この図鑑はなーに？」

　瞬間、カナセはダンッ、と力強く足あし踏ぶみした。

　目を見開きガッと立ち上がり、己おのれのつっけんどんさを吹ふっ飛ばすように叫さけぶ。

「はい！　この図鑑こそ、世界塔とうのとっておきのアイテムなのだ！」

　両りよう拳こぶしを天に掲かかげる。「耳かっぽじってよく聞けよ！」、その声にツギハがぽけーんとした顔をしている。

「神様の書しよ庫こ《バベル》には様々な力の込められたこの《絵空図鑑アニマ・コレクテイブ》のシリーズが収蔵されているんだな！　世界塔の部屋に入るときに一冊だけ好きなのを選んで持ち込めるのだ！　それはきっと、イエス！　あなたにすばらしい力を貸してくれるでしょう！」

　俺は急なテンションの変化について行けずぽけーんとそれを見ている。

「ちょっと！　ボンヤリしないで！　素すに戻る前に台詞せりふください！　『じゃあどうやって使うの？』、はいっ！」

「えー……じゃあどうやって使うの？」

「簡単さ！　本を開いて、最初のページの呪じゆ文もんを唱えて、そのページに手を置く。それだけ！　それだけで！　すごいことが起きます！……はあっ、ペンダントと図鑑、この二つが守護者に与あたえられた力。これを使いこなして問題解決！……はあ、はあ……」

　途中で力ちから尽つきそうになりつつも、カナセはあのとき俺たちに聞かれなかったであろうメッセージを力の限り再現して見せた。

「……ただし一度のクエストで一回しか使えないので、はあっ……注意……ね……」

　コイツ、なかなかの役者だ。

　またガクン、と床が下がる。気づけば鍵はだいぶ遠くにある。もう何分経たっただろうか。百々里の時計を見ると、十五時五十分。あと十分しかないじゃないか。俺はまだ半信半疑な心持ちで、ベッドの上のそれを見る。開かれたページには一見して意味を成さない文字の羅ら列れつに、拳けん銃じゆうの挿さし絵えがデカデカと描えがかれていた。

「鉄てつ砲ぽうですね。坊ちゃま」

「エンフィールド・リボルバーだな」

　俺は拾い上げ、パラパラと図ず鑑かんをめくる。どのページにも似たような無意味な文字列と何かの挿絵、あるいは白紙。しかし最初のページを開くと、なるほど。そこにはカナセの言葉通り、呪文のような言葉が書かれていた。

「えーと、読めばいいんだな。なになに……？」

　喉のどの奥で軽く咳払いの後、俺はそれを口にした。

『──土曜日の前日で、日曜日の翌日に。神の名と、世界塔の守護者物部桐比人キリヒトの功績のもとに。このページを読む者に永遠の祝福あれ』

　そしてそのページにポンと手のひらを置く。これでいいのか？　桐比人といえば確か七代前の先祖だな。なんて思いつつ変化を待つ。

　しーん。

　さあ、何が出る。

　しーん。

「……何も起こらないぞ？」

「え？　あれ？　なんで？」

　カナセが首を捻ひねった。

「おい、お前あんなに力説しといてハズレとかいうんじゃないだろうな」

「そ、そんなはずは……あれぇ？」

　それは平静さとは全く違ちがう、心底の疑問顔。すると脇から手が伸のびて、

「坊ちゃま！　貸してください！」

　ツギハが俺の手からさっと図鑑を掠かすめ取った。そして、

「いやそれ守護者本人しか──」

　カナセが止めるのも聞かず、

「神の名と、物部桐比人の功績のもとに。この本をひらっく者に、えーえんのしゅくっふくっあれ！　これでどーだ！」

　ツギハはバンと本に手を置く。どーだじゃねーよ。今はふざけている場合じゃないし、そもそもお前噛かんだし。

　俺は呆あきれつつツギハから図鑑を奪うばい返そうと手を伸ばす。しかしその瞬しゆん間かん、ガクンとまた床が下がり、俺は体勢を崩くずしてベッドの上に倒たおれ込む。

　その直後に異変は起きた。

「──うわっ！」

　ドンッ、と破は裂れつするような勢いで、予期せぬものが俺たちの前に、まるで幽ゆう霊れいのように姿を現したのだ。

「うわっ……なんですかこれ……？」

　ツギハが呆あつ気けにとられて言う。

　現れたのは、巨きよ大だいな右手と巨大な左手……。正しく言うなら、それは銀色に光る篭こ手てだった。いわゆるガントレットのよう。右手は巨大な銃じゆうを握にぎっている。そして左手は──なぜか押しつぶすように俺の上に乗っかっている。

「重い重い重い重い！」

　俺は喚わめくが、しかしツギハは「おっきい……」と見入っている。カナセが茫ぼう然ぜんと呟く。

「え？　なんで……？」

　また一つ、床が下がる。くそ。もう十分を切ったのではないか？

「おいツギハ！　とりあえず重いからこれどかせ！」

「え？　でもどうやって……」

　俺の声に狼狽うろたえて、ツギハが手を動かした。すると、俺を押しつぶす左手も動いて宙に浮ういた。

「え？　あ、動いた」

　ツギハが自分の手を下げる。すると巨大左手はまた俺に乗っかる。

「重い！」

「あ、ごめんなさい」

　ツギハがすっと腕うでを引く。巨大左手もまた動く。

　おいこれはもしかすると。いや、もしかしなくても、ツギハの動きに呼応しているぞ。……ということは、もしかして。

　左手をどけさせてようやく自由になった俺は、ツギハにこう命じた。

「ツギハ、その右手で銃を握れ」

「え？」

「いいからやれ。時間がない」

　ツギハは首を傾かしげつつも、言われたとおりにテーブルの上の拳銃を拾い上げた。するとガントレットの右手が揺ゆれる。ツギハとリンクが繋つながったように、それは彼女の右手と呼応してふよふよと動く。

「ツギハ。弾だん丸がんも」

　続けて命じると、ツギハは左手で灰皿の中の弾丸を一つつまみ上げる。巨大左手もあわせて動く。そしてその指先は、ベッドの脇わきに立てかけられていた巨大な電池をゆっくりとつまみ上げた。やはりそういうことか。

「よし。次は、弾丸を込めろ。やり方は……」

　ツギハも理解したか、俺の説明通りにリボルバーを開く。言われるままにつまみ上げた弾丸を込める。

「よし。リボルバーを閉じろ」

　こうして、巨大な両手は巨大な銃に巨大な弾丸を装そう填てんした。そしたら……。

「構えろ」

　ツギハはテーブルの傍そばに立ち、遠くのロボに銃口を向ける。と、

「──って、重い重い重い重い！」

　なぜかズンッ、と俺の上に拳銃が乗っかった。

「おいツギハどけろ！」

「すみません！　あ、でもすごくバランスがいいです。私てっぽう撃うつの初めてですし、坊ぼつちゃまちょっと我が慢まんしてください」

「ふざけんな！　お前戻もどったら水みず鉄でつ砲ぽうで撃ちまくってスケスケにするぞ」

「あれセクハラだからやです」

　このメイド野や郎ろう。しかし彼女は俺の追つい撃げきを待たず、一いつ瞬しゆんにして初めて見せるような真しん剣けんな表情を作った。

　そして引き金を引いた。

「──いてえっ！」

　ドンッと腹まで響ひびく重低音と、俺を押しつぶすかの様な反動を残し、巨大両手のリボルバーは火を噴ふいた。一いつ閃せん、弾丸──電池はロボの背中にガキンと煙けむりを上げて突つき刺ささる。稲いな光びかりのような瞬またたきのその少し後に。周囲の空気が震ふるえ、ギリギリと振しん動どうが響きをたてる。

「重い！　ツギハ早く手をどけろ！」

　しかしツギハは状じよう況きように忘ぼう我がしているのか、固まって動かない。

「おいツギハ！　ご主人様がー重いってー言ってますー」

「あ、ごめんなさい」

　ツギハはさらりと流して手をどけた。この野郎。俺は気色ばみつつ背中をさすって起きあがるが、すぐにそんな怒いかりを忘れさせるほどのものが俺の目を釘くぎ付づけにした。

　ジェントル・ジャイアント──あの巨大ロボが息を吹き返し、ゆっくりギギギと動き出したのだ。

　企たくらみは成功か？　そんな心配は杞き憂ゆうだった。俺たちは二人して姿勢を緩ゆるめ、その様に目と心を奪われる。

　圧あつ倒とう的な光景だった。

　真っ青な空をキャンバスに、堅かた苦くるしく腕を上げ、まるでコマ数の少ない昔のアニメーションのように巨大なロボ細工は動作を再開させる。足元の何か……紺こん碧ぺきの煉れん瓦がに見える固まりを拾い上げると、空中の空の途と切ぎれた場所に置く。すると煉瓦はすぐに周囲に溶とけて、空となった。青空が、少しだけ広がった。確信する。電池は正しくセットされた。

「あ、そうだ！」

　雄ゆう大だいさに立ち尽つくす俺の隣となりで、ツギハが唐とう突とつに声をあげる。何事かと見やると彼女はいそいそとケータイを取り出し、眼前の光景にカメラを立ち上げレンズを向ける。

「こんなに素す敵てきな風景を写真に収めないなんてありえません！」

　そう言ってシャッターボタンを押す。しかし、

「え？　あれ？　撮とれない……。ボタン押してるのに。えいっ！」

　ボタンを連打するも、カメラはうんともすんとも反応しない様子だ。すると、

「世界塔とうの部屋の中では、写真や録音の類たぐいは基本的に不可能だけど」

　背後でカナセが教えてくれた。振ふり向く俺たちに彼女は、ゆかしい口調でこう続ける。

「世界塔の中のことは世界塔の中だけのお楽しみ」

「ものすごい絵え面づらだな……」

「でしょう？　なんせ神の作った世界だもの」

　照れくさそうに微笑ほほえむその表情は、新しいゲームを勧すすめる級友のような佇たたずまいだ。

　ジェントル・ジャイアントは目の前の黒を潰つぶしつくすと立ち上がり、周囲をギギリと見回した。すぐにこっちに振り返り、ガシッガシッと勢いよく向かってくる。足元のステゴも気にせずに、ものすごい勢い。そして俺たちのいるすぐ目の前まで来た。

「きゃっ！」

「デカッ！」

　ツギハと俺、二人揃そろって声をあげる。

　近くで見るとだいぶ薄うす汚よごれているが、金属の滑なめらかな光こう沢たくに空の光が反射して映っている。つるつるでのっぺりした顔はどこか愛あい嬌きようがある。ジェントル・ジャイアントは巨大な手を伸のばし、俺たちの立ち呆けるベッドの真上の黒に空煉瓦を一つはめこむと、またどこかへ走っていった。

「──わっ」

　すぐにベッドの真上、欠けた空が繋がり鍵かぎが落ちてくる。ツギハが慌あわてて手を翳かざす。

　その手を抜けて、鍵はツギハの顔面にビシリと落下した。

「あいたっ！」

　肝かん心じんなところで締しまらない奴やつだ。なお、その際にツギハの放ほうり出した拳銃は俺の顔面にヒット。

「あいてっ！」

「あ！　すみません坊ちゃま」

「お前いい加減にしろよ！　帰ったらアイアンメイデンに押し込んでチクチクするぞ」

「えー？　あれチクチクするからやです」

　いやそれが目的なんだけど。

　と、そのとき。

　ペンダントが赤く光った。見ると、例によって文字が浮かんでいる。

『やったね！　クエストクリアおめでとう！』

　……まるでゲームだな。気の抜ぬける話だ。

「二人とも、時間」

　カナセが背後から呼びかけた。振り向くと、彼女のタブレットＰＣ操作に合わせて俺たちの前にブオンと光の枠わくが浮かぶ。それはちょうどドアのような形をしていた。

「帰りはこのゲートをくぐって。もしクエストをクリアしても、期限内にこのゲートをくぐれないとミスになるから気をつけてね」

　時計を見ると十五時五十七分。気付けば地面はだいぶ近くて、ステゴたちも手を伸ばせばその背に触ふれられそうな距きよ離りにいた。図ず鑑かんでしか見たことのない、とっくに絶ぜつ滅めつしたはずの生き物。そんなのが、もそりもそりと動いては草を食ったりあくびしたりしている。

「もっと見ていたいが、そういうわけにもいかないのだな」

　俺が言うと、カナセは最初のとっつきづらさはどこへやら、柔やわらかく笑えみを作った。

「これからたくさん見れるけどね」

　もしかするとつっけんどんなのは冷たいのではなく単に人見知りなのかもしれないな。なんて思いつつ、カナセの会え釈しやくに手を振って俺とツギハはゲートに足を踏ふみ入れる。カナセが最後に首を傾げて何か呟つぶやいたようだったが、何を言ったのかは聞こえなかった。



　　　　◇



　くぐった先は、元の場所──あの鹿しかのドアの前ではなかった。

「あれ？　ここどこですかね」

　ツギハと共に周囲を見回す。フロアは相変わらず六角形で塔の他ほかの階とよく似ているが、壁かべの一部と天てん井じようがドーム状になっていて半はん透とう明めい。まるで展望台だ。向こうに透すけて見える空は、さっきまでの鮮あざやかな蒼そう天てんではなく春の日本の薄うす水色。

　背後から、エアコンの室外機のようにうぃーんと音がする。振り返ると壁の一つに古ぼけた扉とびらがついており、それはほどなくチンと鳴って開いた。

「エレベータ？」

　訝いぶかる俺たちの前に姿を現したのは炬こ燵たつ女。あのだらしなさはどこへやら、上品な藍あい色いろの着物を着込んで、頭のあれは外している。ともするとそれは正装で、これが馬ま子ごにも衣い装しようか。そこに胡う散さん臭くささは微み塵じんもない。

「やっほー。おかえりー」

　口調はそのままだったが。

「ここは塔の中なのか？」

「そうだよー。最上階。儀ぎ式しきはやっぱりてっぺんでやんなきゃね。景色いいでしょ？」

「儀式ですか？」

「言ったでしょ？　報ほう酬しゆうだよ。これはこないだみたいなテストとは違ちがうからね。これから世界改変モンタージユするのさ」

　彼女は笑って俺に歩み寄る。

「この世界の歴史と理ことわりを、まるっとバチバチ組み替かえちゃうかんねー」

　そして俺の手を引く。ツギハが叫さけぶ。

「あ！　手！　ずるい！」

　何がだ。

「ささっ、苦しゅうないぞ御おん曹ぞう司し。近ちこう寄れ」

「あ！　くっつきすぎ！　ずるい！」

　何がだ。

　炬燵女は俺を中央の祭さい壇だんのような場所に導いた。祭壇の中心には俺の背せ丈たけほどのオベリスクが布ふ置ちされていて、少々不気味な様相だった。

「なんだこの物体は？」

「ん？　《月を睨む瞳ムーンゲイザー》さ」

　たしかにその先せん端たんには目の形のレリーフがあり、透ける天てん蓋がいの遥はるか上を睨みつけるように設しつらえられている。いつか俺はこの塔が月を目指して伸びていると感じたが、あながち間違いではなかったようだ。

「こいつはこの世界塔の頭脳部分、いわばご本尊だからね。ありがたがれよ」

　神を前にしてご本尊というのも妙みような話だ。なんて思う俺に構わず炬燵女は、いつもの笑顔で俺をオベリスクの前に立たせた。

「ささ、初めてだから、緊きん張ちようするね」

　そうはにかんでペンダントに触れ、すっと俺に身を寄せる。

「ちょっと神様！　本当にくっつきすぎです！　何をする気ですか！」

　ツギハが慌てて叫ぶが、炬燵女は気にも留めずに正面から俺の腰こしに手を回す。意外と小柄な彼女の金きん髪ぱつが俺の顎あごの辺りに触れてこそばゆい。けれども動どう揺ようを勘かん付づかれるのも癪しやくなので、俺はその場に仁に王おう立だちするしかない。

「さあ、御曹司。いくよ」

　言うや、彼女はペンダントに口づける。そして今までにない清せい澄ちような声で呟いた。



『物部紋刀次の名前のもとに、この世の理を書き換かえます。全すべての世界よ願いのままに大人しく世界改変モンタージユされなさい。遍あまねく私の作り物なのだから──』



　言い終わりと同時に、何の前ぶれもなく、ペンダントが炎ほのおに包まれる。不思議と熱くはなく、むしろ心地ここちよさを感じるような丹に色いろの炎。そして天から影かげが落ち、見上げると空がまだら色に蠢うごめいていた。水バケツに絵筆を突っ込んだときのようなマーブル模様が一面に広がっている。

「わー。何かすごいっていうかキモイっていうか──」

　ツギハが率そつ直ちよくすぎる感想を述べる。数十秒のうちにそれはもとの空色に戻もどり、ペンダントの炎が消える。

　フロアにまた静けさが戻った。

「はい、終わり」

　炬燵女が俺から身を離はなし、ニコッと微笑んで告げる。

「ん？　も、もう終わりか？」

「そうだよー。歴史は改変されて、電気問題は解決。やったね」

　そしてそう親指を立てた。

「随ずい分ぶん簡単だな」

「私、神だよ？　ちょちょいのちょいだよー。ってのは冗じよう談だんで、キミたちがバグを直してくれるとふだん無む駄だ遣づかいしてるエネルギーに余よ裕ゆうが出来るんだな。それを発散してるのさ。ま、ちょちょいのちょいだってことにしとけやー」

　その口調はまた元のふざけたものだったが、その笑みにはなぜか今まで気づかなかった上品さを覚えた。俺はつい気を許して、笑いながら言う。

「そうか。信じることにしよう。できればもう頼たのみたくないがな」

　すると炬燵女は少しだけ真顔を織り交ぜて、ツンと澄すまして答えた。

「どうかなー。そんなコトを言いつつも、キミはきっとまた来るよ」

「引っかかる言い方だな」

　俺が釈しやく然ぜんとしない表情をみせると、彼女は、

「世界は地雷ワールド・イズ・マインだからね。どこでいつ爆ばく発はつするかわからないから気をつけた方がいいよ、ってこと」

　そう言ってすぐにまた表情を緩ゆるめた。そして俺から鍵を受け取ると、ツギハと俺とを見回して言う。

「じゃ、書庫にいこっか」



　エレベータはだいぶ古い様子で、乗っている間中罠わなにかかったハゲワシが羽をばたつかせるような音を立てていた。

「これ落ちないよな？」

「……ここ何年かは落ちてないけど」

「その前は落ちたことあんのかよ！」

　ええい、物部ビルメンテナンスを呼べ！　そう俺が喚わめいた頃ころに、チンと鳴ってドアが開く。目の前は真っ暗だった。また罠か……と身構える俺たちだったが、神が率そつ先せんして闇やみにテコテコと足を踏み入れるのですんなり続く。

「何も見えんな」

　俺が不安を殺して呟くと、すぐに隣のツギハが返事。

「いえ、本がいっぱいあります」

「よく見えるな」

「私、夜でもよく見えるんです。鳥目ってやつです」

　それは夜見えない方のパターンの言葉だが。炬燵女が壁に手を伸ばし、室内に薄うすく明かりが灯ともる。それで俺の目にも、その様子が明らかになる。

「これは……」

　神の書庫《バベル》。部屋は六角形で、真ん中に換かん気き口のような大穴があいている。壁は六面のうち四面が本ほん棚だなで、びっしりと全て同じ形の本で埋まっている。本棚のない面は通路で、その奥にも似たような部屋が広がっているようだ。つまりどこもかしこも本、本、本……。

「ちなみにここからずっと上まで全部本で埋まってる。クエストをたくさんクリアして経験を積んだら、もっと上の階も開けてあげるよ」

　壮そう大だいだった。物部家の本ほん邸ていにも書庫はあり、かなり古い書物の類たぐいも丁てい寧ねいに保管されている。しかしここはそういった『倉庫』の趣おもむきではなくて、ここだけで歴史の流れの成立した一つの異世界のようであった。

　そんな中で、メイドがふいに声をあげる。

「きゃっ、何？」

　そしてその場にドテッと転げる。どうした。自重に膝ひざが折れたか。

「あははっ、怖こわがらなくていいよーヘルパーさんはビビリなんだから」

「メイドです」

　炬燵女のからかいに、訂てい正せいしつつ立ち上がるメイド。俺は彼女を取り囲むように何かが蠢いているのに気づく。はたしてメイドをけっつまずかせたそれの正体は。

「……猫ねこか？」

　その通り、と炬燵女は得意げに答えた。そう。黒猫の群れが闇の中に鎮ちん座ざしていた。

「うわぁ、猫だ猫だ猫だねこごふぉっ、ゴホッ、ゲフゲフッ」

　ツギハが嬉き々きとして声をあげ途と中ちゆうでむせた。アホだ。その様子に炬燵女は意外そうに問う。

「猫好き？」

「はい！　好きすぎて今鼻血でそうです！　猫のフォルムってもう人間に可愛かわいがられるためだけに考えられたようなものですよね。このデザインした人は天才だと思います」

　昨夜は虎とらが好きと言っていたし、もしかすると猫系に目がないのか。あと鼻血出てるぞ。ツギハは鼻を押さえながら、

「何なん匹びきいるんですか？　名前はなんて言うんですか？　触さわってもいいですか？」

「はははっ、質問多すぎだよー。何匹いるかは知らない。名前はつけてない。触っていいかは本人たちに訊きいて」

「触っていいですか！」



　答えを待たずに触ろうとするツギハに、黒猫は冷れい徹てつに爪つめを立てた。

「あ、いたっ」

　悲しげに手の甲こうを押さえるツギハ。アホだ。

「この猫たちはここの管理人みたいなもんだから。図ず鑑かん選びの相談にも乗ってくれるよ」

　愉ゆ快かいそうに炬こ燵たつ女は言う。と、俺はその言葉に大事なことを思い出した。

「そういやお前、この図鑑」

　炬燵女に手にしていたそれを差し出す。さっきの部屋でガントレットを召しよう喚かんした図鑑だ。

「ふっふーん。役に立ったでしょ？」

「立つには立ったが、しかしだな。俺に使えずメイドに使えるとはどういう了りよう見けんだ？」

　俺がそう詰きつ問もんすると、炬燵女は呆あきれたように一いつ笑しように付す。

「は？　んなアホな」

「いや、実際そうだったし」

　しかし炬燵女は「またまたぁ」と手で払う仕草。それから手近な本を抜ぬき取って、俺に差し出した。

「じゃあ、ちょっとこれ使ってみ？」

　俺は言われるままに本を開き、

『──木曜日の前日で、金曜日の翌日に。神の名と、世界塔の守護者物部一二三ヒフミの功績のもとに。このページを読む者に永遠の祝福あれ』

　そして手を置く。これでいいんだよな？　さあ、何が起きる？

　……何も起きませんでした。

　炬燵女は「あれぇ？」と首を傾かしげる。それから「じゃあ」と振り向き、向こうのそいつへ呼びかける。

「ちょいとサーバントさーん」

「メイドです」

　訂正しつつも猫から顔を上げ、ツギハがテテッと歩み寄ってきた。彼女は炬燵女から本を受け取ると、俺のしたのと同じように開いて、

「えーと、木曜日の前日で金曜日の翌っ日に、物部一二三のフニャモラ──」

　すると。

　彼女が本に手を置いた瞬しゆん間かん、本から巨きよ大だいな木が生えた。細くて長くてニョキニョキと、それは一気に百年分の生長を弾はじけさせたように遥か上まで伸のびていって、ガンッと世界塔とうの壁かべに穴を空けてそれから空まで突つき抜けた。

「──うおっ！」

　ガランガランと壁の破は片へんが落ちてくる。猫たちが一いつ斉せいに逃にげ散る。木の突き抜けた書庫に、太陽の光がさんさんと降り注ぐ。

「あっれぇ……？」

　その様に、炬燵女も珍めずらしく絶句。

　ツギハが「すごい……私今なら何でも出来そう……」とぼやく。噛かんだのに。その上途中で誤ご魔ま化かしたのに。

「どういうことだ？」

　俺が詰つめ寄ると、炬燵女はバツの悪そうな表情ですっと目を逸そらして言った。

「……つまり、キミに行くはずだった能力が彼女にいってるってことかな……」

「なんでだ」

　彼女は首を傾げて深く目を瞑つぶる。しばし黙もつ考こうの後、うーんと唸うなって目をあける。

「なんでだろ。バグ？」

「ふざけるな！」

「ま、まあ何が起きるかわからない。何が起こってもおかしくない。それが世界塔だよ！」

　そう誤魔化すようにグッと親指を立てる炬燵女。俺が怒おこってにじり寄ると、慌てて釈明する。

「で、でもどうせキミら二人いつも一いつ緒しよでしょ。じゃあどっちが力を持ってても、別にそんなの関係ないじゃん」

「ダメに決まってんだろ！　俺は主人でアレはメイドだぞ」

　迫せまる俺だが、炬燵女は、

「逆転だね。おっかしー」

　そう口元を押さえて吹ふき出した。脇わきでツギハがボソリと呟つぶやく。

「私が……坊ぼつちゃまを超こえる力を……」

「おいツギハ、何ニヤリとしている」

「笑ってません」

「嘘うそだ。今見たぞ」

「見み間ま違ちがいです。だとしたら面おも白しろいなあ、なんて思っておりません……ふふっ」

　今笑ったし！　絶対笑った！　超ちようキメ顔しやがった。

　くそ。いったいなんなんだこの女ども。状じよう況きように唖あ然ぜんとして思考の止まる俺。そんな俺の耳に、世界塔に空いた穴から外の声が飛び込んでくる。

「──電気が復旧したぞ！」

　ああ、今のは執しつ事じ長の仙北谷だ。その声に炬燵女が思い出したように呟いた。

「そうだ、これからパーティなんだっけ。あらためておめでとう、御おん曹ぞう司し……ふふっ」

　もはやめでたさなんて微み塵じんも感じられなかった。



　　　　◇



「今日、私がこうして十六歳の誕生日を迎むかえられたのは、私の力ではありません。両親を始め、ここにいる皆みな様さまの助力があったおかげです。私はそのことを心に刻み、いかなる困難を前にしても挫くじけぬよう、世界に充みつる自分となるよう、研けん鑽さんを積んで参ります」

　電気が復旧して、自分で言うのもなんだが誕生会は華はなやかに行われた。会場となった物部家別べつ邸ていのホール《床とこの間》は、たくさんの来らい賓ひんで賑にぎわっている。立食パーティの形式で、後方ではピアノと弦げん楽がくカルテットが美しい生演奏を奏かなでている。俺の演説に執事長の仙北谷が「坊ちゃま。ますます立派になられて嬉うれしいです」なんてよよよと目め頭がしらを押さえているのが見えた。

　それからは、しばし歓かん談だん。

「やあ、大きくなったねモントージくん。僕はキミのおむつを替かえたこともあってね」

　やいのやいの。

「次期当主さん。いずれはウチの会社とでっかいことしましょうよ！　期待してますよ」

　やいのやいの。

　俺は懇こん意いの面々と挨あい拶さつを交かわすことに精を出していた。この一連にもすっかり慣れた。内心でどう思っているかは知らないが、彼らに表向きの悪意はない。ならば全力でその信しん頼らいに応こたえるのが自分の役目だ。少々骨の折れることだが、決して負担には感じない。柔にゆう和わに、丁寧に、一人ずつ誠心誠意応対する。そんな中、男が俺に声をかけてきた。

「よう！　トージ！　相変わらずお前のとこのパーティは食い物が美味うまいなー」

　振ふり向くと、背の高い粗そ野やそうな輩やからが小皿に料理を山盛り載のせて立っていた。

「なんだ、お前も来てたのか」

「え？　そりゃ来るよ、だって従兄弟いとこだぜ」

　そう笑う口元には薄うすく無ぶ精しよう髭ひげが見える。まったく身なりくらい整えてこい。ドレスコードは設けてないが、それでも礼れい儀ぎは知っているだろう。なんだその着流しに、なんだその丸眼鏡は。昔の文ぶん豪ごうか探たん偵ていか。

「まあ、間宮マミヤくんもいらっしゃい」

　俺の傍かたわらに立つスイカが柔やわらかく微笑ほほえみを向けた。名前を呼ばれた男、間宮麿人マロンドは露ろ骨こつに照れてヘラリと言う。

「あ、スイカちゃん。今日もその、いいドレスだねほんと」

「ありがとう。お母様から譲ゆずり受けたものなの」

　スイカはそう珊さん瑚ご色のトラペーズドレスをヒラリと見せた。

「褒ほめるのはドレスだけか？　マロンド」

「え？　いや、そのスイカちゃんももちろん……ってトージ、俺に何を言わせるんだ」

　マロンドは慌あわてて手を振り釈しやく明めいする。その様に俺は追撃をかける。

「だいたい俺はお前に招待状を出したかな？」

「ちゃんともらってるよ！　ていうかお前、最近水くさいぞ。昔みたいになんかあったらいつでも呼んでくれよ。すぐに飛んでくぜ？」

「いや、なんもないから呼んでないだけだが……」

「え？　いやその、なんもなくてもたまには呼んでよ……」

　マロンドはそうへこたれて項うな垂だれた。

　物部家の数多い親類の中でもとりわけ腐くされ縁えんのこの男。その風ふう貌ぼうに似合わず中身は素そ朴ぼくでツギハ同様からかい甲斐がいのある奴やつだ。

「それにしてもトージ、聞いたぞ？　日中電源が落ちて大変だったそうだな。予備電源も死んじまったと聞いたが、よくこんな短時間で完全復旧できたな」

「ああ。予備の予備電源があるからな」

「え？　そうなのか。知らなかった」

　それはそうだろう。と、背後から「お、いたいたモントージくん！」と呼ぶ声があり、俺はマロンドに別れを告げる。その後もずっとパーティの間、俺は変わらず様々な来賓たちに挨拶をし続ける。実際のところ、俺のパーティといっても俺に楽しむ余よ裕ゆうはないのだ。

「やあ、それにしてもこんなに美しい婚こん約やく者がいるんだからトージくんは幸せ者だ」

　そんな言葉にスイカは照れたように華やかに笑えむ。いつもならツギハがケンカをふっかけるところだろうが、パーティが始まって以降は他ほかのメイドたちと同様忙いそがしそうに一いつ生しよう懸けん命めい給きゆう仕じに回っている。そのせいもあるのか、スイカは自分の立場の不動さに満足そうな笑みをたたえている。彼女はオーガンジーのボレロを撫なでながら、ほぼ初対面の初老の男に朗ほがらかに応対した。

「いいえ、談だん合ごう坂ざか様の奥様にはかないませんわ」

「でも聞くところによると、料理も得意なんだって？」

　それはどこ情報だろう。たぶん陰いん謀ぼうだ。とは言わないが、

「まあ。お恥はずかしい。ですが、少々腕うでに覚えがあるのは事実ですの。今日もあちらに私手製のケーキがありますので、よろしかったらおひとつどうぞ」

　それ、物部保健局の検けん疫えきは済んでいるんだろうな？

　若干の戦せん慄りつを覚えつつスイカの指さす先を見ると、意外なことに人だかりが出来ていた。おお、随ずい分ぶんな人気だな。……と思いきや、ん？　何か物々しい。執事長の仙北谷が「落ち着いてください、すぐにお車を手配致いたしますので……」と慌てている。

　どうも誰だれかが倒たおれたらしい。運ばれ行くのは粗そ雑ざつな格好の背の高い男に見える。「バカヤロー！」と喚わめいており……命に別状はなさそうだ。スイカに悪気はないので、どうか許してやって欲しい。ところでマロンドの姿が見えないようだが。

　まあいいか。

　ともかく、このようにして。

　神の力で物部家の電気問題は一気に解決した。予備電源の予備電源を、無事に用意できたのだ。時間の流れも操作されたか爆ばく発はつに至ってはそれ自体なかったことになっていたし、何とも便利なことだ。

　しかしその、ほんの少しだけ想定外というか予想以上というか、ちょっとした問題が。具体的には離はなれの奥の裏山に、ステゴサウルスが一いつ匹ぴきいる。なんか昔からいたことになってるっぽい。そして厳重に世間から隠かくされた物部家トップシークレットということになっている。

　これは世間にばれたら事だぞ……と言いたいところだが、実はまあ、それほど問題ではない。物部家にはもともと世間にばれたら常識がひっくり返るようなものの一つや二つ、とっくに存在しているからだ。それがひとつ増えただけ。だから、それはいい。いいのだが。

　問題は、あのステゴ。

　めっちゃ食う。

　もう、めっちゃ食う。

　動物園のカバや象に匹ひつ敵てきするほどの食料を、これから毎日……？

　まずいぞ。俺が当代になった暁あかつきには早さつ急きゆうにエサ問題を解決せねば。でないと俺の代で破産しかねん。

　俺はスイカをダンスに誘さそった。余計なことは、頭の隅すみに追いやることにしよう。今だけは全すべて蚊帳かやの外へ。余計なこと、出来れば考えたくないこと。いつしか曲はスローバラードに変わり、ただその緩ゆるやかさに身を任せる。俺の腕の中でスイカが微笑む。

「トージくん。こうして踊おどるのも久しぶりね。今だけは、いろんなことを忘れて心をカラッポにしていたいわ。トージくんに永遠の祝福あれ」

　ありがとう。けれど無理だ。

　思い出してしまった。《パーフェクト・ワールド》に入る前、ツギハから電話を受ける直前に俺が目にしたもの。目つきの悪い猫ねこのぬいぐるみが落としたカード。そこに書かれた文字。



《このカードを手にする者に永遠の呪のろいあれ》



　どうやらこの状況、まだ俺の知らない裏がある。



    

  
    
      　STEP3　折り鶴、または許嫁はどのように学校生活を営んでいるか






《空気さえも切り裂さく剣つるぎ・クリスタルソード》

「おおっ！　これこそ俺に相応ふさわしい！」

　箱の中から取り上げた鞘さや入りのそれを抱かかえ、俺は感かん嘆たんする。

　古びた廃はい屋おく。迷めい路ろのようなあばら屋で、俺はたった今手にした戦利品を腰こしにくくりつけた。瞬しゆん間かんがくんと膝ひざから崩くずれる。

「……重い……」

　先を歩いていたツギハが呆あきれた声で振り返った。

「坊ぼつちゃま、ちょっと欲よく張ばりすぎですよ！」

「アホかお前は。これだけお宝があるんだから全部持って帰らなきゃ損だろうが。フハハハハッ……ところで重くて動けん。助けてくれ」

　はいはい、と溜ため息混じりにツギハは俺の手を引いて俺は何とか立ち上がる。重い。しかし、ツギハに奪うばわれた俺の沽こ券けんを回復させるためにはそうも言っていられないのだ。

「坊ちゃまお金持ちなのになんでそう貧びん乏ぼうくさいんですか。私は情けのうございます」

「お前の情けなど一毛もうもいらんわ。お前帰ったら今度こそ水みず鉄でつ砲ぽう責めにしてやる」

「あれ水が冷たいんでいーやでーすよー」

　そう、ひらひらと手を振るツギハ。生意気な。

「うるさい！　お前はもう一度上を探せ。奥の衣い裳しよう部屋を見ていない。俺は地下を探す」

　言いながら階下へ進む俺の背中に、また「はいはい」と溜め息混じりの声がした。



　ことの始まりは、炬こ燵たつ女の一言だった。

「御おん曹ぞう司しにも何かなきゃ可哀かわい相そうだね。そういえば武器庫に余っている道具があるはずだから、好きに取ってきていいよ」

　本来なら俺に与あたえられるはずの図ず鑑かんの能力がなぜかツギハにいっていることを、多少はやましく思っているのだろう。殊しゆ勝しような申し出だ。

　ということで、俺たちは世界塔とうの中の一室であるこの《ファビュラス・モーテル》を訪おとずれた。名前とは裏腹の、人ひと気けのない古びた館やかた。ちなみにカナセは来ていない。「正式なクエストでもないのに休日出勤なんてしたくないんだけど」とのことだ。結構ドライだな。

　地下一階へ辿たどり着くと、そこは窓もない完全な物置。埃ほこりの臭においが充じゆう満まんし、長いこと人の出入りがないことがわかる。明かりをつけると床ゆか板いたはなく、土が剥むき出し。アメリカ人の作るガレージみたいな場所だった。俺は入り口付近に怪あやしげな小箱を見つける。早さつ速そく開けると、中には薄うす汚よごれた紙と大おお振ぶりの銃じゆう器き。紙にはこのようにあった。

《捉とらえたものの命を確実に摘つみ取るサイコガン》

「おおっ、いいじゃんこれ。カッコイイじゃん」

　俺は喜び勇んでそれを腰に下げる。……重い。

　俺の全身は既すでに武器だらけだ。しかしツギハの図鑑に対たい抗こうするにはまだ足りない気がする。そう思って見回すと、ガレージの奥にまた宝箱。引き寄せられるようにそこへ向かう。

　そのときだった。

　背後でガチャリと音がした。「ツギハ？」と呼ぶも返事はない。

「なんだ？」

　慌あわてて戻もどってドアに手をかけると、開かない。鍵かぎがかけられたようにびくともしない。

「……閉じ込められた？　嘘うそだろ？」

　しかし、俺の独り言に答えるように背後で布ぬの袋ぶくろを引きずるようなズズズという音がする。その不ふ穏おんさに振ふり向くと、そこにはさっきまでいなかった何かが蠢うごめいていた。

　それは泥どろ塗まみれの……いや、全身が泥で出来た、人形の怪かい物ぶつ。

「バケモノ……」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんで逃にげ腰ごしになるが、すぐに自分の装備を思い出して落ち着きを取り戻す。濁にごった瞳ひとみを向けるそいつに対たい峙じして言う。

「さしずめ武器を守る番人といったところか。しゃらくさい。返り討うちにしてやる」

　そして俺は、腰から下げたクリスタルソードを抜いて構えた。

　……と、いうのがおよそ五分前のことである。

「はっ──夢か……」

　ふと我に返って呟つぶやく。しかしもちろん夢ではない。気付けば俺は手ぶらで棒立ち。

　見み渡わたすと現状、クリスタルソードはぽっきり折れ、サイコガンはパーティグッズと化し、チェーンソーはその辺にめりこんでいます。つまり手元の武器は全部ゴミ。怪物の手が為なす術すべない俺の襟えり首くびを掴つかむ。やばい。ギラリと光る牙きばが俺の眼前に迫せまる。やばい。

　──食われる。

　ツギハが戻ってきたのはそのときだった。一いつ閃せん、光が走り、俺を掴んでいた怪物の腕が切り落とされる。

「──お待たせして申し訳ございません」

　上階で見つけてきたのだろう。彼女はサーベルを構え、俺を庇かばうように怪物と相対する。

「お前はすっこんでろ。俺が何とかする！」

「何言ってるんですか死にそうだったくせに。坊ちゃまこそすっこんでらっしゃいな」

　ツギハは半分だけ振り返り、そう口元に笑えみを浮うかべた。さらに、

「だって私の方がここでは強いもん」

「なんだと？　口の利きき方に気をつけろよ。これから華か麗れいに逆転するところだったんだ」

「嘘うそ仰おつしやい。具体的にどうやって？　本当に坊ちゃまだけで何とかできるんですか？」

　その瞳は明らかに俺の内心を見み透すかしていて、畜ちく生しよう、反論できない。やむなく俺は、こう答えるのだった。

「……任せる」

　するとツギハ、目を細めて嬉うれしそうに、

「なんですか？　よく聞こえませんでした。もっとはっきり仰ってください」

　コイツ、いつか見てろよ……。俺はかつてないほど心臓が締しめ付けられるのを感じながら、それを口にした。

「ツギハ、お前に任せる。……なんとかしてくれ」

「──お任せください！」

　待ってましたとばかりにツギハは俺をひょいっと抱だき上げて、ペッとそばの空き箱に放ほうる。世界塔の中では守護者の身体能力は著しく向上する──らしいのだが、それも勿論ツギハのみだ。俺は箱に頭から縦に突つき刺ささる。パンパンと手を払はらう音の聞こえた後、

「よーし！　このスーパーメイド・ツギハ様におまかせ！」

　キメッとした口調で、本を開き「神と物部裕次郎モノノベユージローの名のもとに──」と呪じゆ文もんを唱えた。

　すぐに大きな震しん動どうと爆ばく発はつ音が響く。箱から身を起こした俺の目に映ったのは、床ゆかに巨きよ大だいなクレーターが広がっている様のみだった。武器庫に巣くう泥人形は、ツギハの力で炭にもならずに一いつ瞬しゆんで灰かい燼じんと帰したのだった。



　　　　◇



「御曹司、形無しだね」

　炬燵部屋に戻ると、炬燵女がニヤニヤして言う。

「なんであんな変な化け物がいるんだ。そんなの聞いてないぞ！」

「怒んないでよー。盗人ぬすつと撃げき退たいの罠わなをしかけてたけど、そんなのすっかり忘れてたよん」

「大だい丈じよう夫ぶですよ神様！　私がいるからには何が起きてもフニャモラっと解決です！」

「だよねー、小間使いさん」

「メイドです」

　こいつら、全く本当にふざけやがって。眉み間けんにしわ寄せながら俺は抱えていた箱を炬燵の上にドンと置く。あの泥人形が守っていた宝箱、今回の唯一の戦果だ。

「あ、詰つめ合わせだね」

　炬燵女が言って、ガチャリと蓋ふたを開けた。何が入っているんだ？　早く見せろ。ところが炬燵女は、中身をごそごそしながら次し第だいに首を傾かしげはじめる。

「あれ？　全部錆さびてる……」

「は？　マジか？」

　炬燵女を押しのけて箱の中を覗のぞくと、確かに中には錆さびで赤黒くなったナイフや蜘蛛くもの巣の張ったグローブや、ガラクタばかり。

「……お前のコレクションはなまくらすぎるぞ」

「そう言うなよー。あっ、これは使えそうだね。あとは、これと、これと……」

　俺の言葉に口尖らしつつ、炬燵女は三つの何かを取り出した。四角いボタンと、粉の入った小こ瓶びんと、円いボタン。俺は手を伸のばし、四角いのを取り上げて訊たずねる。

「これはなんだ？」

「それはナワヌケールだよ」

「何に使うものだ？」

「縄なわを抜けられるんだよ。ありとあらゆる縄をだらんと解くよー」

「いつ使うんだ？」

「えーと、新年会の余興とか？」

「なんで三言目から早々に世界塔と関係なくなるんだ。じゃあこれは？　この粉」

　俺は小瓶を取り上げる。炬燵女はニコニコ得意げに、

「カレーウマナールだね」

「何に使う？」

「カレーを作るときに入れると……」

「いや、わかった。聞くまでもない」

　すると炬燵女は最後の一つを取り上げて、

「あとこれはナクシタリモコンデテクール。このシールをリモコンに貼はっておくと……」

「ああ、聞かなくていいや」

　俺は即そく答とうしてそっぽを向いた。わかったことがある。今回の世界塔は、まったくもって無む駄だ足あしだった。ゆるゆると首を振る俺に、脇わきからツギハが手を伸ばす。

「坊ちゃま、これとこれ、いらないなら私にください！」

　そう言って手にしたのはカレーとリモコンのやつ。

「好きにしろ。俺はいらん」

　まったく呆あきれて溜ため息も出ない。



　俺の誕生日から早一ヶ月。春は終わりにさしかかり、世界は既に違ちがう名前の季節を与えられようとしている。俺の生活に突とつ如じよ織り込まれた非日常は日常になりつつあり、俺の悩なやみの種である。特に厄やつ介かいなのが、

「私、今日も大だい活かつ躍やくでしたね？　人って何かしらの才能があるモンですね。ふふふっ」

　満面の笑みを見せるこのメイド。俺が得るはずだった俺の力を俺の代わりに引き継ついだとか、いったいなんなんだ。俺の隣となりでニッコニコしているコイツはいったいなんなんだ。

　いつかツギハが言っていた。俺の安あん寧ねいは終しゆう了りようだと。それはまさに、ツギハ本人により達成された形である。

　ガラクタ塗まみれの炬燵部屋を見回すと、俺はテレビの脇に一冊の図鑑が転がっているのを見つけた。

「その図鑑はどうした？　しまい忘れか？」

　炬こ燵たつ女はそれを拾い上げて、こちらに差し出して答える。

「ああ。ちょうどこないだの奴やつが解かい析せきが終わってさ。キミたちの記念すべき一発目だから、見せてあげようと思って」

「俺たちの？」

「そう。バグのエネルギーを図ず鑑かんに記録して、使えるようにしてるのさ」

　受け取り開くと、最初のページには見覚えのある二つの名前を含ふくんだ文章。



『神の名と、世界塔の守護者月ノ目次葉ツキノメツギハとあとついでに物部紋刀次モントージの功績のもとに。このページを読む者に永遠の祝福あれ』



「…………」

「すごいでしょー。キミたちが未来に残す手引き書マニユアルでもあるからね。どんどん白紙を埋めていこう」

　俺の絶句に炬燵女は何を思ったか、プレゼントを見せびらかすように嬉き々きとして言う。パラパラとページをめくっていくと、冒頭数ページにはひたすらあの巨大ロボと、例によって意味を成さない文字の羅ら列れつ。そのあとはずっと白紙だった。

「これからどんどん記録がためこまれていくからね──」

　炬燵女が続ける。たしかにそれは手引きであり、記録なのだろう。だがそんなことはどうでもいい。何が気に入らないって。

「なんでツギハの名前が上なんだ？」

　俺はもう一度先頭のページに戻り、それを炬燵女に突きつける。

「え？　見せてくださいよ！」

　俺の憤いきどおりに興きよう味み津しん々しんに声をあげるツギハ。スッと図鑑をかっ攫さらい、「わーほんとだー」と嬉しそう。俺は無視して炬燵女を睨にらみつける。

「前も言ったろ。俺が主人でコイツはメイドだぞ」

　すると彼女はケロッとして、

「さあ。活躍した人の順なんじゃないのー？」

　と笑った。

「私は送られてきた結果を基もとに解析して本に封ふう印いんしているだけだから」

「じゃああの女か？　カナセが俺よりもコイツが役に立ったと判断したのか？」

「いや、あの子も観測しているだけだから。強しいて言うなら、んー……」

　炬燵女は腕うで組み首傾げ、しばし考えるフリの後、人差し指を立てた。

「客観的な意見？」

　ああ。目眩めまいを覚える。神経叢そうがざわついて、その場に膝ひざをつく。床が歪ゆがんで見える。

「坊ちゃま、私、ふふふっ素す敵てき……」

　ツギハのムカつく笑い声が聞こえ、俺の足元がガラガラと音を立てた気がした。

　世界塔とうでの神の手伝い。それにおいて、俺よりもツギハが活躍している。それを第三者により突きつけられる。

　その強力な現実たるや。

　これはダメだ。ツギハはポンコツで、俺とツギハは常に俺が上でなくてはならない。

「どうしよう、このままじゃ坊ちゃまよりも歴史に名を残しちゃう……」

　傍かたわらで、無む邪じや気きにツギハはページをめくっている。鬱うつ陶とうしい。黙だまらせたい。わなわなと肩かたが震ふるえるのを感じる。しかし、俺は何とかそれを抑おさえつけ、すーはーすーはーと呼吸を整える。くやしくないくやしくないくやしくない。悔くやしくなんてない。そうさ。こんなもの俺の価値を貶おとしめるものなんかでは全くない。ツギハも随ずい分ぶんと小さなことで喜んでいるものだ。全く愚おろかしい。それからさりげなくそれとなく強ごう引いんに図鑑をもぎ取って、とても優やさしく柔にゆう和わに俺は言った。

「ツギハ。疲つかれただろう。今日はゆっくり休め」

　ツギハはそんな俺の言葉に何を思ったろう。しかし気を悪くする風もなく、

「はい、ありがとうございます！」

　晴れやかに笑って一人先に塔を出て行った。その背中にかつての駄だメイドぶりはもう見当たらなかった。ツギハの姿が見えなくなって、俺は瞬しゆん間かん叫さけぶ。

「くやしい！　何で俺がメイドなんかより！」

　そして振ふり返り、炬燵女に問い質ただす。

「おい！　何かないのか？　俺がアイツに勝つ方法！」

　すると炬燵女は宥なだめるように手をゆらり。

「まあまあ御おん曹ぞう司し、いいじゃん目標があって。上がいるのはいいことだよ」

「上がある、結構！　しかしそれがツギハなのはダメだ！　絶対ダメだ！」

　俺はこの世の真理を切実に訴うつたえる。その正しさに心動かされたか炬燵女は、

「えー……そうだねー。じゃあ……」

　しばしこめかみに人差し指をあてがうと、数秒唸うなって「あっ」と顔を上げた。

「何かあるのか？　教えてくれ！」

「あるよ！　守護者の存在そのものと引き替かえに、図鑑に封じたバグをフルパワーで解き放つ裏マニュアルがある。これはメイドさんには出来ないよ！」

「いやでも今の話聞く限りそれ使ったら俺死ぬんじゃねえの？」

「そうだけど」

「……いや、もっとシンプルで実用的で俺が死なない奴をお願いしたい」

「えー……むつかしいこと言うねぇ」

　そうかな。しかし「頼たのむ！　俺はアイツに勝ちたいんだ！」と懇こん願がんすると、俺の熱意にほだされたか「じゃあ……」と炬燵女は神らしからぬ悪わる巧だくみの表情を浮うかべてみせた。



　　　　◇



　俺とツギハの最初の記き憶おくは、おそらくあそこまで遡さかのぼる事が出来るだろう。

　俺はアイツがどこから来たのか知らない。ばあやなら知っているだろうが、今いま更さら詮せん索さくするつもりもない。とにかく俺の中の、最初のアイツ。それは俺が五歳か六歳の頃ころだ。敷しき地ち内を一人でウロウロしていたら、見知らぬ女児と出会った。たぶん俺と同じ年とし頃ごろで、そいつはツツジ園の入り口でひどく怯おびえていた。

「どうした？　お前誰だれだ？」

「えと……その、私、今日から、その……」

　そう言う少女は涙なみだ目めで、どうやら辺りをうろついている警備犬たちにビビって動けなくなっているようだった。犬どもはぐるるる……とうなりをあげてこちらを見ている。一いつ匹ぴきだけ新入りがいるようだが、あとはまあ。

「こいつらはきちんとしつけられている。お前が不ふ審しん者でなければ噛かまれはしないぞ」

「で、でも……」

「お前は不審者なのか？　この物部家の敷地内で、御曹司である俺の顔を知らないとは」

　すると彼女は驚おどろいた様子で、

「え？　もしかして紋刀次様ですか？」

「いかにも」

　俺の返答に慌てて立ち上がり、半泣きの顔を無理やり笑わせて彼女は言った。

「私、今日からこの屋や敷しきで働くことになりました、月ノ目次葉と申します！　よよよろしくお願いしまっしっすっ！」

　噛んだ。

　そんな、犬に囲まれて泣いていた大人しくて素す直なおなツギハ。以来、俺のカッコイイ様に感服したのかいつでも慕したって付き従っていたツギハ。ああ、あの頃は良かったなあ。全すべてが正しく動いていた気がする。今とは正反対だ。あの頃に戻もどりたいな。

　今や、ゾンビだらけの廃はい墟きよに行けば、「坊ちゃま！　そこにいると一いつ緒しよに天に召めされますよ！」と巨きよ大だい十じゆう字じ架かで全員成じよう仏ぶつさせる。

　今や、熱帯の孤こ島とうに行けば、「坊ちゃま！　ボンヤリしてると生きたまま食われますよ！」と巨大ヤシガニでマングローブを荒らし尽つくす。

　今や、大氷原に行けば、「坊ちゃま！　うっかりして蒸発させちゃうかもしれないからそこどいて！」と熱風で流氷を気化させる。

　屈くつ辱じよくだ。





　俺は気分転てん換かんに敷地の外れを歩いていた。雑木林に続く小こ径みちが動く歩道になっているが、これもクエストクリアの賜たま物ものだ。

　あと庭に季節外れの桜が満開だったり錆さびた戦車に寄り添そう妖よう精せいの少女がいたりするが、それもこれもやはり塔の力でツギハのせいだ。そんなに困ってもいないのに炬燵女が「クエストはあんまり溜ため込まない方がいいなあ」と言うので通知が来るそばからこなしていたら、もはや何が本当で何が嘘うそかわからなくなってしまっている。親父おやじに色々訊ききたかったが、あのヒゲは俺の誕生日の晩から長期出張とやらで海外に行ったきりだ。もうしばらくは帰らない。そういや今朝手紙が届いていたな。あまり期待は持てないのでまだ封は切っていないが、今度一応読んでおくか。

　雑木林を抜ぬけると、物部家のご先祖を祀まつる寺社に出る。俺はその鳥居に見慣れぬ文様を認めた。リスのような、イタチのような動物をあしらったマークに見える。そばに庭師と世間話をしている執しつ事じ長の仙せん北ぼく谷やを見つけたので、呼びよせて訊たずねた。

「仙北谷。あれはなんだ？」

　彼は俺の示すそれに首を傾かしげ、当たり前のように答えた。

「何を仰おつしやいます。物部家が家か紋もんのモモンガでございましょう」

　俺は深く長く溜め息をつく。物部家の家紋はツツジだったはずだ。長年の由ゆい緒しよある……。

　いや、考えまい。

　ともすると前の家紋だって、勝手に長い歴史があることになっていたのかもしれない。本当はもう何度も変わっているのかもしれない。ツツジの前はひょっとこが家紋だったかもしれない。とにかく今は、物部家の家紋は数百年にわたってモモンガだということになっているのだ。って、なんでモモンガなんだ。滑かつ空くうしろと？

　クエスト前後の変化は世界塔の守護である俺とツギハにしか認にん識しきされない。正しくは、世界改変モンタージユ時に世界塔の中にいた人間のみがその変化を認識できる。ツギハに至っては大きな変化があればあるほど自分の力が優すぐれていると錯さつ覚かくしているような節もあり、敷地内の様々な変化に目を細めて喜んでいる。なんか俺の立場ってなんだろう、こんなにプライドがズタズタになったのは初めてだ。午後の光が、動く歩道に傷きず跡あとのような影かげを形作る。

　屋敷に戻り、食堂に赴おもむく。厨ちゆう房ぼうではツギハが片付けをしていた。俺を認めると遊んできた我が子に言うように気安く訊ねる。

「コーヒーお淹いれしましょうか？　新しく買った機械式コーヒーミルのマニュアルを三ヶ月かけてようやく読み終えたんで、忘れないうちに試してみたいんです」

「マニュアルって、あれペラ紙一枚じゃなかったか……？　まあいい、頼む」

　不安を覚えつつも依頼し、卓たくに着く。ガリガリと豆を挽ひく機械音、それから途中でツギハの「あれ？　なんで……見なかったことにしよう」という言葉（聞かなかったことにした）を狭はさみ、コポコポと心地ここちよい音と香かおりが漂ただよってくる。

　テーブルには携けい帯たい電でん話わが置かれていた。ツツジをモチーフにしたキャラのストラップがついていて、これはツギハのやつだな。

「お前、ボロいストラップつけてるな」

　するとツギハは厨房から返事。

「それ坊ぼつちゃまから頂いたものですから」

「そうだっけ？」

「ですよ。坊ちゃまが私にくれた唯ゆい一いつの品物です」

　ああ思い出した。ものすごく昔に親父から貰もらったヤツだ。たしかツツジ太た郎ろうとかやっつけな名前で、大事にしろよと親父に押しつけられたのだ。いらないと思って貰って二分でそのままツギハにやったんだ。背中のボタンを押すと首が吹ふっ飛んで無む茶ちや苦く茶ちやキモイから。その後も親父にはちょこちょこと「ツツジ太郎は元気か？」なんて訊かれるが、そのたびに適当にあしらっている。しかし本当にかわいくない、と眺ながめつつ、俺はツギハに反論する。

「唯一？　いやお前にはもっと色々あげてるだろ。ドッグフードとか」

「あれはプレゼントじゃなくて嫌いやがらせですよ」

　俺はその不服訴うつたえを無視し、ケータイを拾い上げて画面を見る。何かのサイトが表示されていた。詞の投とう稿こうサイトみたいなものに見える。適当に操作すると、何やら作品めいたものが映し出された。えーとなになに？　作品No.５３２８？



『私のひいた引き金で、あの人の心を守れるように。撃うち抜けるように。今日もその背中を追っている。完全な世界の中で──』



　なんかありふれた言葉だな。

　他にもあるのか？　とさらにスクロールすると、その下には他ほかのユーザーからの評価欄らんがあった。お、ひとつコメントついてるな。



『評価：‥★★★★★

　コメント：‥大切な人に献けん身しん的なあなたはさぞ美しい心をお持ちなのでしょう。羨うらやましいご関係ですね。これからも、新しい作品を心待ちにしています。』



　残念ながらアンタの目は節穴だよ。俺は内心でそう呟つぶやき、次を見ようと操作。と、

「ちょっと、聞いてますか坊ちゃま。押しつけたくはありませんが、もう少し何か──」

　ツギハがコーヒーをトレイに載のせて来る。

「──って、坊ちゃま！」

　そしてダッシュで駆かけ寄ってきた。

「見ないでくださいよ！」

「お前、変な趣しゆ味みしてんな」

　ツギハは俺の前にコーヒーをぞんざいに置くと俺の手からケータイを掠かすめ取り、照れ隠かくしのように口尖とがらせて答えた。

「……はい。歌詞を投稿できるサイトで、ささやかな趣味です……」

「お前に文学的才覚があるとも思えんがな」

「意外と好評なんですよ？　さっきだって星五つつけてくれた人が……」

「たまたまだろ。どうせお前のファンなんていいとこ一人くらいだろ」

　図星か、ツギハは「うぐっ」と声を詰つまらせた。

「なぜそれを……。いつも同じ人しかコメントつけてくれないんですよね……」

　そう肩を落とす。

「じゃあ俺が評価してやるよ。他にはどんなの書いてんだ？　見せてみろ」

「いやです」

「見せろ」

「い・や・で・す」

「命令だ」

　両者譲ゆずらぬ問答、するとツギハ、奥の手と言わんばかりに微笑ほほえんで言った。

「だったら世界塔とうで多少ご活かつ躍やくされてから仰ってください」

　……こいつ。

　その言葉が引き金となり、俺はさっき炬こ燵たつ部屋で炬燵女と話したことを思い出す。わざとらしく口調を整えて切り出す。

「そうだ、その件だがツギハ」

「はい、なんでしょう」

「お前、次のクエストでは図ず鑑かんを使うな」

　それは炬燵女が俺に提案した、極きわめて単純明快にメイドの力を封ふうじる方法。奴やつは「図鑑が問題なら使わなきゃいいじゃん」といともたやすく笑ってのけたのだった。

「……えーと？」

　ツギハは口元に指をあてがう。俺はコーヒーの薫かおりを楽しみ、一口すすって続ける。

「いいか。駄だ々だ羅らに図鑑を使いまくってそれに慣れきってしまっては、依い存ぞんを生む。そうすると本当に危険なときに自分の実力を出せなくなる」

「えーと……ああ、坊ちゃまが活躍できなくて悔くやしいからってことですね？」

　俺は思わずコーヒーを吹き出しそうになった。

「なんでそうなる！　俺はお前の行く末を案じてだな──」

「そんなーご心配なさらずとも、私の忠誠心に揺ゆらぎはありませんよ。だからそんな気に病やまなくっていいのにー。もう坊ちゃまったら変なところでかわいーんだから」

　そう、ペンッと手ではたく仕草。コイツ……いや、狼狽うろたえてはいけない。

「と、とにかく禁止な。炬燵女も言っていた。図鑑なしでもクエストはクリアできると」

　するとツギハはもう一度指を口元に。それから目を閉じいくらか筋道立てた後、頷うなずいてこう言った。

「では坊ちゃま、ひとつ良いですか？」

「なんだ？」

「私、そういえば新しいブーツが欲しいんでした」

「なんでそんなことを俺に言う。給料で好きに買えばいいだろう」

「坊ちゃま、取り引きには対価が必要だというのが持論ではございませんでしたか？　神様にもギブアンドテイクと仰っていたではありませんか。もし図鑑の力に頼ったら……」

「これは取り引きじゃない。命令だ」

「そう言って恥はずかしくないなら、それでも結構ですが……」

　思わず動きが止まる。お前、いつの間にそんなあてこすりを覚えた。俺はコーヒーを飲み干すと、カップをテーブルにダンと音だてて、立ち上がった。

「いいだろう。ブーツだな？　その言葉忘れるな。もし俺が図鑑なしでクリアできた暁あかつきにはお前の顔面に親父の革かわ靴ぐつ押し当てるからな？」

「えーあれ三日分くらいの記き憶おくが飛んで……いいえ、承知しました。坊ちゃまこそ、その言葉お忘れにならぬよう」

　初夏も近づく黄昏たそがれ時、ダイニングルームに不ふ穏おんな空気が流れるのだった。



　　　　◇



　昼休みの学校はクラスメイトやその他の者たちで賑にぎわっていて、そういった騒そう々ぞうしい空間は嫌きらいではない。俺の在ざい籍せきする一年未ひつじ組ぐみの教室では、いちばん後ろの定位置にて今日も一つの勝負があった。

「さあ。お前の番だぞ」

　机を挟はさんで差し向かいのマロンドに言う。机き上じようには白黒市松模様の正方形の盤ばん面めん。そこに円形の平たい駒こまがいくつか並んでいる。マロンドは赤い方の一つをつまみ上げ、斜ななめ隣となりのマスに打つ。彼の着き崩くずした制服、クラシコ襟えりの胸むな元もとに髑髏どくろ柄がらのネクタイが揺れる。俺はそれを視界に捉とらえつつ呟いた。

「お前、最近見かけなかったがどうしたんだ？」

　するとマロンド、「へっ？」と面めん食くらったような顔を見せ、肩かたをわなわなと震ふるえさせた。

「先週退院したばっかだよ！」

「え？　お前入院してたの？」

　俺が意外そうに声をあげると、今度は「マジか」と怒いかりの表情で身を乗り出す。

「この間！　お前んとこのケーキ食って！　ぶっ倒たおれて入院したんだよ！」

　なんだっけ……ああ、あれか。俺の誕生会で運ばれていったのはやっぱりコイツだったか。俺は一手打ち、捕ほ獲かくしたマロンドの駒をひとつ盤ばん外がいへ捨てて言った。

「まあ、退院できて良かったな。めでたい」

　バン、とマロンドが机に強く手をつく。

「めでたいじゃねえよ！　ていうか一ヶ月近く入院したのに一回も見み舞まいに来ないとはどういう了りよう見けんだおい」

「もちろん知らなかったからだよ。まあ知っててもめんどいから行かなかったけど」

　もちろんお前の健康を信じていたからだよ。あ、逆だ間ま違ちがえた。まあいいや。マロンドはさらに肩を震わせ、俺を睨にらみつける。

「さびしかったんだぞ！」

「そう言うな。ケーキは美味おいしかったんだろ？」

「わかんねえよ！　食ったと思ったら病院のベッドだ」

「そうか。スイカの力作だったのだが……」

「え？　スイカちゃん……？　いや、じゃああまりの美味しさにお腹なかがビックリしちゃったのかな」

　スイカの名前を出した途と端たん、急に口ごもりヘラリと間ま抜ぬけ面づら。相変わらずスイカには強く出られない奴だ。ちなみにあのケーキ、俺は立ちくらみで耐たえたぞ。スイカの思いを受け止めるには並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごではだめなのだ。

　夏の近づく学校は教室の窓が全すべて開け放たれて心地ここちよい風が吹き込んでくる。誰だれかの飾かざる風ふう鈴りんが凜りんと鳴って雅みやびだ。

　マロンドが長考に入ったので、時間を持て余した俺は親父おやじから来ていた手紙を取り出して読み始めた。何か有益な情報があるかと期待したのだが、案の定それに応こたえてくれることはなく、手紙は『我が家の家か紋もんともなっているツツジの美しさをもっと世界に訴えたい』なんてすこぶるどうでもいいことで埋うめ尽つくされていた。俺はそいつで紙ヒコーキを作り、窓から外へ飛ばしてやった。

　ようやく戦せん況きように活路を見いだしたらしいマロンドがまた一手打つ。そのタイミングで誰かが俺たちのそばへやって来た。

「あの、物部くん？」

　クラスメイトの女子だった。

「どうした？」

「……何してるの？　それ」

　彼女は盤面を珍めずらしそうに見つめ訊たずねる。俺は一手打ち、マロンドの駒をひとつ盤外へつまみ出しながら答える。

「チェッカーだ」

「オセロみたいなもの？」

「いや。どちらかといえば将しよう棋ぎやチェスに近いかな。二人零れい和わ有限確定完全情報ゲームの一種だよ」

「ふたり……なに？」

　マロンドが無言で打つ。丸眼鏡をクイッとあげて、女子の前だから露ろ骨こつにカッコつけていて滑こつ稽けいだ。

「運の入る余地のないゲームだよ。お互たがいに敵の駒を取り合って……まあ、ルールは覚えなくていい」

「ふうん……どっちが勝ってるの？　物部くん？　それとも間宮マミヤ先せん輩ぱい？」

「俺がマロンドに劣おとるものなどない」

　そうなんだ、と興味深そうに眺ながめる女子に、マロンドは言い訳のように言う。

「だってコイツ、勝つまでやめねえんだぜ。オセロに始まり、将棋、チェス、バックギャモン……付き合わされるこっちの身にもなれってんだ」

　そう溜ため息をつくマロンドに、俺は半はん畳じようを入れるように言った。

「お前はなんでも適度に弱くて、俺のならしにちょうどいいんだ」

　そして、トドメの一手。

「ふん、これでまた俺の勝ちだな。通算十五連敗のあとの百五十連勝だ。……フフッ……フハハハハハッ──」

　思わず笑いがこみあげる。いかん、ばあやに「坊ぼつちゃまの高笑いは悪役じみている」とまた叱しかられる。俺は気をとりなおし、「うおっ、本当だもう打てねえ」と唸うなるマロンドを尻しり目めに視線を傍かたわらの女子へ。

「で？　待たせたな。何用かな？」

「あ、えと……スイカちゃんが呼んでるんだけど……」

「そうか。わかった。ご報告ありがとう」

　俺が礼を言うと、彼女は恐きよう縮しゆくしたように会え釈しやくしてトテテッと走り去った。気を遣つかわせてしまったかな？　今度茶でもご馳ち走そうしよう。



　マロンドと別れた俺は、第一教室棟とうから広い渡わたり廊下を抜ぬけて中央校舎に出る。更さらにエレベータで三階へ上る。この学校は制服・私服どちらでも構わないので学内の服装も様々だ。俺は私服のジャケットで普ふ段だん通っているが、制服・私服の比率は半々だろうか。さっきのマロンドなどは制服をベースにネクタイやシャツで個性を出しているが、大抵目を覆おおいたくなるような変な柄がらだ。

　廊下にもエレベータ内にも人は多く、この学校の規模の大きさを物語っている。事実、この十じゆう三さん番ばん学がく園えんはむやみに広い。幼よう稚ち舎しやから大学院、さらに各種研究施し設せつも取りそろえており、周辺一帯はある種の学園都市を形成している。その敷しき地ちはゆうに西武ドーム十個分を超こえる。そんな中に押し込められて、俺やスイカは高校一年の学生生活を送っている。マロンドはひとつ上の学年に在籍しており、先の選挙で生徒会長の任に就ついた。が、それはあまり関係ない。

　三階突つき当たりまで進むと、柱の傍そばでスイカが壁かべにもたれかかって立っていた。

「あ、トージくん」

　制服姿の彼女は、俺の姿を認めるなり身を起こす。

「ごめんなさいね。呼び立てて」

　そのまま俺を、すぐそこの空き教室に手招いた。昼下がりの陽気が窓から差し込み、床ゆかや机に光を塗まぶしている。はためくカーテンの影かげが波のように絶え間なく形を変えて揺らめいている。その様に目を細めながら俺は適当な椅い子すに腰こしを下ろし、隣に座る彼女に問う。

「今日は何をしていたんだ？」

「ん。鶴つるを折っていたの。百ひやつ羽ぱ折ると五百円」

　指し示す段ボール箱の中には、確かに色とりどりの折り鶴が山積みになっている。千せん羽ば鶴づるというやつか。ツギハは机の下に手を伸のばし、落ちていた朱しゆ色いろの鶴を抓つまみ箱に放ほうる。

　彼女はこの教室で内職をしていたのであった。

　十三番学園は数年前まで住良木スメラギ第十三番学園という名前だった。それは名前の通り、目の前にいる俺の許嫁いいなずけ、住良木粋花スイカの家の系列だったということだ。しかし、今は。

「トージくん。今月の学費もありがとう」

「礼には及およばん。基金の奨しよう学がく金だ。お前には正当にそれを受け取る権利がある」

　この学校の経営資金は物部家が出資しており、つまり事実上の経営主体は我が物部家なのである。ではなぜそのような状じよう況きようになっているのかというと、

「早くパパとママが見つかればいいんだけれど……」

　と、いうことだ。

　スイカの両親は数年前に揃そろって姿を消した。失しつ踪そう、或あるいは蒸発というやつだ。思わぬことから大きな事業に失敗し、世間の不ふ況きようとも相まって財産の殆ほとんどを失うこととなった。莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえ、当然学校も手放す流れになった。しかし住良木家は教育分野では多大な研究実績と日本有数の施し設せつ網もうを持っている。それをたやすく手放すことはあまりに勿もつ体たいない。そこで最後に残ったこの学園を、物部家が名乗りを上げて請うけ負ったのだ。本来は学校の名前もそのまま残したかったのだが、イメージの問題もあり叶かなわなかった。

　スイカの両親から何のよすがもないまま何年も流れている。彼女は現在、両親の捜そう索さくと家の復興を目指しながら学校ほど近くの長屋にて大勢の弟と妹の面めん倒どうを一人でみながら暮らしている。だからこのように暇ひまを見つけては内職に励はげんでいるのだ。学校が終わった後も勉強とバイトに熱心で、彼女が遊んでいる姿を俺はここ数年ほとんど見たことがない。この間の俺の誕生日だって、無理に時間を作って駆かけつけてくれたのだ。

　さて、そんなスイカが俺を呼びつける用件といえば、だいたい内容は決まっている。

「あのね、で、実は二番目の弟のことなんだけど……」

　兄弟姉妹に関することだ。この不景気の中、大勢の小中学生の費用を一人で捻ねん出しゆつできるはずもなく、俺はたびたび相談を受けてポケットマネーからお金を貸すことがある。

「あのいちばん背の高い奴やつか」

「うん。あ、でも背なら三番目の弟が最近伸びて追い越こした」

「そうか。てことは三番目の弟がいちばん背が高くて、二番目に背が高いのが二番目の奴か。ああ、たしかサッカーの巧うまい奴だ」

「だったんだけど、最近カバディに興味を持ち始めてさ」

「カバディってなんだったかな？」

「スポーツ。なんか朝から晩までずっと庭でカバディカバディ呟つぶやいている」

「そうか。で、そのカバディがなんだって？」

「カバディはインドの国技よ。でもね、今したいのはカバディの話じゃないの」

「ああ、サッカーの話だ。じゃなかった、サッカーの巧い……」

「弟の話」

　毎度のように頭の体操じみた話題を終えると彼女は指先で机をグニグニと突っつきはじめる。それはスイカが言い出しづらいことを切り出すときのサインだ。俺は先んじて言う。

「カバディの道具が欲しいのか？」

　彼女はこくりと頷うなずいた。

「それなら先月三番目の妹に油絵の具を買ってやるとき渡した分では賄まかなえないのか？」

「それが、私この間町を歩いてたら見知らぬおばさまに話しかけられて、その」

　スイカは指先のグニグニを強めて話し続ける。

「なんかね。すごく幸運の舞まい込む壺つぼがあるっていうんで、それで……」

　そして気まずそうに視線を逸そらした。まさかお前……。

「買ったのか？」

　そっぽを向いたまま、彼女は言い訳のように唇くちびるを尖とがらせる。

「だって、そしたらきっとパパとママが戻もどってきて全部うまくいくって言うから……」

　正気か。

「あのな、スイカ」

　俺は彼女をこちらに向かせ、その両りよう肩かたにポンと、文ぶん鎮ちんを載のせるように手を置いた。

「お前、そう言われて昔なんかのリトグラフを買ったろう。それで何か好転したか？」

「ええと……部屋がオシャレになった」

「それ以外は？」

「玄げん関かんもオシャレになった」

「二つ買っていたのか……まあいい、要するに、おしゃれカンケイ以外では何も変化がないということだろう。な？」

「まあ、まだ」

「まだ、な。じゃあ訊きくが、それより前には変な石とか買ったよな。パワーストーン的な。あれはどうだ？　あと掛かけ軸じくとか水とかヘチマとか」

「ヘチマは干して乾かわかしていまタワシ代わりに使ってるわ」

「タワシじゃお前の両親は戻ってこない」

「……そうだね」

　スイカは言い訳を諦あきらめたらしく、深い溜め息と共に俯うつむいた。「ごめんなさい」と重々しく呟くが、責める気はない。責めているのではない。人間、礼節を揃え正しい思考を生み出すには最低限のゆとりが必要だ。それは具体的には時間とお金だ。そのどちらも手に持たない彼女はこうしてときどき迷めい走そうした行動を引き起こす。それは致いたし方ないことだ。だからこそ俺は彼女に力を貸す必要がある。俺はスイカに言い聞かせるように話しかける。

「とにかく、金を使わせようとする輩やからに耳を貸すな。その壺も今日帰ったらすぐクーリングオフしろ。あとカバディだな。わかった」

「……いつもごめんね、トージくん」

　スイカは俯いて申し訳なさそうで、その声から涙なみだぐんでいるのがわかる。

「お前も疲つかれているようならウチのツツジ園を見に来い。そろそろシーズンも終わるが、きれいだぞ。あれは癒いやされる」

「……いつもありがとう、トージくん」

「気にするな。お前は立派にやっている。俺などとは比べようもないくらい」

　俺の励ましにスイカは顔を上げると、目元に走る涙の跡あとを指先で拭ぬぐって笑う。

「うん。弟たちも妹たちも私がいないとまだちゃんと生活も出来ないし、私がしっかりしなくっちゃ！」

　そしてそう顔を上げ、両りよう拳こぶしを強く握にぎった。

「その意気だ。応おう援えんしているぞ」

　時々落ち込むこともあるが、ようやくいつも通り強くて可か憐れんな彼女が戻った。彼女は笑っていればとても美しいのだ。傍にいることが誇ほこらしくなるほどに。と、スイカは握り拳を固めたまま俺の目を覗のぞき込む。

「本当に応援してくれる？」

「もちろんだ。何かあったら何でも協力するぞ。俺は立派な人間には協力を惜おしまない」

「私、立派？」

「立派だとも。それに頼たよりになるし、俺にとって大切な存在だ」

「私、トージくんにとってどのくらい大切？　あのメイドさんよりも大切？」

「え？　そりゃあ……当たり前じゃないか」

「最高に大切？」

「も、もちろん。お前のことは最高に大切だとも」

「本当に？　私は最高？」

「ああ、スイカは最高だ」

「もう一回言って。強く言って！」

「スイカは最高だ！」

「もっと丁てい寧ねいに！」

「スイカは最高です！」

「もっとへりくだって！」

「スイカ様は最高です！」

「それ！　もっと言って！　いっぱい言って！」

「スイカ様は最高です！　スイカ様は最高です！　スイカ様は──」

　そこでスイカがガシッと俺の手を両手で握りこんだ。

「そう。私は最高だから。これからもお互たがい不可欠な存在でいましょうね、トージくん」

「スイカ様は最高です！」

「で、実はもう一つお願いがあるんだけれど。私、新しいブーツが欲しいなあって」

「任せておけ。スイカ様は最高です！」

「ありがとう。愛してるわ」

　スイカは春を舞ぶ台たいにした映画のようにとても美しく笑えみを形作る。その満足げな表情に俺は心なしか安らぎを覚えた。そうだとも。彼女は気位が高く少々扱あつかいづらいものの、根は誠実で優やさしさを備えた人物である。スイカ様は最高です。だが二人きりで話すと時々妙みように記き憶おくが朧おぼろ気げになるというかスイカ様は最高です。なんか勝手に約束が取り付けられていることも少なくないのでちょっと怖こわスイカ様は最高です。

　彼女はいつもの勝ち気で高貴な表情に戻り、大きく伸びをしながら言った。

「トージくんは、お昼休みの残りはどうするの？」

「ああ。図書室にでもスイカ様は最高です！」

「それはいいから。ほら、目を覚ましてよくってよ」

　パン、とスイカが俺の目の前で両手を打った。いわゆる猫ねこ騙だましの要領で、スイカ様は最……はっ、なんか急に夢から覚めたように頭がスッキリする。

「ん？　俺、今なんかボーッとしてなかったか？」

「いいえ全然？」

　スイカは夏を連想させる絵画のようにニッコリと笑い、そして「で、図書室だっけ？」とまるで話を逸らすように、両手の指を組みながら言った。

「トージくん、図書室といえば、最近こんな噂うわさ知ってる？」

「知ってるぞ」

「まだ話してないわ」

　そして指先を解き、俺の鼻先に人差し指を突つきつける。

「あれは確か三ヶ月ほど前から。ラップ音に始まり、何度直しても翌日になると本が散らかされていたり、確実に返されたはずの本が行方ゆくえ不明になっていたりとか、それで結構噂になってるのよ」

「なんだそりゃ。幽ゆう霊れいか？」

「と、思うでしょう？」

　彼女が言うには、他ほかにも禁帯出の本が消えたり、ひどいものになると無残にページが破られていることまであるらしい。それは「音楽室で人体模型と殴なぐり合う花子さん」に代わり、最近じゃ十三番学園七十五不思議の一つとして名を連ねているほど。だが、それが幽霊（なんてものは信じていないが）ではないとすれば、

「どうせ誰だれかの悪戯いたずらだろう」

「うーん、近い」

　彼女は悪戯げに目を細め、口元を緩ゆるめた。

「実は、天てん井じよう裏に何か棲すみ着いているのよ」

「何か？」

　胸むな元もとに振しん動どうを感じたのは、そう俺が訊き返したときだった。ペンダントか。学校で鳴ったのは初めてだな。だが、今は何も起きていないぞ。まったく世界塔とうの自覚なき意思とやらは勝手なやつだ。などと思いつつ捉とらえ上げると、豚ぶたのようなアイコンと「34」という数字。加えて表示されていたのは、



『雨にも負けず、炎ほのおにも負けず、毒にもミサイルにも負けない貴方あなたでいてほしい』



「どうしたの？　トージくん」

「あ、いや何でもない」

　小首を傾かしげるスイカに俺は慌あわてて誤ご魔ま化かす。ひとまずペンダントは、今は無視して構うまい。

「で、何だっけ。天井裏に何か棲み着いているって話だよな」

　するとスイカは気を悪くした風もなく、「そうなの」と俺にすいっと身を寄せて言った。

「私、見たのよ。天井のパネルを器用に外して、毛むくじゃらの生き物が図書室に出入りしてるのを。それでね……」

　ジリリリリリリリリリリリリリリリ──。

　スイカの話を遮さえぎって、廊ろう下かに非常ベルの音が突き抜ぬける。



　図書室付近で天井が崩ほう落らくしたとのことだった。

　図書室は今までいた中央校舎の最上階にある。俺とスイカが辿たどり着くと、既すでにロープが張られてたくさんの生徒で人だかりが出来ていた。天井に大穴があき、瓦が礫れきまみれになっている。調査する制服姿の大人たちがいて、それはこの学校の保全を請うけ負っている物部ビルメンテナンスの職員だ。彼らの中の一人に状況を訊たずねる。

「天井裏に大がかりな爆ばく破は装置がしかけられていて、それが誤作動したようですね」

「なぜそんなものが……いや、それより怪け我が人は？」

「幸い、図書室じゃなくて隣となりの準備室だったので人はいませんでした」

　それは良かった……。では、すぐに原因を突き止めてもらわねば。そう胸を撫なで下ろす俺の袖そでを、傍そばに立つスイカがそっと引いた。彼女は小さく俺に耳打ちする。

「ねえ、トージくん。さっきの話のつづきなんだけど……」

「どうした？　今はそれどころじゃないだろう」

「私、動物を捕つかまえようと思って、その、罠わなを……」

　そしてすっと俯いた。

　俺は凍こおり付く。「お前、まさか……」と呟つぶやくと、彼女は指で俺の袖をグニグニとつつきながら「爆ばく薬やくを少々、いえ多少……」と小さく頷うなずいたのだった。

　正気か。

　崩落の規模から見て、多少なわけないだろう。人的被ひ害がいがなかったのがせめてもの救いだが、学校大だい破は壊かいは洒落しやれにならん。このまま原因究明されたら絶対ばれるし、揉もみ消すにもこれだけ騒さわぎが大きければ手て遅おくれだろう。住良木家はただでさえ肩身の狭せまい立場だろうに。これ以上問題を起こしたら、庇かばいきれなくなるぞ。頭の中ににわかにアラームが鳴る。どうする。どうする。どうするどうする──？

　そのとき、背後から俺を呼ぶ声がした。

「──トージ！」

　ビクリと身を強こわばらせて、俺は振ふり返る。そこにいたのは。

「本当にここにいたのかトージ。それにスイカちゃんも」

　マロンドだった。俺は動どう揺ようを気取られぬように咳せき払ばらいして訊ねる。

「……何だお前か。どうした？」

　彼は手にしていたケータイを俺に突きつけて言った。

「ツギハさんから」

　ツギハ？　押しつけられるままに俺はケータイを受け取り、耳にあてる。

『お勉強中のところ申し訳ありません坊ぼつちゃま』

「昼休みだ。構わん。それよりもなぜわざわざマロンドのケータイを使う」

『だって坊ちゃまケータイ持ってないし』

「当然だ。なぜ俺が他人の呼び出しに縛しばられなければならんのだ。だいたい用があるなら事務室にかけてこいと言っているだろうが。さすれば応接ソファに座って茶でも飲みながら落ち着いて話せようというのに。立ち話なんて品のないことを俺にさせるな」

『いえ、ですが神様が……あの、とりあえず代わりますね』

　脇わきを見ると、マロンドとスイカは二人で話し込んでいる。俺は二人に話を聞かれてはまずい気がしてそっと少しの距きよ離りを作る。しばしの後。

『ハロー御おん曹ぞう司し、学園生活、楽しんでるかい？』

　いやに素すっ頓とん狂きような調子で、あの炬こ燵たつ女の声が響ひびいた。

「ほどほどにな。いや、ちょうど俺もお前に用があったところだ。今、学校で──」

　しかし、炬燵女は俺を遮り、

『そんなことより、その辺にドアないかいな？』

　マイペースに言った。ドア？　俺は周囲を見回す。スイカとマロンドの立ち話の向こうに、図書室のドアが見える。ただし封ふう鎖さ中だが。それを伝えると彼女は、

『うーん、他には？』

「他？……そうだな、防ぼう火か扉とびらならあるが」

『そうそう、それでいいや、開けてちょー』

　何を言っている。そう訝いぶかりつつも渋しぶ々しぶ俺は数メートル先のそこへ歩み寄り、防火扉を開けたのだった。向こうには壁かべしかないだろう。いったい何のつもりだアイツは。と思ったのだが、ドアの裏。

「はろー」

　電話から、そして正面から聞こえる同じ声。

　広がる畳たたみ敷じき四よ畳じよう半はん。炬燵。女。そしてメイド。そこは世界塔の炬燵部屋だった。

「このくらい、チョロいぜ！」

　炬燵女は珍めずらしくヘッドマウントディスプレイのバイザーをあげたままで、その藍あい色いろの瞳ひとみを俺に向けている。

「悪いね。ちょっと急ぎで頼たのみたいことがあるんだよ。通知もいってるよね」

　見るとツギハは既に図ず鑑かんを一冊抱かかえ、準備万ばん端たんの様子。

「奇き遇ぐうだな。俺も同じことを言おうとしたところだ。学校で天井が崩落した」

　俺の言葉に炬燵女は腕うで組みふむと頷くと、例の台詞せりふを宣言してみせたのだった。

「よし！　約束しよう。その失敗、なかったことにしてあげる！」



    

  
    
      　STEP4　振り回される人々、または神はなぜ試練を用意したか






　身体からだが蔦つたに搦からめ捕とられたように締しめ付けられる感覚と、視界が真っ暗に覆おおわれる。やがて慣れたと思うと同時に景色が広がり、身体に五感が戻もどってくる。そうして出た先は、やはり部屋などではなく。

「……坊ちゃま」

「なんだ」

「なんかくさいです」

　ツギハは鼻をつまむ。俺も倣ならいたい気分だ。ゴミ捨て場のような臭においが充じゆう満まんしている。周囲を見回すと一応空が広がってるが、空というよりも汚よごれで満たされたまだらの灰色。地面はコンクリート打ち、全体的に殺風景な広場のようなどこか。西武ドームの内野くらいの広さで、その中心に俺たちは立っていた。四方はフェンスに囲まれて、その外周をローラースケート・パークのようにタータン舗ほ装そうの道がぐるりと囲んでいる。

「俺じゃないぞ」

「私でもないです。いやなんですかその目は信じてくださいよ」

　三十四階、豚ぶたの《トーキング・ヘッズ》は鹿しかとは違ちがって気さくな奴やつで「俺の中はとても居い心地ごこちいいよ」なんて笑っていたのだが、とんだブラフもあったものだ。

　ゴウンゴウンと遠いどこかで機械の回る音がする。定期的に、カンカンという音がシンコペーションをつけて響く。方々で煙けむりが立ち上り、炭鉱か工事現場のようにも思える。

「お疲つかれでーす」

　声がして振り返ると、いつの間に現れたのかカナセが立っていた。って、

「なんだその格好は」

　服装は前回と同じ白衣姿だが、なぜかガスマスクを顔にすっぽり装着している。

「ちょっと刺し激げきに弱くて。まあそんなことよりペンダントをご覧あれ」

　まさかこの臭い、毒ガスじゃあるまいな。一いち抹まつの不安を抱いだきながら俺はペンダントを見た。



『世界塔とう：‥O882564887727636JHI3006イベリコ

　バグレベル：‥Ｅ＋プラ＋プラ

　クリア条件：‥勝利

　クリア期限：‥無期限ＡＳＡＰ』



　バグレベル……はこれまでより多少上がっているようだが、それより、勝利？

「何か勝負するのか？　急ぎの用事としか聞いていないが」

「だから、それが急ぎの用だけど。勝負といってもゲームだから安心して」

「そもそもここはベータ版の世界なんだよな？　人が住んでいるのか？」

「そりゃいるけど。『世界』だもん」

　何が疑問か、とでも言うように首を傾かしげるカナセ。

「ここは世界塔《バーニング・ダウン・ハウス》。そこの小屋に神様のゲーム仲間・ウリセス氏が住んでるわ。彼が神様からの借り物を返してくれなくて、それが今回のバグ」

　そう彼女の指さす先は広場の隅すみ。灰色の背景に混じって気づかなかったが、そこにはゲストハウスか小ぶりのドミトリーのような簡単な小屋が建っていた。

「人はそれだけか？」

「フェンスの外にも人はいるけど、あんまり関かかわり合いにならないことを勧すすめるけど。彼らはゴロツキで、モントージさん身なりがいいからたぶん身ぐるみ剥はがされる」

　そこにツギハが割って入った。

「え？　じゃ、じゃあ貞てい操そうは？」

「……ヤバイと思うけど」

　カナセの答えにツギハがワーキャーと歓かん声せいをあげる。お前バカだろ。

「ウリセス氏は病弱でケンカ弱いから、自衛のためにこのフェンスの中に住んでいるの」

「会いに行くのはいいが、言葉の問題はないのか？」

「心配無用。あなた方は神の代理。相手の話す言葉がなんであれあなた方の耳にはあなた方に相応ふさわしい響ひびきとして届くし、あなた方の話す言葉がなんであれ相手方の耳には相応しい響きで届く。文字も同様」

「……つまり相手が何語で話そうと関係なく日本語でやりとりできるということか？」

「え？　それ何語？」

　カナセが首を傾げる。「おい」と俺が軽く睨ねめると「冗じよう談だん」と彼女はゆらゆら手を振った。まさかからかわれるとは。相変わらずつっけんどんな口調だが、いくらか気を許されてきたのかもしれない。

「あとは……どのくらい時間がかかるかわからないから期限は無期限だけど、神様的にはＡＳＡＰなるはやで夜露死苦シクヨロなので。では、いってらっしゃい」

「お前は来ないのか？　コーディネーターだろう？」

　俺の問いにカナセは苦い顔で俯うつむき、両手をからげて皮肉げに笑って見せた。

「私、もう負けているので」

　灰色の世界はまるで空が巨きよ大だいな洗せん濯たく機きで洗われている最中のようだ。

「彼は昔こっぴどく人に裏切られた経験があってちょっと暗いけど、変な人じゃないから安心して」

　そうカナセが手を振る中、俺とツギハはドミトリーを目指した。ツギハがひそひそ声で言う。

「こんなところにずっといたらノイローゼになりそうです」

「お前にノイローゼなんて無む縁えんだろうが」

「なっ、私だってそこそこノイロったりしますよ！　毎年なってるんだから！」

　そう言ってお腹なかを押さえる彼女。確実にノロウイルスと勘かん違ちがいしている。

「それより、どうしてそれを持って来た」

　俺はツギハが抱かかえる図ず鑑かんに目を向けて言った。ツギハは珍めずらしく意図を察して、

「わかっております。今回はこれを使いません。ただ、神様が念のためにといって持たせたのでございます」

　先の約束。俺は今回、図鑑に頼たよらずクエストをクリアしてみせるのだ。そういう意味では、俺は二つの勝負に挑いどむわけだな。ツギハと、ウリセスといったか。さて、カナセによるとゲームということだが、一体どんな勝負をすることになるのか。

　木製のドアに鍵はついていなかった。ノックしようとすると、ふいにドアが開く。

「──あ、悪い」

　入れ違ちがいで人が出てきたのだった。それは背の高い外国人の男。彼は虚きよを衝つかれ言葉の出ない俺を見るとくだけた口ぶりで、

「ああ、中の奴がアンタを待ってるよ」

　手をヒラヒラと振り去っていった。確かに言葉に不自由はないな、なんて思いながら俺は開かれたドアの中に踏み入る。

　迎むかえてくれたのは、埃ほこりの溜たまった玄げん関かんだった。靴くつのまま上がり込みリビングへ赴おもむくと、続いて入ってきたツギハが顔をしかめる。

「臭いは外よりマシですが……なんか……」

　概おおむね同意見だ。

「散らかり放題だな」

　ワンルームほどの広さ。フローリングの床ゆかは、ガラクタで埋うめ尽つくされている。壁かべは昔は真っ白だった名残なごりが感じられる程度で、火を放たれた七面鳥が逃にげ回った後のようにくすみだらけだ。

「これは片付け甲斐がいのあるお部屋ですね」

　カーテンもボロボロで、破けた穴から窓の外、遠くにカナセが突っ立っているのが見えた。部屋の中央にはとってつけたような応接セットが一いつ対つい。埃にまみれたガラスのテーブルを挟はさむようにして、向かい合わせによれたソファが置かれている。

「メ学の寮りようでこんな状態にしてたらメイド長にぶっ飛ばされます」

「ああ、ばあやは怖こわいもんなあ」

　そんな俺たちの会話に、奥のソファに座る男は顔を上げて無感情に言った。

「いらっしゃい」

　ボサボサの髪かみは肩かたまで伸のびている。無ぶ精しよう髭ひげに落ちくぼんだ目。その表情は長い間風に晒さらされた木のように疲れ切っていて、確かに健康そうには見えない。洗いざらしのシャツはよれよれでシワだらけ、正しい形を忘れてしまったようだ。

「あんたがウリセスか？」

「そう。モントージに、ツギハちゃんだっけ？」

　力なく笑う男に促うながされるまま、俺は向かい合わせのソファに座る。隣となりにツギハが立ち、腰こしを折って耳打ち。

「なんだか渋しぶい方ですね」

「お前はああいうのが好みか？」

「割と……怠だるそうな感じが少し坊ぼつちゃまに似てますし」

「お前、俺のこと怠そうだと思っていたのか。では今度全力の素す早ばやい動きでお前の全身にマヨネーズ塗ぬりたくって庭に放置してやる」

「やめてください！　あれ鳩はとが寄ってきて痛いんです」

　そんなやりとりにウリセスは神経質そうな笑えみを見せて言う。

「マヨネーズは油性マジックを落とすときに使えるよ。油には油がきくんだ。って、なんでマヨネーズの話題に？」

　いや、俺たちはマヨネーズの話をしたつもりはないが。

「じゃあ、ちゃっちゃと始めようか」

　ウリセスはテーブルの上に何かを広げた。俺はそれに見覚えがあり、つい「あっ」と声をあげる。正方形のゲーム盤ばん。彼はそこに、手慣れたふうに丸い駒こまを並べていく。

「カナセが負けたのはこれか」

　それは白黒市松模様のチェッカー盤だった。

「ああ、あの白衣の子？　そうだね。長考する割には弱かった。そうだ、白衣といえばあれって元々は宗教服なんだよね。そう考えるとなかなかあれはいい。って、なんで白衣の話題に？」

　世界塔にはまともに会話できる人間はいないのか。カナセ、残念だがこれは変な人だ。

　窓に目をやる。カーテンの穴から見える外には、灰色の空をバックにして白衣のガスマスクガールが立っていた。時間を持て余しているらしく、時折屈くつ伸しんやストレッチをしているのが見える。それからもう一度室内に視線を戻もどすと、壁に女性の写真を見つけた。散らかり放題の部屋で、そこだけ手入れが行き届いている。ツギハが俺に囁ささやく。

「キレイな方ですね」

「そうか？　お前とどっこいなレベルだと思うが」

　するとウリセス、満足げに顔を綻ほころばせた。

「彼女はエレンディラさ。キレイだろ？」

「もしかして、恋こい人びとさんですか？」

「……まあね」

　わーいーなーとツギハは軽チャラな声で言う。女子中学生か。そして、

「ツギハちゃんだっけ。キミはエレンディラと同じくらいキレイだね」

「え？　ほんとですか！　嬉うれしいです！」

　ウリセスにお愛あい想その褒ほめ言葉をもらってこれ見よがしに喜びながら俺にくるりと向いた。

「聞きましたか坊ちゃま！」

「いや、俺さっき同じこと言ったと思うが」

「全然違います！　言い方ひとつで全然違うんだから！　坊ちゃまはそういうのがわかってなくて、まったくダメな坊ちゃまとはこのことです！」

　こいつあとで簀す巻まき宙づりヘッドフォン怪かい談だん百連発の刑けいに処してやろう、そう決めて無視。そんな俺たちを前に、ウリセスはテーブルの隅に置かれたグラスセットを引き寄せて三つのグラスに氷を入れ始めた。

「長居する気はないが」

「たまの来客なんだ。つきあってくれよモントージ」

　そう言って、茶色の液体を注いだグラスを俺に寄よ越こす。「そっちのメイドさんも」と促され、ツギハもグラスを受け取る。そして彼女はなんの迷いもなくそれに口をつけた。おいおい毒とか薬とか少しは疑えよ。

「甘い！　おいしいですこれ。なんですかこれ？」

　俺の心配も一いつ切さい意に介かいさず、ツギハはその飲み物に目を光らせる。ウリセスは「好きなだけ飲んでいいよ」と目を細め愉ゆ快かいそう。俺はグラスには口をつけず、男に問う。

「炬こ燵たつ女──神に何か借りているらしいが？」

　するとウリセス、両手を広げ、

「このチェッカー盤さ。僕に勝ったら、返してあげよう」

「先手は？」

「譲ゆずるよ」

　自信に満ちた彼の言葉に、俺は内心で失しつ笑しようしたのだった。上等だ。俺は学生チェッカー王座、竜りゆう王おうと名人の二冠かんだぞ。

　カラン、と氷が溶とけて鳴る。

　こうしてチェッカー勝負は始まった。いざ、最初の一手。先まずは様子見、左から三つめの駒をつまみ斜ななめ先に打つ。

　その瞬しゆん間かん。

「──熱っ！」

　俺は急に耳元に熱を感じ、慌あわてて脇わきを振ふり見る。なんだ？

「え？　なんですか？」

　そこにはグラスを勢いよく飲み干すツギハがいるのみ。視線を正面に戻すとウリセスが薄うす笑えみを見せていた。長い手足を持て余すようにソファに身を沈しずめ、膝ひざの上に指を組んで。

「どうした？　モントージ」

　彼の口調はとても自然で、……勘違いか？　俺の。

「……いや、なんでもない」

「そう。じゃ、僕の番だね」

　感情を押し殺したように言って、ウリセスがおもむろに駒を動かした。

　そして、俺はさっきのが勘違いではなかったことを知る。

「──うわっ！」

　その出来事に、思わず大声を上げて身を屈かがめてしまった。ツギハが「ふぇっ？」と首を傾かしげるが、なんでお前はそんなに暢のん気きなのだ？

　今、目の前で炎ほのおが弾はじけた。ぱっと小さな花火のように、鮮あざやかなオレンジ色の光球が破は裂れつして俺の鼻先に熱を触ふれさせると跡あと形かたもなく飛び散ったのだ。

「どうしたんですか坊ちゃま？」

　なのにツギハはなぜか蕩とう々とうとした調子で言う。その視線は純じゆん粋すいに疑問形で、馬ば鹿かな。お前は今のを見み逃のがしたのか？　さっき俺の頬ほおに触れた熱も今の奴やつに違いない。ゆらゆら揺ゆらめき、ちりちりと空気を焦こがす火の玉がたった今一いつ瞬しゆんだけだがそこにあった。

　ウリセスは不敵に笑む。いつの間にか俺のソファの肘ひじ掛かけにもたれかかっているツギハに向けて「おかわりはどう？」と笑顔を向け、カラッポのグラスにまた新しいのを作り始めた。その所作はいかにも演技臭くさくて、つまりコイツは俺の目に映った今の一連を知っている。

　……そうか。そういうわけか。これは、ただのチェッカーじゃない。

「ありがとうござりまするー」

　ヘラヘラとグラスを受け取り礼を言うツギハを押しのけ、俺はウリセスを睨にらみつける。彼はそれを安い笑みで受け流し、自分も一口グラスに口をつけて言った。

「このボードゲームは神様のお手製さ。駒には一つ一つ幻げん影えいが封ふう印いんされていて、打ち方に応じてこの部屋の空気中に再生される。もちろん虚きよ像ぞうだ。でも気をつけて。人間は思い込みで傷つくからね。夢の中で大けがしたら本当に死にかけた、なんて話もあるくらいだ。自在に夢を見る方法も考案されている時代に夢で死ぬなんてもはや自殺だよね。って、なんで自殺の話題に？」

　その口調は狩人かりゆうどが罠わなにかかった兎うさぎをからかうようで、野郎。存外に食えない奴だ。

「俺をコケにしたことを後こう悔かいさせてやる！」

　俺は盤に手を伸ばす。ところが場の緊きん張ちようを打ち砕くだくように、ツギハが隣から声。

「ウリセスさんおかわりくだ……あ、忙いそがしそうなんで自分でやります。坊ちゃまガンバ！」

「は？　お前早いぞ！　もう飲んだのかよ！」

「だっておいしーんれすもん」

「お前もうよせ。飲み過ぎだ。ていうかなんで呂ろ律れつまわってねえんだよ」

「えー……。坊ちゃま私まだ甘いの飲みたいですう」

　そしてソファにごろり。俺の足に頭を載のせて、ボンヤリとした表情を浮うかべる。

「お前さっきからほんといったいなんなんだ。これではまるで酔よっ払ぱらい……」

　…………。

「まさか」

　俺はテーブル上の、手つかずの自分のグラスを手に取る。一口飲むと、ミルクのまろやかさとそしてツギハの言うとおり確かに甘い。いかにも女子供の喜びそうな飲み口だが、これは……。俺はウリセスに問い質ただす。

「これはなんだ？」

　彼は隠かくし立てもせずに簡単に答えた。

「ああ、カルアミルクだけど？」

　なるほど酒である。俺は真下の間ま抜ぬけ面づらに声を荒あらげる。

「おいツギハ！　お前酒飲んでんじゃねえよ！　今度梅酒作るときに梅と一いつ緒しよにアルコール漬づけにするぞバカ」

「えーあれお肌はだピリピリするからいやれす」



　叱しかりつける俺の言葉は届かず、ツギハは何やらフニャモラ呟つぶやくと俺の膝ひざ枕まくらでくーくー寝ね息いきを立て始めた。……このポンコツが。

　まあいい。まあ、いい。うるさいよりはマシだ。それに今回は俺一人でなんとかするつもりだった。何も問題はない。俺は自分に言い聞かせるように呟く。

「おいウリセス。盤外戦術とはいい度胸だ。しかし甘いぞ」

　そして気を取り直して、次の一手。

　ピシッと盤面に打つとその瞬間、天てん井じようが壊こわれて破は片へんが俺の足元に落下してきた。それはドガンと派手に音を立て、俺の爪つま先さきを叩たたきつける。

「──痛っ！」

　……くはない。目の前の塊かたまりは本当に単なる幻影らしい。しかし……あまりにも心臓に悪い。ウリセスがくっくっくっと喉のどを鳴らす。

「楽しいね」

　全く楽しくない。

　次のウリセスの一手では、向こうの壁かべから無数の針が飛び出してきた。それらはものすごい勢いでウリセスを背後から貫つらぬき、俺は思わず目を背そむける。一方、彼は平気顔。当然だ。幻影なのだから。次の手では俺の背後に熊くまが現れ、その次の手では巨きよ大だい蟻ありが……。

　……十数分後。

「なんか疲つかれてるね、モントージ」

「……うるさい」

　俺は虚きよ勢せいを張るが、しかし彼の言葉通りだった。

　駒こまを動かすたびにマンモスが現れたり、吹雪ふぶきが吹ふいたり、床ゆかに穴が空いたりする。そのたびに俺はビクリと体をこわばらせ、精神が摩ま耗もうしていく。そこに浮かぶビジョンはリアルすぎて、偽にせ物ものとわかっていても体が勝手に怖こわがってしまう。しかも幻影は打った後も消えずに残り、部屋の中はゲームが進むほどに混こん沌とんの渦うずと化す。

　ウリセスは何が起きても微び動どうだにしない。このゲームに慣れきっているようだ。チェッカーの指し筋自体は決して鋭するどいものではない。彼に比べれば、マロンドの方が数倍強い。しかしなるほど、カナセが敵かなわなかったというのも頷うなずける。

　これは、完全に精神戦だ。

「……むにゃー坊ぼつちゃまー。私のカチューシャ盗ぬすんでどうするつもりですかー？」

　俺の膝の上でツギハは寝言。あまりに平和で、普ふ段だんなら鼻と口をふさいでやるところだ。しかし、今はそれどころじゃない。

　俺の手番。隕いん石せきが落ちてくる。俺は頭を抱かかえてうずくまる。ウリセスは動かない。ツギハはすやすや眠ねむり続ける。

　奴の手番。ドラゴンが目の前で吠ほえる。俺はうぎゃあと絶ぜつ叫きようする。ウリセスは動かない。ツギハは寝返りを打ち、よだれが俺のズボンに染しみこむ。

　俺の手番。ロケットランチャーが俺に向けてダダダッと放たれる。俺の心臓が震ふるえ上がる。ウリセスは動かない。ツギハは糸いと鋸のこでガラスをひくような勢いで歯ぎしりを始める。

　奴の手番。黄色い毒ガスが舞まい、盤ばん面めんを隠して部屋に充じゆう満まんする。俺は口元を押さえて目を閉じる。ウリセスは動かない。ツギハは吸引力の落ちない掃そう除じ機きのような高いびき。

　くそっ、イライラする。

　偽物だと理解しているのに、気づけばそれでも身体に痛みを感じている。髪かみが焦げている気がする。指先が痺しびれている気がする。ウリセスの言うとおり、人間は思い込みでいともたやすく傷つくらしい。しかし。しかし。

「もう、坊ちゃまは負けず嫌ぎらいなんですからー。でもそういうトコがかわいいれす……」

　ツギハがまた寝言を呟く。普段なら殺意を覚える内容だが、今ばかりは素す直なおに受け止めよう。まったくだ。

　俺は負けず嫌いなのである。

　ばしっ、と円い駒を、敵てき陣じんのいちばん奥へ俺は打ち込んだ。ウリセスは少しだけ眉まゆ根ねを動かす。俺は喉元に鎌かまを突つきつけるガイコツから必死に目を逸そらしつつ、呼吸を整え宣言した。

「成るぞ」

　チェッカーの駒は通常斜め前二方向に一マスずつしか進めない。しかし敵陣最さい奥おうに辿たどり着くとキングに「成る」ことができる。そうすれば前後斜め四方向にどこまでもまっすぐ進める。将しよう棋ぎの角行、或あるいはチェスのビショップと同じ動きだ。俺は今打った駒に、ウリセスから奪うばった駒をひとつ重ねる。これはキングに「成った」ことを示す形である。

「おお。ここまで攻せめてきた人は初めてだ」

　ウリセスはそれでもなお楽しそうに言った。その余よ裕ゆうに苛いら立だち、睨みつける。

「俺は負けるわけにはいかない。世界塔とうの守護者として、いや、それ以上に物部モノノベ家の跡あと取とりとして、さらにそれ以上に学生チェッカー二冠かんとして、格下相手のこんな茶番に翻ほん弄ろうされるわけにはいかない」

　俺の思いを背負うには余りにも小さな駒。しかし俺の全すべてを賭かけた一手。そんな一手にウリセスは初めての長考を見せ、

「……なるほど。確かにキミは僕より強い。このまま行くともうじきキミが勝つ」

　彼は足を組み直して、自分のグラスを一気に空ける。ガチリと音を立ててそれをテーブルに置くと、

「じゃあ、これならどうかな？」

　そう次の一手を指した。しかし何が来ようが、俺にもう恐おそれはない。勝ち筋は見えている。ここまで来たらあと二～三ビックリくらい、何が出ても耐たえ凌しのいでみせる。

　ところが。

　次の瞬しゆん間かん、俺の心臓がドクンと鳴った。なんだ……？　息が、苦しい。急に目が霞かすみ、体が呼吸を拒きよ絶ぜつしている。何が起きた？

　俺の変化に、ウリセスはふー……と長く息を吐はくと、静かに告げた。

「言ったろう？　幻げん覚かくは精神にも作用する」

　彼の姿が、視界の中で揺らめく。幻覚だと？　これが？

「今打った手は、キミに暗示をかける一手。さっきの一打からずっと部屋に充満しているこの黄色い『毒ガス』の効果を受けてしまう、という暗示をね」

「……笑えないな。ただの幻覚だと知っているのに暗示にかかる馬ば鹿かがどこにいる」

「でも、現に息苦しそうだよ？　まるで西武ドームを十周したあとみたいに呼吸が荒い。中国には一年に一回しか呼吸しないことで千年以上生きた仙せん人にんがいるらしいけど、それに比べると一分後にも死にそうだ。って、なんで仙人の話題に？」

　知るか。だがウリセスの言葉通り俺の額には汗が滲にじみ、そして呼吸がままならない。鼓こ動どうがどんどん速まっているのを感じる。

「──……ふざけ……る……な」

　喚わめこうとするも喉が掠かすれて声が出ない。このままでは本当にやばい。目がさらに霞む。輪りん郭かくのぼやけたウリセスが溜ため息混じりに笑う。

「惜おしかったね。もう指させないならゲームオーバーだ。なかなか楽しかったよ」

　……ふざけるな！

　こんなチンケな手で負けるものか。何かないか？　何か。周囲を見回す。視界が次し第だいにモノクロがかり、意識が朦もう朧ろうとしてくる。もうダメか？　と思ったが、そのとき。

　俺の目はある物を見つけた。それはカーテンの穴、窓の向こう。

「……ちょっと、失礼する」

　俺は立ち上がる。

「あいたっ！」

　ツギハが床に転がりゴンッと頭を打ったが、無視。口元を押さえ、這ほう々ほうの体ていで外へ。

　外はむわっと温ぬるい空気に油と埃ほこりの混じったようなきつい臭しゆう気き。この空気さえも毒に感じる。呼吸を止めながら、俺はカナセのもとに向かう。彼女は待ちくたびれていたのかタブレットＰＣでゲームか何かに没ぼつ頭とうしていて、俺を見るなり慌あわてて立ち上がった。

「あれ？　モントージさん。まだクリアしてないけど？」

「カナセ、それ貸せ」

「え？」

　キョトンとするカナセの返事を待たずに、俺は彼女のそれに手をかける。

「え？　あの、え？」

　困こん惑わく声を無視して、俺はそれを奪い取った。

「──うわっ、クサイ！　うっ……しみる！　目がしみる！」

　すぐに悲鳴にも似た声をあげ、その場にうずくまり顔を押さえるカナセ。

　そこに「我が慢まんしろ」と一言残して俺は身を翻ひるがえし、建物に戻もどった。

「あ、坊ちゃま。え……？　坊ちゃまれすか？」

　中に戻るとツギハがソファに寝ね転ころんでうとうと微睡まどろんでいた。お前自室ならまだしも、自由すぎるだろ。呆あきれる俺の前で、またもグラスをぐいっと空ける。

「おい。もう飲むなと言っただろうが」

「だってこれおいしいんですもん」

「そういう問題じゃない。もうやめろ」

　俺はグラスを奪い取る。ツギハは「えー？」と拗すねた顔を見せるが、ダラダラしたけりゃ非番の日にやってくれ。くつろいだ様を俺に見せるな。

　一方、ウリセスは戻ってきた俺の姿に驚きの表情を浮うかべていた。

「……参ったね、こりゃ」

　そうだろう。俺も、敵がこんな格好で現れたら困惑するしかない。

　カナセのガスマスク。それを被かぶって俺は戻った。嫌いやがるのを無理やり奪ったので多少申し訳なさはあるが、非常に性能はよい。さっきまで俺を蝕むしばんでいた毒ガスは全く少しも気にならない。

　俺は盤ばん上じようのキングを動かし、ウリセスの駒を一つ奪った。

　局面は明らか。もはやウリセスに攻める筋道はない。

「まだ続けるか？」

　投とう了りようを促うながす俺の問いに、彼は返事代わりに緩ゆるやかに首を振ふった。

　俺は盤を拾い上げ、宣言する。

「ということで、俺の勝ちだ。こいつはもらっていくぞ」

　胸むな元もとでペンダントが震える。見ると『やったね！　クエストクリアおめでとう！』のあの文字。まったく何もしていない。チェッカーを指して、ガスマスクを被っただけだ。しかしクリアはクリア、大人しく満まん悦えつに浸ひたるとしよう。

　ほどなくカナセが部屋に入って、俺の勝利を確かめた。チェッカー盤を見て、「うわっ！　仇かたきとってもらえた。ありがとう！」と嬉うれしそうに言う。

　その様を、ウリセスは全部の毛を刈かり取られたプードルのように無表情で眺ながめていた。

　一方。

「坊ちゃま、私あたまいたいれす」

　俺の背中に担かつがれて、呂ろ律れつの回らぬ調子でツギハが呟つぶやく。

「そうか。散々飲んでいたからな。死ぬんじゃねえの？」

「え？　そんな……私、死ぬならもっと坊ちゃまに尽つくしてからじゃないと……」

　殊しゆ勝しようなことを言いながら青ざめた表情。冗じよう談だんだ。戻ったら親父おやじにウコンでももらえ。

「ったく。せっかく俺だけでクリアできたのにお前なんで見てねえんだこのアホ」

「やだなぁ！　この目では見ておらずとも、わたぁし、いつでも坊ちゃまのことを案じておりますけん」

「なんでお前広島弁なの？」

「昨日……深夜に映画やってましたけんのう……」

　こいつすぐ影えい響きようされるよなあ。

「私は坊ぼつちゃまのお傍そばにいつまでもお仕えいたしますけん……ぐー……」

「そのうえアホだしなあ」

　口元をハンカチで押さえつつカナセが、その様に不思議そうに首を傾かしげる。

「なんでメイドさん酔よっ払ぱらってんの？」

「アホだからだろ」

　するとツギハは背後でむくりと顔を上げ、カナセに向かって口を尖らす。

「違いますー私はメイドですー」

「いや、そう言ったけど」

「ヘルパーでも家政婦でもハウスキーパーでも小間使いでもありませんー」

「いや、言ってないけど」

「ほっとけ。相手にするだけ無む駄だだ。それよりカナセ、お前も気分悪そうだな。とっとと戻ろうか」

　俺がその頭にガスマスクを返して言うと、彼女はタブレットＰＣを操作し始めた。これであとはゲートを出してもらって、それで終しまいだ。

「おいツギハ、いい加減起きろ。今日はまだ終わってないぞ。俺は学校、お前は仕事があるだろが。それにあれだぞ？　親父おやじの革かわ靴ぐつな」

　そう背中のそれをゆする。「フニャーモララー……」とうめき声が上がり、このポンコツが。まったくコイツは本当にあれだと溜め息をつこうとした俺だが、しかしそのとき急に背後の声こわ色いろが変わった。

「ムニャー……ニャ……な……坊ちゃま、これは？」

「あ？　なんだ？　どうした？」

　俺が振り向くと、彼女は慌てて俺の背を飛び降りて手を伸のばし俺を後ろに庇かばう仕草。さらに声を荒あらげて、

「坊ちゃま申し訳ございません！　私、なぜか寝ねておりました。ここは私がなんとかします。危険ですので下がってください！」

「は？　お前今度は何？　守り上戸？」

　呆れながらツギハの視線の先、ウリセスの方を見る。

　そして、彼女の妄ぼう言げんの意味を理解する。

　そういえばコイツ、今初めてこの部屋の状じよう況きようを『ちゃんと』見たんだよな。

　部屋の中、今の状況がどのようになっているのかというと。

　炎ほのおを纏まとい、氷を降らせ、雷かみなりを走らせ、巨きよ大だいな竜りゆうとマンモスと獅し子しの顔。さらに棘とげや鞭むちや、さらには戦車やロケットの固まったような、まるでサイボーグ化したスキュラのキメラのようなごちゃ混ぜの『何か』。それが俺たちを睨にらみつけている。さっきのチェッカー勝負で現れた様々な幻覚がそのまま残った結果、総集編みたいな状況になっているのだ。ツギハはそれに立ち向かい、その手には図ず鑑かんを構えている。俺は慌てて叫さけぶ。

「おいツギハ！　勘かん違ちがいするな。もう終わって──」

　しかしそれは間に合わず、ツギハは抱かかえていた図鑑を開いた。そしてその場にダラダラと喚き散らす。

『日曜の次の日で、火曜の前の日に。神の名と、物部五十六イソロクの功績のもとに、ええとなんだっけ、なんかそのふぇーフニャモラー』

　それはただの月曜日だろうが！　そのうえ酔っ払っているので呂律が回っていない。「おい！　ふざけてないでよこせ！」と俺は手を伸ばすが、しかしやっぱり能力発動に呪じゆ文もんの出来は関係ないようで、図鑑は青く光り出す。すぐにボワンと宙に何か変なのが。

　……いや、できるだけ正しく形容するのなら、でっぷりと太ってうちわを持った縞しま々しま模様の服のピエロ。狭せまい部屋に窮きゆう屈くつそうに身を縮め、

「──重い！　重い重い！」

　俺をふんのぼっている。それはゆったりとした口調で宣のたまう。

「おー、かわいらしいメイドさん。キミはボクに何して欲しいのかにゃ？」

「おいツギハ！　このデブをどかせろ！」

「あ、はい！　あの怪かい物ぶつをやっつけてくらさい！」

「おいツギハ、シカトすんな！　ご主人様が重いと言ってます！」

　しかし俺のあらゆることは無視されて、俺の背の上でピエロは「なあんだ」と笑い、

「おっけー！　ボクの風にまかしとき！」

　と声高らかに宣言する。脇わきでカナセがポン、と手を打った。

「なるほど換かん気きか。幻げん覚かくは空気中に投とう影えいされているんだから、この辺の空気を入れ換かえたら消えちゃうもんね」

　納なつ得とくしている場合か！　そういう状況じゃないだろう。もう終わったのに、なんで今いま更さら図ず鑑かんを使う。あと重い！　しかし止めるのも間に合わず、次の瞬しゆん間かん。

「いっくよーっ」

　うちわが振られ、ブオンと地鳴りのような音。鼓こ膜まくを割りそうな振しん動どうが耳をつんざく。

「キャッ──」

　カナセが耐たえきれずに吹ふっ飛び、そこらの壁かべに激げき突とつする。その壁も瞬またたく間にガラガラと崩くずれ、折れた板きれや土くれどもになってバランバランに吹っ飛ぶ。視界の隅すみに、灰色の景色ごと吹き飛ばす勢いの風がつむじを巻いているのが見える。けれども強風すぎてすぐに目をあけてすらいられなくなる。

　それからどのくらい経たっただろうか。多分一分にも満たない時間だと思うが、息苦しさがふいに消えて身が軽くなった。それで俺は風がやんだことを知る。止めていた呼吸を再開し目をあけると、

「ふう。なんかすっげーやりきった。そんじゃまったねー」

　ピエロは空にふわりと浮かんで額に流れる汗あせを拭ぬぐって、一仕事終えたような笑えみで手を振った。それはすぐに光と揺ゆれて、図鑑に吸い込まれる。ツギハの手の中の本は全部の光を飲み込んで、ひとりでにぱたりと閉じられた。

　俺は立ち上がり周囲を見回す。小屋は跡あと形かたもなく消え、あちこち崩れてビバップ・ジャズのように原形を留とどめていない。室内にいたはずの俺たちは広場の適当な場所にぽつりと佇たたずんでいる。カナセがガランと近くの瓦が礫れきから這はいだしてきた。ケホッと咳せき込んでいるが、ひとまず無事なようだ。ウリセスの姿は見えない。どこかへ飛ばされたか？

「あー……あいたっ！」

　ツギハが声をあげた。風に巻き上げられていたチェッカー盤がツギハの頭目め掛がけて落ちてきたのだ。カンッとコンクリの床ゆかに落ちたそれを、ツギハはつまみ上げる。「戦利品、戦利品」と大事そうに抱えるそいつの脇から俺は図鑑を奪うばい取って言う。

「ツギハ、俺がクリアしたんだからこれを使う必要はなかったろう！」

「え……でも坊ちゃま、坊ちゃまが危なかったです！」

「それはお前の勘違いだ！」

「で……でも」

「でもじゃない。だいたいお前、こんなことして俺の身に何かあったらどうする！」

　するとツギハはムッとした表情になり、

「は？　私がどうこうして坊ちゃまがどうにかなるわけないじゃないですか！　坊ちゃまはそんなにへっぽこなんですか？　あ、そーですね、へっぽこかもしれないですね！」

「なんだと？　うっさいボケ！」

　俺はツギハにチョップをかます。カナセが慌あわてる。

「ちょっ、前から思ってたけど、女子に手をあげちゃダメだけど！」

「暴力は振るってない。チョップだけだ」

「いやなんでチョップは暴力に含ふくまれませんみたいな感じなのかわかんないけど」

　そうカナセが首を捻ひねる脇で、ツギハは「うぐっ、坊ちゃまなんか……」と涙なみだ目めになり、やり返そうと思ったか拳こぶしを握にぎる。「うぅ……うぅ……」、そして踏ふみとどまる。

「ん？　お前、俺に手をあげようとしたか？　そんなことしたらクビだぞ？　お前の代わりなんぞいくらでもいるんだぞ？」

　なじる俺に、目に涙を溜ため込むツギハ。やがて彼女は両手を同時に振ふりかぶると、

「う……う……坊ちゃまのバーカ！」

　俺の両りよう肩かたにモンゴリアン・チョップを叩たたき込んだ。俺はズコンと釘くぎのように地面にめりこむ。

「てててめえ、この野や郎ろう！」

「チョップは暴力じゃないもん！」

　そうツギハは後ろに飛び退のき、チェッカー盤ばんを盾たてのように構えて怯おびえる。

「お前のチョップが暴力じゃないなら警察いらんわ──あ、足抜ぬけねっ、カナセ助けろ！」

　そう振り向く俺だが、しかしカナセの視線の先は俺でなくツギハ。さてはコイツら女同士で同盟組む気か？　と、

「あ、え？」

　カナセはツギハを凝ぎよう視ししたまま場にそぐわない驚おどろき声をあげた。

「え？」

　次いでツギハも怪け訝げんな声で、視線を自分の手元に落とす。「カナセ、報ほう酬しゆう出すから助け──」と言いかけて、俺も気付く。

　ツギハの手元に異変が起きたことに。俺は叫ぶ。

「あ、おい！　お前何だそれは？」

　ツギハの構えるチェッカー盤が、モザイクがかったように急にぼやけだした。そして、そのまま溶とけるように。

「え？──あれ？」

　消えた。

　ツギハが今の今まで手にしていたチェッカー盤が跡形もなくなってしまった。

「何だツギハ、何をした？」

「い、いえ私は何も……」

　慌てふためく俺とツギハ。これは何かが起きているぞ、また幻覚か？　と、そう思った俺の思考に合わせたように上空にすっと黒い影かげが過よぎった。

　見上げると、灰の空に顔を覗のぞかせているのは──。あまりにも巨大で、どこかで見た覚えのあるもの。

「あれは……」

　間ま違ちがいない。最初のクエスト、空の欠けただだっ広い草原で見た巨きよ人じんの姿がそこにあった。たしか《ジェントル・ジャイアント》といったか。

　そいつはこちらを見み据すえるように、フェンスの向こうに立っている。遠近感がデタラメで、まるでこの《バーニング・ダウン・ハウス》の外側から俺たちを覗きこんでいるようだった。

　カナセが俺の傍かたわらで髪かみの毛をぐしゃっとかきむしる。

「あちゃー。やられたか！」

　ジェントル・ジャイアントはその手にクロッケーの槌つちを持っていて、それをおもむろに真横に振りあげた。

「カナセ、どういう意味だ？　俺たちは攻こう撃げきされるのか？」

「ジェントル・ジャイアントは今、世界塔とうの外に立っているわ。あの姿は、それが投影されているだけだけど。攻撃はされないけど、モントージさん」

　そして頭を抱えながら、

「とりあえず何かに掴つかまって！」

　カナセの言葉の終わりを待たず、ジェントル・ジャイアントは俺たちのいる広場の遥はるか下の方をめがけて槌を──。

「世界塔が、打たれる！」

　カナセが叫ぶ。何かに掴ま──間に合わない。俺はその場に身を屈かがめる。

　槌はサイドスイングで俺たちの方へ一気に叩きつけられ──それは想像するに、まるで達磨だるま落としの要領で──。

　──ズッ。

　ジェントル・ジャイアントは槌を思いっきり振り抜いた。

　──コーンッ。

　広場がぶるりと横に揺れ、俺は丸まったアルマジロのようにその場に転げる。転げた拍ひよう子しに視線は反対側へと流れる。すると目に映ったのは、ものすごい勢いでどこか遠くへすっ飛んでいく塊かたまり。その外がい壁へきに見覚えがある。漆しつ喰くいと煉れん瓦がと──それは世界塔のワンフロアそのものではないか？　あまりのスピードで遥か向こうへ飛んでいき、そしてすぐに見えなくなった。

「なっ──？」

　それから今度は地球ごとつまみ上げられて上から手を離はなされたみたいにズンッと大地が揺れ、俺たちは全員広場の上で転こけて転がる。もともと地べたに伏ふせ転がっていたツギハはその辺の瓦礫にコロコロガンッと打ち付けられて、頭を抱えていた。

　やがて、地鳴りの収まったのを確かく認にんして俺はおそるおそる立ち上がる。振り向くと、ジェントル・ジャイアントの姿はもう消えていた。

「おい！　今のはなんだ！」

　膝ひざ頭がしらをさすりながらカナセは「いてて」と立ち上がる。「今のは……」と口を開くが、それを遮さえぎってピピピッと電子音が響ひびいた。

「あ、電話」

　カナセは抱えるタブレットＰＣに視線を落とし、操作するとその液えき晶しよう画面を俺に向けた。映っていたのは炬こ燵たつ女だった。

「……やられたよ、御おん曹ぞう司し」

　彼女は珍しく明らかに苦く渋じゆうに満ちた溜め息と共にこのように俺に告げた。

「別の守護者にクエストを横取りされた……」



　　　　◇



「つまりね。ウリセスの奴やつが別の守護者と結けつ託たくしてたんだ。全然気付かなかった。ちくしょうあの豚ぶた野や郎ろう。私がまだ尖とがってた頃ころならぶった斬ぎってやったのに！」

　タブレットＰＣの中で嘆なげき顔の炬燵女が頭を抱かかえてぶんむくれる。

「というかお前、別の守護者って何だ？　俺以外にもいるのか？」

「え？　そりゃいるよ」

　聞いてないぞ──。と叱しかりつけようとしたが、そこでまた地じ響ひびき。「わっ」とカナセが虚きよを衝つかれてタブレットＰＣを床に落とす。バリンと液晶にヒビが入ったのが見えた。

「二次崩ほう落らくか」

　コンクリート敷じきの床がバガングランと崩れる。カナセは水道管と思おぼしきパイプにしがみついて落下を免まぬかれ、ずるずると下へ。俺は急な足場の喪そう失しつに足を空回りさせながら落ち、しこたま背中を打ってもんどりうつ。ツギハは頑がん丈じようなのが幸いしたか、床にうずくまった姿勢のまま文ぶん鎮ちんのようにズドンと落下。その拍子に奴のポケットからケータイが飛んできて、それは床をのたうち回る俺の眉み間けんにザクッと命中。俺は更さらに床をのたうち回る。

「背中いてぇ！　あと額が痛い！」

　そんなふうに服が埃ほこりまみれになるほど転がり、回復し起き上がるまでに数分を要した。

「ここは──？」

　見回すと、広場の下にはフロアが広がっていた。カナセが咳せき払ばらいして言う。

「私たちのいたのは屋上だけど。この建物はすり鉢ばち状になっているわ。もともと『地じ獄ごく』のサンプルだったから」

「地獄？」

「堆たい圧あつ地獄といって、罪人を谷に挟はさんで押し潰つぶしたり、すり鉢に入れて磨すり潰したり、上から岩を落として叩き潰したり、あと潰したりするんだけど。もう使わなくなったので封ふう鎖さして、そこに人が住み着いているのがこの《バーニング・ダウン・ハウス》なの」

「よくそんな場所に住もうとする奴がいるな……」

　俺の驚きに答えず、タブレットＰＣを拾い上げて操作しようとする彼女。しかし落としたときに壊こわれたらしく、がっくりと肩かたを落とす。俺は床に転がったツギハのケータイを拾いつつ、その背中に問う。

「確認させろカナセ。要するに俺はクエストに失敗したってことか？　あのウリセスの罠わなにかかって」

「そのとおりだけど……ただ、ウリセス氏はそういうことを思いつくタイプじゃないから、彼は単に唆そそのかされたんだと思うけど」

　俺の頭に、さっきすれ違ちがった外国人の男が過よぎる。

「……野郎。俺に一度勝ったとぬか喜びさせてから叩き落とすとは、いい性格だ」

「たぶんだけど、敵は我々に図ず鑑かんを使わせたかったんだと思うけど。もし乱入されてチェッカー盤を奪われても、私たちに図鑑が使える状じよう況きようならきっと取り返すことが出来たから。私たちの絵空図鑑アニマ・コレクテイブはとても強力。だから一回だけっていう制限がついているの」

　俺はフロアの隅すみで向こうを向いて体育座りしているそれに言う。

「おいツギハ、聞いたか？　お前のせいだぞ」

「──あ、モントージさん。私そんなつもりで言ったんじゃ……」

　慌てるカナセを制し、ツギハに向けて「何とか言え」と声を荒あらげる。すると彼女、

「……はいはい。……はぁ……」

　そう溜め息。

「お前、なんだその態度は」

「知りません。坊ぼつちゃまだっていっつも勝手なことしてメイド長に叱られるくせして」

「お前、拗すねている場合じゃないだろう。俺たちは出し抜かれたんだぞ」

「そうですか。でも坊ちゃまだっていつもマロンド様をだまくらかしてからかっているじゃないですか。罰ばちが当たったんじゃないですか？」

「お前、いい加減に──」

　俺がさすがに苛いら立だってツギハを睨にらみつける。そのときカナセが何かに気づいたように「あっ」と声を漏もらした。続けて天てん井じようの穴に向けて叫ぶ。

「ウリセスさん！　これは明確なルール違い反はんなんだけど！　別の守護者に肩かた入いれするなんて、懲ちよう罰ばつモノだけど！」

　その言葉に俺はツギハを放置して上を見あげた。灰色の空が覗く天井の穴。そこからひょっこり見下ろすように、ウリセスが顔を覗かせている。奴は言う。

「悪かったね。けど……」

　そして、どう表情を作るか迷ったように顔を曇くもらせると、儚はかなげな声こわ音ねで笑った。

「僕は、エレンディラに会いたかったんだ」

　誰だれだそれ……いや、覚えている。さっきの写真の女性だ。

「その女と俺たちになんの関係がある」

「彼女は僕を置いてどこかへ消え去ってしまったんだ。ずっと一いつ緒しよにいると約束したのに。僕が助けてやったのに。僕はずっとそれを捜さがしている。なのに彼女は戻もどらない」

「質問の答えになっていない。馬ば鹿かにしてるのか？」

　苛立ちを隠かくさぬ俺だが、脇わきでカナセが俺の憤ふん慨がいを落ち着かせるように冷静に割り入る。

「ウリセスさん。もしかしてあなたはその彼女……あなたを裏切って姿を消した彼女を見つけ出すという取り引きで、あの守護者にチェッカー盤ばんを渡わたしたってこと？」

「見つけ出す、というのは違うかな。だって彼女はもう見つけたから。ひと目見て確信したよ」

「というと？」

　首を傾かしげるカナセに、ウリセスはスッと見下ろすフロアの片かた隅すみを指さしてみせた。

「そこにいるじゃないか」

　ウリセスと、俺と、カナセ。三つの視線が一点に注がれる。それは部屋の隅、体育座りでふて腐くされているメイドだった。彼女は自分が指さされたことに気付いた様子で、ピクリと肩を震ふるわせる。

「は？　お前何を言っている。コイツはウチのメイドだ。十年も物部家に仕えているんだぞ。それがなんでお前なんかと懇ねんごろになっているんだ。少しは考えて物を話せ」

「どうかな。世界塔に、外の時間の流れは関係ない。キミの記き憶おくの十年間なんて何の意味もない。だろう？」

「おいツギハ、こんなオッサン知ってるのか？」

　振り返って問い詰つめると、ツギハは向こうを向いたままで、

「存じ上げ……知らないもん、知るわけありません。まったく坊ちゃまは私の主人のくせにそんなこともわからないんだから」

　ぶっきらぼうに返事をした。今はそんなときじゃないだろうに。まあいい。俺は再度ウリセスに目を戻し、肩をすくめて言う。

「おいウリセス、聞いての通り人ひと違ちがいだ。悪いが他ほかを当たってくれ」

　しかし──。

「いや、だめだね」

　ウリセスは声こわ色いろを重く変えて答えた。さっきまでうつろだった表情は冷れい徹てつに固まり、恬てんとした目で俺たちを見下ろしている。

「彼女はそっくりだ。だから彼女に違いないんだ。思い出せないなら、思い出すまで傍そばにいてあげなくちゃ」

　何言って──。

「きゃっ！　え、何……？」

　俺がウリセスに怒いかりを叫さけぼうとしたそのとき、遮さえぎったのはまたもカナセの声。反射的に振り向くと、目に映るものは──。最初、俺は自分の目が霞かすんだのかと思った。

「なんだ……？」

　驚おどろきの目を向ける俺の前で、ツギハの周囲の空気がうやうやっと靄もやのように蕩とろけている。次し第だいに靄はたくさんの四角いモザイクを形作ってツギハを包み、ツギハの服の深い紺こん、髪かみのつややかさ、肌はだの白さを残したモザイクが、もう一度景色に溶とけはじめる。

「──えっ？」

　ツギハの虚を衝かれた声が宙に舞まう。額に汗あせが滲にじみ、俺は慌あわてて手を伸のばす。

「ツギ──」

「坊ちゃま──」

　ツギハもその手をこちらに伸ばすが、しかし一転、何かに戸と惑まどうように手をひっこめた。

　すると無情、彼女の手もまたすぐにモザイクとなり、溶けて、そして──。

　二人の手はかすりもしないまま、ツギハは俺の視界から消えた。

「ツギハ！」

　叫ぶも、そこに彼女はいない。「ツギハ！」、もう一度叫ぶも、俺の声は冷たくなったツツジの花が零こぼれ落ちるときの無機質さを残して場に消え去るのみ。瓦が礫れきだらけの薄うす暗ぐらい世界。ツギハの身体からだはその深い深い灰色に混じるように消えてしまった。

　見上げれば、ウリセスの姿もどこにもない。

「おいカナセ！　どういう──」

　声をあげながら、俺は視線を反対側に戻す。そして、さらなる周囲の変化を知る。そういえば急激に身体から汗が噴ふき出てきたが、これは緊きん張ちようのせいではなくこのせいか。

「あわわわわっ火が……」

　カナセが慌てて右往左往している。その言葉通り、俺たちのいるフロアはいつの間にか一面炎ほのおに包まれていた。バチバチと音を立てて、瓦礫を燃やし、空気を焦こがしていく。黒い煙けむりが周囲を包み、鼻び孔こうをいやな臭においがくすぐる。「逃にげ場は──？」、俺は辺りを見回すが、ドアはなく外へ繋つながるのは天井の穴のみ。しかし、そこへ登る足場となるような手がかりはない。

「どうしよツギハさん、どうしよ、ていうか火！　熱い、どうしよう……ああ、ＰＣないから逃げようにもゲートを開けない！」

　カナセは目め一いつ杯ぱい狼狽うろたえている。「落ち着け、カナセ」と言う俺も、混乱する。状況に対して冷静にみつめる事が出来ない。必要な行動を見み極きわめる事が出来ない。

「カナセ落ちつけ。ＰＣ以外に道具はないのか？」

「あ、そうだモントージさんさっき──」

　と、彼女を遮って別の声がした。

「まあそう慌てるなって」

　俺とカナセ、声の方に振り向く。一ひと際きわ強い炎を背にして、男が立っていた。

「よう。《挑ちよう戦せん者》」

　背は高く、年は俺よりいくらか上か。中米系の顔つきでやけに整っている。そしてやはり、先程ウリセスの部屋のドアの前ですれ違った男だった。

「しかし熱いねー」

　チェッカー盤でヒラヒラ顔を扇あおぎ、余よ裕ゆうを見せて呟つぶやく男。「当たり前だ。炎に包まれているのだから」と俺は返すが、虚きよ勢せいは巧うまく隠せているだろうか。

「そう怖こわい顔すんなって。いや本当、図鑑使わないで勝たれたときは内心焦あせったよ」

「なんだお前は。なんの用だ？」

「何って、挨あい拶さつだよ。もう何年も前からこのときを狙ねらっていたんだ。監かん視ししたりスパイ送り込んだり、色々手を尽つくしたんだぜ。アンタのことはなんでもお見通しだ。今日ここにいることも。あ、俺からのプレゼントは受け取ってくれたかい？」

「知るか。見てわかるだろう。俺たちは今忙いそがしいんだ」

「そう言うなよ」

　男は笑い始める。その乾かわいた声は赤い炎に飲まれることなく耳みみ障ざわりに響ひびく。やがて男はおかしそうな表情を残したまま、炎に手をかざしてこう言った。

「この状況、ちょっと予定と違うんだ。ここでアンタが焼け死んだら、それこそルール違反で俺の立場が危あやうくなる。まったく許してくれよ。あのオッサンがここまでするとは思わなかったんだ」

「……お前、ウリセスとどういう関係だ？」

「ん？　無関係だよ。今回限りの共犯者さ。アイツはあの子を手に入れたい。俺はアンタの邪じや魔まをしたい。条件が一いつ致ちしただけだ」

「なんでお前は俺の邪魔をする？」

　すると男は肩かたをすくめて、苦笑いを浮かべた。

「アンタの親父おやじには何度もこっぴどくやられていてね。世界塔の中で俺の身体能力だって相当強化されているはずなのに、あのオッサンには子供みたいにあしらわれたよ。それがこないだ引退したって聞いてさ。だから息子むすこのアンタに仕返ししてやるかと思って」

　そう溜ため息。さらに、

「って、喋しやべり過ぎか俺。そろそろ逃げないと熱いし煙けむい。帰ってプールで泳ぎたい」

　男はチェッカー盤を脇に挟はさみ、その手のひらにルービック・キューブを取り出した。怪け訝げんに見つめる俺の前、慣れた手つきでカチカチ回し始める。

「なんの茶番だ？」

「特別サービスだよ。アンタに与あたえられているのがその《図ず鑑かん》なら、俺のはこれだ。二つの地点を入れ替かえる」

　カナセが叫ぶ。

「モントージさん！　まわりを……」

　言われるままにあたりを見ると、炎と煙に巻かれる中でバチバチバチとシールでも貼はり付けられるかのように俺とカナセのまわりがどんどんモザイク化している。これはさっきのツギハと同じ──。

「俺はキリコ。また会うこともあるだろう。そんときはよろしく」

　視界の塞ふさがれ行く中で、男の声は最後まで余裕げに響いた。



　　　　◇



　モザイクが解けると、そこは狭せまい廊ろう下かだった。

　さっきの場所とはいくぶん様相が異なる。西洋の古びたアパートメントといった趣おもむきで、人の気配はない。

「たぶんさっきのとこと同じ建物だとは思うんだけど……。ここ、住んでいる人たちが好き勝手改造しているから私も中の構造がよくわからないのよね」

　カナセが不安げに呟いた。

「……なんにせよ、奴やつはただ俺たちを逃がしたわけではなさそうだな」

　キリコといった。見知らぬ男。俺の親父を知っている男。何を考えている。

　細くて静かな廊下を歩いて行くと、突つき当たりにドアがひとつだけあった。

「モントージさん、ドアあるけど……」

　そうだな。俺はひとつ唾つばを飲み、ある種の確信を持って……つまり、それが罠わなだろうと何だろうと開ける以外に道はない、という確信を持って、ノックもせずにその扉とびらを開いた。

　それはたくさんの財宝に囲まれた雑然とした部屋だった。天鵞絨ビロードのカーテン、白鳥の湖を描えがいた絵画、雪花石せつ膏こうの天使像、金の籠かごに入れられた雄おん鶏どり……ペルシャ絨じゆう毯たんの敷しかれたその中央で、ウリセスがカウチソファに身を沈しずめてこっちを見ていた。

「来るかも、とは思った。ま、外の人間はいつも裏切るから」

　ゆったりとした口調で、いつかのように俺に着席を促うながす。俺は無視して問い詰める。

「おい。そいつを返せ変態野や郎ろう」

　彼の隣となりには、ツギハが項うな垂だれていた。身体をロープ……いや、それは無数の人間の手のように見える……でぐるぐる巻きにされて、気を失っているようだ。

「僕が彼女と出会ったのは、彼女が砂さ漠ばくのテントで奴ど隷れいみたく働かされているときだった」

　ツギハの髪かみを撫なでながら、ウリセスは話し出す。

「エレンディラを働かせていたのは彼女の祖母で、僕はエレンディラが可哀かわい相そうだった。ある日彼女は僕に言ったんだ。もしおばあちゃんを殺してくれたら、あなたとずっと一いつ緒しよにいるって。だから僕はそれを信じてさ、あの太った老ろう婆ばにナイフを突つき立てたのさ。なのに彼女は、エレンディラはその瞬間、一人でどこかへ走り去ってしまった」

　その口調は淡たん々たんとしていて、他人ひと事ごとのようですらある。

「でもいいんだ。ずっと裏切られたと思っていたけど……ようやく再会できた」

「そいつはエレンディラじゃない」

　しかしウリセスは退たい屈くつそうに首を振ふり、つまらなそうに答える。

「いいや。そんなことはどうでもいいんだ。こんな話は知ってるかい？」

「知ってるぞ」

「まだ話してない。いいかい？　それは死体の話だ」

　落ち窪くぼんで疲つかれた瞳ひとみを伏ふせて、彼の話。

「ある日、海岸にひとつの水死体が打ち上げられた。それは見知らぬ男だったが、死体を見た漁村の人々は皆みな、そのあまりの美しさに心を奪うばわれた。それで彼らは勝手に死体に名前をつけ、死体の生前の生活を想像したんだ。背がとても高かったので、普ふ通つうの椅い子すでは小さくて不便だったろう。優やさしそうな眉まゆをしているので、きっと母親思いだっただろう。なんてふうにね。ほどなく村人は死体の葬そう式しきを勝手にしめやかに行った。そのとき、参列者の誰だれもがその死体の死を嘆なげき悲しみ、生前の彼の勤勉さ誠実さにまつわる話に花を咲さかせた。今でも皆の心の中には、在りし日の死体の思い出がいきいきと宿っている」

　そしてひとつ長い息を吐はき、視線をあげた。

「……って話」

「何が言いたい」

「つまりね。大事なのは、彼女が誰かじゃない。僕にとって彼女が誰に見えるか、だ」

「勝手を言うな。お前に……いや、誰にもそれを決める権利はない」

「確かにそんな権利は誰にもない。だったら僕が決めても問題ないさ」

　ウリセスはそうからかうように応じた。ダメだコイツ話が成立しない。俺がその確信を得たとき、

「……うーん……あれ？」

　ツギハが椅子の上で目を覚ました。周囲をキョロキョロと慌てて見て、すぐに状じよう況きようが異常であると理解したのか立ち上がろうとする。しかし、その身体は無数の手に捕ほ縛ばくされて身動きが取れない。

「あれ？　え？　私なんでこんなになってるんですか？　なんで私、羽は交がい締じめ？」

　深刻な状況を台無しにする暢のん気きな大声。

「え？　ひょっとしてウリセスさんとバトってる最中ですか？　なんで？」

　ビックリ声のツギハに、ウリセスは屈かがみ込んで言い聞かせる。

「今日からここがキミの部屋だ。待っててね。もうすぐ終わる。いや、始まる」

「え？　私売られちゃったんですか？」

「いや、売られたわけじゃないんだけど……」

「じゃあトレードですか？　何と？　何関係の商談ですか？」

「いや、そういうわけでも……」

「私、無む償しようで奉ほう公こうに出される立場ではありませんよ！　メ学の異文化交流マニュアルにも定められてます！」

　状況を微び妙みようにうまく飲み込めていないらしく、ツギハはウリセスと噛かみ合わない会話を繰くり広げる。あのアホ、本当に緊きん張ちよう感かんのない奴だ。俺はひとつ咳せき払ばらいして言う。

「話を戻もどすぞウリセス。ツギハも起きたし、そろそろ返せ」

「だから、出来ないって」

　俺の言葉にウリセスは、呆あきれと苛いら立だちを滲にじませながら呟いた。

「モントージ。だいたい彼女はキミのものだなんて、一体誰が決めたんだい？　それこそキミの傲ごう慢まんだろう」

　その一言は、俺の身体からだを衝しよう動どう的に動かした。

　もう我が慢まんならん。「うるさい！」と声を荒あらげ、俺は激げき昂こうの勢いでウリセスに飛びかかる。ありったけの怒いかりを拳こぶしに込める。そいつが俺のものであることなど考えるまでもない。俺のものを奪おうとしたことをトコトンまで後こう悔かいさせてやる──。

　……しかし。

　拳はウリセスの顔面にあと数センチのところで届かなかった。

「……くそっ、身体が……」

　動かない。

　俺の身体は無数の手によって搦からめ捕とられ押さえつけられていた。床ゆかから生える、何もない空間から伸のびる、男女入り交じった手、手、手。ウリセスは雁がん字じ搦がらめの俺に、ポケットからたくさんのチェッカーの駒こまを取り出して見せた。

「盤ばんがなくても駒さえあれば僕は自由に幻げん影えいを生み出せる。たくさんの手でキミを押さえつけることも出来るし、ナイフを呼び出してキミの脇わき腹ばらに突き立てることも簡単だ。だから僕の門かど出での邪魔をするな」

　ウリセスは場に立ちすくむ俺たちに向けて呪のろいのような笑えみを浮うかべたかと思うと、駒の一つを指先でピンと弾はじいた。

　俺の身体がふわりと傾かたむき、蹴けり飛ばされる小石のように吹ふっ飛んだ。なんだ──と声をあげる間もなく、直後に壁かべに叩たたきつけられる。「ぐぅっ」と肺から空気が漏もれる。まるで前方から見えない壁が迫せまってきてそれにはね飛ばされたような感覚だ。俺は無様に、絨毯の上に転がる。

「坊ぼつちゃま！」

　ツギハが喚わめく。それを宥なだめるように手で制し、ウリセスが俺に向かって言い放つ。

「大人しく帰るなら何もしないよ」

「ダメだ！　ふざけるな」

「ふざけてないって」

　俺を掴つかむ無数の手が、一つの大きな塊かたまりとなって俺の腹部を殴おう打だする。横おう隔かく膜まくが悲鳴をあげて、俺はその場にもんどり打つ。服のポケットから、中身が散乱する。すぐに再び無数の手が、転がる俺の身体を簀す巻まきのように縛しばり付ける。

「坊ちゃま！」

　そんな、為なす術すべなく転がる俺を見て、ツギハが身を乗り出して喚く。

「坊ちゃま、私、いつもご迷めい惑わくばかりかけて申し訳ありません。あの、ですから……私なんていない方が──」

　そんなアホなことを、涙なみだ目めで大声で。まったく。

「ダメだ！」

「でも、私が残れば解決です！　私、どんなお家でもけっこうへっちゃらです！」

　だからダメだまったくいつもこいつときたら。お前が何を望もうと、お前は俺のメイドだ。手放すわけはない。

「関係ない！　これから俺がカッコよくお前を助けるのだから、少し黙だまってろ！」

「でも……」

「お前は俺のメイドだろうが！」

　お前はいつもそうだ。肝かん心じんなときに自分を犠ぎ牲せいにする。

　十年前を思い出す。一いつ匹ぴきだけ新顔の警備犬。まだしつけが行き届いていなくて、気安く近づいた俺を不ふ審しん者と判断して襲おそいかかってきた。そのとき、咄とつ嗟さに割って入ったのが──猛もう犬けんから身を挺ていして俺を助けてくれたのが、ツギハだった。ツギハの身体に噛み付いた犬の太い牙きばがボキリと折れて、コイツはなんて頑がん丈じようなんだと驚きよう愕がくしたものだ。

　そんなコイツを、俺は──。

「いいか！　誰が何を言おうとお前は俺のだ。誰が邪じや魔ましようと、俺はお前を──」

「坊ちゃま……」

「もっといびりたいんだ！」

　無機質な部屋に俺の叫さけびがこだました。

　カナセがぼそりと呟つぶやく。

「……えぇー……」

　ツギハが応こたえて叫ぶ。

「嬉うれしいです！」

「……えぇー……」

　ツギハはくるりと横に顔を向け、今度はウリセスに喚く。

「ウリセスさん！　ということで、私やっぱりお屋敷に帰ります！」

　ウリセスが呆れて呟く。

「だからダメだって」

「あの、ただでとは申しません。坊ちゃまを痛めつける代わりに、気の済むまで私をいじめてください！　私、そういうのは得意です！」

「いや、だから話聞いてた？」

　ツギハのペースに乗せられて、ウリセスは弱ったように苦笑いを浮かべている。その脇わきで俺の頭は空転する。何かないか？　何もない。いや探せ。何かあるだろ。無茶言うな。そんな都合のいいものなどあるわけ──。

　そのとき。

　無様に寝ね転ころがる俺の指先に、それが触ふれた。これはなんだ？　四角くて硬かたい、何か。さっきポケットから零こぼれたやつのひとつだ……と思う瞬しゆん間かんに、頭の中に思い出される。

　これは。なんという幸運か。

　ウリセスが、呆れ顔で俺に向く。

「おいモントージ、キミの教育はいただけないな。俺のエレンディラが単なるバカだ」

「まったくだな。躾しつけ直さなければいけない。しかし」

　俺は指先を伸ばし、それを押した。

「ウリセス。俺を放置してバカの相手をしていた、それがお前の敗因だ」

　炬こ燵たつ女からもらったガラクタ、《ナワヌケール》のスイッチ。

　即そく時じ、俺の身体を縛り付けていた無数の手が、突とつ如じよ死んだようにバラバラとほどけた。ツギハも同様。なるほど、ふざけた名前でもさすがは神の道具か。本当に縄なわという縄から抜ぬけられる。俺とツギハを縛り付けていた枷かせは全すべて消え去る。ツギハが慌あわてて立ち上がり、俺の方へ。ウリセスは意表を突つかれたのか呆ぼう然ぜんの顔。その顔に俺は飛びかかり、思い切り右の拳を叩き込んだ。ドガンと鈍にぶい音と感かん触しよく、ウリセスは頭からソファを転げ落ち、傍の鳥とり籠かごにぶつかって派手に音をあげて倒れる。

「坊ちゃま！　ありがとうございます！」

　解放されたツギハは俺にかけよってくる。まだ早い。が、これで形勢逆転だ。

　さあ。俺を虫のように這はいつくばらせやがって。この仕返しはフニャ億倍にして返してやる。立ち上がろうとするウリセスをもう一発殴りつける。自分の身の自由さに思わず笑いがこみ上げてくる。

「フハハハハッ！　ウリセス！　お前は愚おろか者だ！　さあ！　今度は俺の番だ。今こそ悔くい改めよ！　ばあや仕込みの格かく闘とう術を見せてやるわ！　ボコボコに殴る蹴るのあと、泥どろのようになったお前が床と一体になるまで深くて深い土下座をさせてやる！」

　カナセが「まるでモントージさんの方が悪役みたい……」と呟いたが、知るか。俺は全力で戦うしか知らない身だ。さあウリセス立ち上がれ。そして俺の拳ですぐ沈しずめ。

　ところがウリセスは顔を腫はらしつつも不敵な声。

「モントージ。そのくらいは織り込み済みだ」

　そして直後。

「──わっ！」

　ツギハが驚おどろきの悲鳴を上げる。同時に俺は、自分の身体ががくんと体勢を崩くずしたのを感じた。

「モントージさん！」

　カナセが叫ぶ。その理由にはすぐに気づく。

「床が──？」

　またか！　そう思う俺の眼下、部屋の床が一いつ瞬しゆんにして姿を消した。正確にはソファの下に敷しかれていた絨じゆう毯たんだ。それが突然姿を消して、俺たちの足元は何もない空間になって重力により真下に引っ張られる。絨毯の上にいた俺とツギハはバラバラと、財宝や調度品と共に落下する。離はなれていたカナセは落下を免まぬかれたようだ。それは良かったが、これではウリセスだって……と視線を向けると。

　同じく落下中のウリセスが、チェッカーの駒を指先でピンと弾いた。するとそれは闇やみの中で鱗うろこを持った巨きよ大だいな怪かい鳥ちようの姿を形作り、ふわりと舞まうとウリセスをその背に乗せる。

　彼は落ち行く俺とツギハを見下ろして叫ぶ。

「この部屋は僕の支配下だ。こんなこともあろうかと！　椅い子すも！　絨毯も！　『幻影』だ！　その下は何もない闇だ。どこまで深いか僕にもわからん！　二人仲良くどこまでも落ちろ！」

　その声はもう遥はるか上の方。俺たちは彼の言葉通り、真っ暗な穴の深くへ落下していく。「ああ、最初からこうすりゃ良かった！　エレンディラは死んだんだ！　僕を捨てて逃げた罰ばつだ！　これで僕は解放される」とウリセスの愉ゆ快かいそうな声が聞こえる。本当に自分のことしか考えていない奴やつだ。

　しかし……これは本当にまずいな。俺は闇の中で周囲を探さぐり、手を伸ばす。

「ツギハ、いるか？」

「はい！　坊ちゃま！」

　すると俺の手を柔やわらかい体温が包んだ。

「ここにおります！」

「そうか。お前だけでも何とかしてやりたいが……」

「とんでもない！　どこまででもお供します！」

　ツギハはためらいなく言って、俺の手を握にぎる力が強くなる。……まったくありがたいことだな。この状じよう況きようで、意味も分からずどこともつかぬ闇の中を落下している状況で、恐きよう怖ふなど微み塵じんも見せず──。

　しかしそれはよろしくない。世界塔とうの守護者は俺で、お前は単なるお付きのメイドだ。俺がこのままどこまでも落ちていくのは立場上やむなしとしても、お前までそれに付き合う必要は無い。何か方法はないものか。落ちていく徒つれ然づれに考える。炬燵女はたしか、俺の存在そのものと引き替かえに図ず鑑かんの封ふう印いんを解放する裏うら技わざがあるとか言っていた。それを使えばツギハだけはなんとか出来るかもしれないが……しまったやり方を聞いてない。勉強になった。何につけても情報は仕入れておくべきだ。って、もう遅おそいか。世界に充みつる自分には成れなかった。まったく親父おやじに合わせる顔がないな。それに、来年のツツジ園を見ることができないのが心残りだ。

　なんてことが、だらだらとした速度で流れていく。その流れの中の一つに、ふと俺の思考が止まる。

　……ツツジ？

　それは、非常に些さ細さいなことだった。しかし啓けい示じのように俺の頭に降りてきた。

　おかしくないか？

　親父。お前。

　いつか……いや、この部屋に踏ふみ込むすぐ前の話だ。マロンドとチェッカーを指しているときに読んだ、親父からの手紙。そこにはこうあった。

『我が家の家か紋もんのツツジはなんと美しいのか』

　おかしいよな。なぜならば、我が家の家紋はツギハのポンコツのせいで今はモモンガだ。なぜあの手紙は世界改変モンタージユの影えい響きようを受けていなかった？

　落下の速度よりも速く思考は動く。導かれる。

　それに。親父の言動には、まだ不自然な点がある。あれは最初に見たビデオだったか。

『お前は言うなればツツジだ！　ツツジのように咲さき誇ほこり、ツツジを身代わりにしてでも生き残れ！』

　あのときは聞き流したが、ずいぶんと奇き妙みような言い回しではないか。

　闇の中、どこに落下しているのかもわからぬ曖あい昧まいな引力の中、俺は半ば無意識にポケットに手を突っ込む。手に触れるのは、さっき拾ったツギハのケータイ。そこに括くくり付けられているもの。

　親父は昔から、妙みようにツツジ太た郎ろうのことを気にしていたな。取り出して、手探りで太郎を抓つまむ。その背中にはボタンがあって、それを押すと首が飛ぶからとてもキモイのだ。

　……たとえばだ。親父がたとえば、俺の思うよりもずっとだらしなくなくて、馬ば鹿かじゃなくて、ぐうたらじゃなくて、考えなしじゃないとしたら……？

　たとえば、俺が守護者になるにあたって、何らかのフォローが用意されていたとしたら？　そんな不確かな疑念と期待で俺は……。

　俺は人形の背を押した。

　たちまち闇の中、目の前に光。

「え？」

　ツギハが声をあげる。「あ。それ……」とその光に手を伸のばすが、それよりも先に光は青い炎ほのおに包まれた。次いで「──なんだ？」、俺の左手の中、図鑑が炎に反応するように浮うかび上がり、バサバサと開いて赤く光り出す。そして俺たちのすぐ目の前で二つの光は溶とけ合って、高熱に包まれるように溶けてなくなる。そして──。

「──うおぉぉぉっ！　出られたーっ！」

　頓とん狂きような声と共に、図鑑に封ふうじられていたあのピエロが飛び出した。

「な、なんでですか？」

　そんな俺たちの疑問を無視して、

「ボクをっ！　図鑑なんかにっ！　閉じ込めやがって！　俺をこんなデブの姿に、くそ、だがこれで──」

　ピエロの声は次し第だいに野太く、低く、重低音のようになり、

「──自由だぁっ！」

　音とも声ともつかぬ叫びを上げると、稲いな妻ずまのような光の柱に姿を変へん貌ぼうさせた。バリバリと雄お叫たけびの如ごとき音を立てて空気を切り裂さくと、俺たちを包む無の空間にその姿を浮かび上がらせる。そしてその背に俺とツギハをふわりと乗せた。そいつは言う。ピエロだった頃からは想像及ばぬ荘そう厳ごんな声で。

「俺を解放してくれたのは貴様か、女。礼だ。一つ力を貸してやろう」

「え？　あの？」

　ツギハは困こん惑わくの声で、俺とその何かを見比べた。一方俺は、結局またメイドの手て柄がらなのかよ……などとは思わずに、傍のそいつの手を握って言った。

「ツギハ、やっちまえ！」

「──はいっ！」

　形容しがたい色の光に照らされて、ツギハは力強く頷うなずいた。

「ピエロさん！　いいえ元ピエロさん！　あの鳥をやっつけて、私たちを上へ、外へ連れてってください！」

「そんなことか。まかせろ」

　声は即そく答とうし、そしてグワンと急きゆう上じよう昇しようする。

　ウリセスを乗せる巨大な怪鳥は、全身を硬い鱗で覆おおいまるでヘビのように長い尾おをくねらせて闇を舞まっている。一方、俺たちを乗せる光のラインは、計り知れない巨大さと共にうねりを帯び、まるで大海を行く……いや、よそう。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい光景に言葉を費ついやしては、それだけで一冊の本になってしまう。

　だから簡潔に言う。

　それは、コカトリス対レヴィアタンであった。

　迫せまり来る俺たちを見て、ウリセスは狼狽うろたえた声をあげる。

「な、なんだそれは……？　そんなのはルール違い反はんだろ……」

　知るか。とにもかくにももう遅い。

　ニワトリの化け物など、大おお海うな原ばらの主の前では単なるニワトリだ。俺は叫さけぶ。

「ウチのメイドに手を出したらぶっ潰つぶすぞ！　ウチのメイドがな！」

「ま、待て──」

　レヴィアタンの吐はいた息に、一瞬にしてコカトリスは飲み込まれて消えた。





　　　　◇



　闇の中を抜け出して、俺たちは建物の外に立っていた。足元は硬い赤土で、それが紛まごう事なき大地であることを表している。最初に立っていた屋上はどのくらい上かも見当つかない。周囲には、瓦礫の残ざん骸がいが山のように積み上がっている。その物もの陰かげに隠かくれ、どこにいたのか住人たちが遠巻きに俺たちを眺ながめている。そんな中。

「坊ぼつちゃま、ありがとうございます。おかげで売られずに済みました」

　ツギハが何度も頭を下げる。

「はっはっはっ、ツギハはやっぱり俺がいないとダメだなあ！　はっはっはっはっはっ」

　久々にしおらしいコイツに、俺はつい有頂天になっていた。

「いや、でも最後を決めたのはメイドさんだけどね」

　とカナセが余計なことを言うので睨にらみつけるが、ツギハはいつになく謙けん虚きよで、

「いいえ、坊ちゃまがいたからこそです」

　と頭を下げる。はっはっはっはっ。そうだ、それでいい。それがお前のあるべき態度だ。はっはっはっはっはっはっ「ですから、私の引き立て役だったとしてもやはり坊ちゃまはかけがえのない存在なのです！」はっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっ「それに私がいなかったら、坊ちゃま今ごろゴロツキの皆みな様さまに貞てい操そうを……やだっ、ちょっとそれ素す敵てき……見たかったかも……」はっはっはっはっはっ……。

「おいお前、調子に乗るな！　帰ったら俺の名前の書き取り一万回な！」

　俺はツギハの頭にチョップ。「げふん」と間ま抜ぬけな声をあげてツギハはうずくまる。

「うぅ……あれ腱けん鞘しよう炎えんになるからいや……」

　そう唸うなるように声をあげ、その言いかけに何か気付いたかこう言葉を続けた。

「って、坊ちゃま。私たち帰れるんですか？　カナちゃんのパソコン壊こわれて……」

　そうだった。ゲートが呼び出せないとか言っていたような。と、カナセ。

「ごめんツギハさんケータイ持ってたよね？　ちょっと貸して欲しいんだけど」

　そう歩み寄ってきた。「え？　あ、はい」とツギハが取り出す。ストラップが焦こげて紐ひもだけになっているのが揺ゆれる。それを寂さみしげに見つめながら、ツギハはケータイをカナセに渡した。カナセは、暗記しているのか手慣れた仕草で番号を押してコール。ほどなく。

「……あっ神様？　私だけど。……うん、ちょっとパソコン壊しちゃって、だからゲートをそっちから繋つないで欲しいんだけど……。そう、内ない緒しよで」

　俺とツギハは呆あつ気けにとられて顔を見合わせる。

「……なんだよ、そんなのアリかよ」

　取り越こし苦労に胸をなで下ろす＆都合の良さに呆あきれつつ、俺はふと背後に目を向けた。

　そこではウリセスが一人、大の字に倒たおれ空を見ていた。憑つき物が落ちたような表情で、今しがたまで争っていた俺たちにすら一いち瞥べつもよこさない。ツギハが俺の耳元で訊たずねる。

「いいのですか？　坊ちゃま。ウリセスさんを放ほうっておいて」

「敗北者にかける言葉などない」

「でも……」

　そう目を伏ふせる彼女。まったくお人ひと好よしな奴だな。

　ウリセスのことなど気にかけてやる必要はないのに。そもそもエレンディラに裏切られただなんて、勘かん違ちがいも甚はなはだしい。勝手に信じたのはアイツだろう。

　信しん頼らいとは選せん択たくだ。即すなわち覚かく悟ごだ。信じたいものを、信じる覚悟。それはたとえ期待しなかった結果が訪れても受け入れることであり、ウリセスに欠けていたことである。まったく、自分で道を選んだくせに責任転てん嫁かするな。

　……とはさすがに言わず、俺は答える。

「まあ、もし別の部屋でエレンディラとかいう女を見かけたら、ウリセスに会いに行くように必ず伝えよう。俺たちにできることなど、そのくらいしかあるまい」

　ツギハは納なつ得とくしたのかわからないが、「そうですね」と緩ゆるく笑え顔がおを作ってみせた。

「ツギハさん。ケータイどうも」

　カナセが戻もどってくる。「ゲート繋がるまで少し待ってて。それとモントージさん」と、俺の顔とツギハの焦げたストラップを交こう互ごに見た。

「これは、モントージさんが用意してたの？　この形かた代しろは」

「いや違ちがう。何か知っていることがあるなら教えて欲しいくらいだ」

　図鑑は燃えて消えてしまったし、何が何だかわからない。カナセはふむと頷き、

「裏マニュアルが発動したところ、私も初めて見たけど……」

「しかし、裏マニュアルってのは俺の存在そのものと引き替えだと聞いたが」

　俺の困惑に、カナセは目を閉じ腕うでを組み首を傾かしげ「もしや」とか「なるほどなるほど」と考え込み始める。しばらく思考を整理した様子ののち、ゆっくりと目を開けた。

「絵空図鑑アニマ・コレクテイブに封じられたバグは、基本的に本来の力の数パーセントしか発揮されないわ。けれど、守護者の存在そのものと引き替えに図鑑の封印は解かれ、その一冊に封じこめられていたたくさんのバグはまとめて解き放たれる。さっきのピエロで言うと、ピエロやあの図鑑に封じられていた他のバグがあの巨きよ大だいな光の竜りゆうの姿になったというわけだけど」

「それは炬こ燵たつ女から聞いた話ともだいたい符ふ合ごうするな」

「で、ここからは私の推測だけど」

　カナセは人さし指を立てる。俺とツギハは真しん剣けんな顔で、その指先を注視する。

「守護者の存在、それを、世界塔とうに誤ご認にんさせる方法がある。それはつまり、形代を用意してそこに守護者と同じくらいのエネルギーを込めること」

「形代……。それがツギハのストラップということか？　でもなんで？」

「今、思い出した。ハリーさん……モントージさんのお父さんは、ずっとあなたのことを心配してたわ。息子むすこは世界塔でうまくやっていけるかと」

「親父おやじが？」

「そりゃもう。私にも、息子を頼たのむって膝ひざついてお願いしてきたくらいだけど。だから、モントージさんが窮きゆう地ちに陥おちいったときのための保険として用意しておいたのかも」

　あの酔よっ払ぱらいが？　あのヒゲが？　まったくそんな風には見えない。見えたことがない。

「ハリーさんは無む茶ちや苦く茶ちや強かったので、彼の守護者としてのエネルギーはたとえ形代レベルでもペーペーのモントージさんより強かったんだろうね。あ、ってことは」

　喋しやべりながら何か気づいたか、カナセがポンと手を打った。

「たぶん、ツギハさんが図ず鑑かんを扱あつかえるのもそのせいかも。ストラップの方が強いから、それを持ってるツギハさんが守護者だって世界塔が勘かん違ちがいしちゃったのよ」

「なんだと？」

　俺は慌あわててツギハを見る。

「じゃあ、俺がガキの頃ころに気まぐれでコイツにツツジ太郎をあげたせいで、今こうして俺だけが情けないことになる羽目に……？」

　驚おどろく俺に、カナセがまたポンと手を打った。

「つまり、自分で撒まいた種ってやつだね」

　……言葉も出ない俺だった。そのとき、傍かたわらから聞き慣れた声が届く。

「おーいカナちゃん！」

　その声に視線を向けると、カナセの立つ先に光の枠わくがドアのように形作られ、その向こうで炬燵女が手を振っていた。

「あ、モントージさんツギハさん。ゲート開いたよ、行こ」

　こうして俺たちは《バーニング・ダウン・ハウス》を後にしたのだった。



　　　　◇



「このカナ野や郎ろう！　それじゃ世界塔は何本もあるってことかい？」

「何回も言ってるじゃん！　それぞれにアナタみたいな神様がいて、物部の人みたいな守護者がいるんだけど！　中の部屋は繋がっていて、ばったり鉢はち合あわせすることもあるし！」

　世界塔の最上階。俺とツギハの前で、炬燵女とカナセが寸劇を繰くり広げている。

「そんなにいっぱいいてどうしようってんだいコラ！」

「そりゃあーた！　同じ条件を突つきつけられた人がいっぱいいたら、するこた一つ！　競争に決まってるでしょ！」

「競争？　ってことは、優勝するとどうなるんだい？」

「知ってるくせに！　このこの……はあっ、いいかい神様よく聞きやがれ、はぁ」

　次し第だいに疲つかれを見せ始めつつ、カナセが指をピッと立てる。

「来きたるべき日にいちばん高かった塔の神が、新しい世界の神となるんだ！」

　言い切ってビシッとポーズを固めるカナセ。炬燵女がどこからともなくリモコンを取り出し、テッテレーと例の間抜けなファンファーレが響ひびく。俺とツギハ、沈ちん黙もく。



　そもそもは《バーニング・ダウン・ハウス》から戻った俺が炬燵女に詰つめ寄ったのが始まりだった。

「おい！　あのキューブの男はなんだ？　聞いてないぞ！」

「え？　あの、そのいや無事でよかったよマジで。イェーッ！」

「誤ご魔ま化かすな！　なぜ言わなかった。他ほかにも守護者がいるなんて重要なことを！」

　すると炬燵女は目を逸そらし、そして言いづらそうに。

「……まだビデオ出来てなかったから……」

「お前さすがにそれふざけんなよ？　神といえどもチョップかますぞ？」

　するとカナセが割って入って、

「ごめんモントージさん！　私が悪いの！　私が面めん倒どくさがって撮さつ影えい協力しなかったから……だからチョップなら私に……！」

「いやいいんだよカナちゃん。結局は私が悪いんだ。大人しくチョップされるよ……」

「そんな、私神様がチョップで床ゆかにめり込む様なんて見たくないよ！」

「カ……カナちゃん！　うおぉぉーん……！」

　そう抱だき合う二人。付き合ってられなくなって俺は、

「お前らふざけてる暇ひまがあったら今すぐ教えろ。洗いざらい教えろ」

　と迫せまる。そしたら炬燵女、ケロリと泣き真似まねをやめて、

「そうかい？　じゃあ今ここでやっちゃおう。カナちゃん！　ビデオでやるはずだった段取りは覚えてるよね？　始めるよ！　さあっ！」

　対するカナセは「しまったッ！」という顔を見せ、露骨にうろたえる。

「え？　いや神様無理だけど──」

「なんでー？　恥はずかしがることないでしょーっ！」

「いやいやいやいや、初対面の頃ならいざ知らず、モントージさんたちとそこそこ知り合いになりかけてる今の距きよ離り感かんで全力で空回るとかマジで無理だけど──」

　そうもみ合う二人。埒らちがあかない状態だが、

「早くやれ」

　疲ひ労ろうと呆れと混乱で気が立っている俺が低い声で言うと二人して頷うなずいたのだった。



「……って、ちょっとモントージさん！　何かリアクションほしいんだけど！」

　テッテレーとポーズを決める駄だ女おんな二人を無言で眺ながめていたら、先にカナセが音を上げた。ああ、お疲れ。俺は炬燵女に訊ねる。

「つまり、俺はお前のために競争している、ということだな？」

「まあそうなるね。だから、その見返りとしての世界改変モンタージユさ」

　なるほどな。いやに気前がいい話だとは思っていたが、やはりでっかい裏があったと。もっとも、それが物部家のしきたりならば今言っても仕方がない。じゃあ。

「今回のようなことはよくあるのか？　つまり、他の奴やつの邪じや魔まが入るようなことは」

「うーん……いや。もうずっとそんな奴はいなかったし、私たちの守護者が代だい替がわりしたことはまだ勘かん付づかれないように注意してたのに。なんか裏をかかれたって感じだわー」

　ふむ。だとすると、キリコの言っていた「監かん視し」だの「スパイ」だのとはそういうことか。俺たちの屋敷に内通者がいて、俺の動向やツギハのことなどを奴に漏もらしていたのだろう。まあ、それは戻もどったらすぐに対策するとして……。

「さっきの様子と今の話から、お前らが塔の高さを競きそっているのはわかった。クエストを横取りされると塔のワンフロアを持って行かれることも」

「さっすが理解が早い！　御おん曹ぞう司しの中の御曹司だね！」

　炬燵女が取り繕つくろうようにテンションを上げるが、俺は素っ気なく続ける。

「では訊きくが、負け続けるとどうなる？　もし塔が、何階あるのか知らないが、このまま持って行かれ続けたとしたら」

　その質問は痛い部分に触れたらしく、炬燵女は少しだけ言いづらそうに顔をしかめた。

「そうなったら、この家との契けい約やくは反古ほごにされた、ってことになるかねえ」

「どういう意味だ？」

「今まで物部家にあげてきたもの、全部返してもらうってことだね」

　それはとても簡潔な答えだったが、その意味を想像して俺とツギハは顔を見合わせる。ツギハが茫ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

「……ステゴとか？」

「あと、御曹司だけでも色々あるよね。戦車とか動く歩道とかモモンガとか」

「俺だけでも？　まさか……」

「そう」

　炬こ燵たつ女は俺とツギハを交互に見た。

「今までの、四十八代全部の、『なかったことにしてあげたこと』がなかったことになる」

「全部……？」

　そして、俺たちの前に人差し指を立てる。

「つまり、まとめるとこういうことだね。

　ひとつ。世界塔の守護者は、世界塔の自覚なき意思、月を睨む瞳ムーンゲイザーから送られるクエストをクリアせねばならない。クリアに成功すれば、報ほう酬しゆうとして世界改変モンタージユが行われる。

　ふたつ。クエストのクリア失敗、もしくは放置した結果別の守護者にクリアされてしまった場合。守護者は敗北したと見なされて、塔のフロアを奪うばわれる。逆に、他の守護者のクエストを横取りしてクリアすれば、新たなフロアを得られて塔は高くなる。

　みっつ。敗北を重ねて、三回連続で塔を縮めてしまった場合。その守護者にこれまで与えられた改変の全すべてがキャンセルされる」

　三本の指を立て終えると、炬燵女は俺の目をじっと見た。

「なんてこった……。厄やつ介かいな話だとは思っていたが、予想以上に厄介だぞ」

　そう呆然とする俺に炬燵女は少し慌てて、

「ああ、でも最後のはあくまで『連続で』って話で、あと二回敵に狙ねらわれたうちに一度でも取り返せたら平気だし。あんまり心配することないよ」

　とはいえその言い訳は、俺の耳を素す通どおりする。突きつけられた事実を受け止めるので精せい一いつ杯ぱいだったからだ。唐とう突とつに俺の背中に乗せられた重荷。物部家の始まりから今までの全ての『歪ゆがみ』。しかもそれが『敗北』によって知らされたことで、より深く俺の胸に楔くさびとして打ち込まれる。俺はキリコのムカつく笑え顔がおを思い起こす。

「くそっ。あんなヤツに……」

　失態だ。敗北は恥はじではないと人は言うが、時に取り返しのつかない敗北が存在する。この一敗は痛い。

「あ、でも」

　一人唸うなる俺の脇わきでツギハが顎あご先さきに指を当て、何か思い出したように呟いた。

　不意な声に、俺と炬燵女はツギハを見る。カナセも「どうかした？」と首を傾かしげる。ツギハはエプロンのポケットから円いボタンを取り出し、手の平に載のせた。

「ん？　それはなんだ？」

　ツギハは無言でボタンを押す。炬燵女がそれを見て声をあげる。

「あ、《ナクシタリモコンデテクール》じゃん。それがどうかしたの？」

　その瞬しゆん間かん。

　ツギハのボタン……あらためナクシタリモコンデテクール。その端はしから光の糸がニュルンと伸のびて、どこかへ走った。それは壁かべを突き抜ぬけてギュルギュルギュル……と勢いを増す。それからキュッと止まって、今度は、まるで釣つり糸のようにこっちに巻き戻もどってくる。

「え？　まさかツギハさん？」

　何かに気づいたカナセが呟く。炬燵女も次いで「あっ！　もしや？」と驚きの声。俺はまだそれが何を意味しているのかわからない。

　ほどなく。

　光の糸はシュルシュルと巻き戻りきり、壁をちゃぷんと水みな面ものように抜けて、ツギハの手元に。それは何かをひっつけて戻ってきていた。四角くて薄うすっぺらい何かが視界に入る。

　何か、いや。

「……なんだ、それは？」

　唖あ然ぜんとした俺の問いに、ツギハはそれを胸元に掲かかげて答える。

「坊ぼつちゃま、チェッカー盤ばんです」

「それはわかる」

「いえ、その、吹ふき飛ばされたのを拾ったとき、無くさないようにしなくちゃと思ってこれを貼はり付けておいたんです」

　チェッカー盤の裏には、ボタンと対ついになるデザインのシールが貼り付いていた。

　俺は絶句する。炬燵女が歓かん声せいをあげる。

「やった！　すごい！　ナイスすぎるよ女中さん！」

「メイドです」

　ツギハは訂てい正せいしつつ炬燵女にチェッカー盤を差し出した。「じょーっちゅっう！　じょーっちゅっう！」とテンションの上がる炬燵女に辟へき易えきの表情を浮うかべている。

　ふいに、俺の胸でペンダントが振動した。取り上げて目を落とすと、あの文字。

『やったね！　クエストクリアおめでとう！』

　一度は逃のがしたと思った、『クリア』の文字だった。

　炬燵女は喜びすぎて零こぼれた涙なみだを拭ぬぐいながら、「キミたち、最高だよ」と笑った。そのまま俺の手を引き、中央の祭さい壇だんに向かう。

「よし！　神様ちょっと頑がん張ばっちゃおうかな！」

　溌はつ剌らつと言いながら、俺の腰こしに手を回す。

「おい、さすがにくっつきすぎだ」

　俺の言葉も意に介かいさず、炬燵女は照れくさそうにふふふと笑って俺の目をじっと覗のぞき込む。そして瞳を逸そらさぬまま、向日葵ひまわりのように明るく微笑ほほえんだ。

「ハリーが心配してたよりずっと全然しっかりしてるよ」

「当然だ。俺は親父おやじを越えるつもりだからな」

　しかしまぁ、出張から戻ったら肩のひとつでも揉もんでやるか。と、炬燵女は俺の表情に何を思ったか柔らかな目つきで、

「そりゃ楽しみだ。ああ、でもゴメン」

　信じられないことを言った。

「なんか図ず鑑かんの使用主をキミに戻そうとしたけど、できなかったよ。引き続きメイドさんの方が強いから宜よろしくね」

「は？　なんでだよ！」

「なんでだろ……バグかな？」

「なっ──？」

　愕がく然ぜんとする俺から逃げるようにスッと目を逸らすと、炬燵女はペンダントに口づけた。嘘うそだろ……と思う間もなくペンダントは赤い炎ほのおに包まれて、もう何度も繰くり返した儀ぎ式しき。

「すっかり忘れていただろうけど。キミの学校で起きた爆ばく発はつ事件、私の名前のもとになかったことにしてあげる！」

　……すっかり忘れていた。ずっと昔のことのような気がする。

　すぐに空が例のマーブル模様になり、何度か明めい滅めつする。「わー相変わらずキモイです」とツギハが言う中、やがて何事もなかったようにふたたび青い空が広がった。

　今度はポケットの中で何かが振動した。取り出すと、それは携けい帯たい電でん話わ。

「ああ、そういえばマロンドから借りっぱなしだったか」

　発信元は公衆電話で、出るとマロンドの怒ど鳴なり声。

『おいトージ、お前どこにいるんだ！　ケータイ返せ！』

「ああマロンド。すぐ返す。それより一つ聞かせろ。図書室はどうなってる？」

『は？　なんだそれ？』

「だから、何か問題は起きてないか？」

『いや……あ、ああ。そういえば、天てん井じよう裏に動物が棲すんでいて配電盤を傷つけたとかで、やばかったって話を聞いたが……それのことか？』

「やばかった、か」

　たしかに、危機はなかったことに──未然に防がれたらしい。

『お前のトコの調査会社が来て色々調べてたぞ。爆発する可能性もあったとか』

「そうか。ところでマロンド、スイカは今どうしてる？」

『ああ。スイカちゃんならその、図書室に棲み着いてるハシビロコウを捕ほ獲かくしようと天井に潜もぐり込んで行ったのをさっき見た』

「ハシ……なんでそんなことを……？」

『売ろうと思ったらしい。なんか珍めずらしい種なんだってよ』

　そうか。罠わなをしかけるのではなく直じかに捕とらえに行くことにしたってわけか。全くたくましい女だ。そう溜ため息をつく。と、俺の耳元、電話の向こうが急に騒そう々ぞうしくなり始めた。「どうした？」と問うとマロンドの焦あせった声。

『や、やべっなんかすっげーデカイ鳥がものすごい勢いで走ってきた……っておい！　俺に目め掛がけて突とつ進しんしてくるぞ──うわっめっちゃこっち見てるッ！』

　そのままバガングランと派手な音を立てて、マロンドの声は聞こえなくなった。ほどなく、遠近感のあやふやなノイズ混じりで周囲の人のどよめきが。

『うわっ、ハシビロコウに人が攫さらわれた！』

『今のは生徒会長だわ！　新生徒会長があり得ない速度で巨きよ鳥ちように連れ去られ──』

　プツリ。

　俺は何も聞かなかったことにして電話を切った。そして何かを忘れるように、もう一度小さく笑う。

　天てん蓋がいから影かげが差したのは、そのときだった。

「なんだ？」

　反射的に上を見上げると、

「──えっ？」

　透すけた天井の向こうに、音もなく、《ジェントル・ジャイアント》の巨きよ大だいな顔が覗いているではないか。俺は振ふり向いて炬燵女に叫さけぶ。

「おいっ！　またか？　なんでアイツが出てくるんだ？」

　しかし焦る俺とは裏腹に、炬燵女は肩かたをすくめてにこやかに笑ってみせた。

「落ち着きなって、御曹司」

　するとその声を合図にしたようにジェントル・ジャイアントは塔とうにがしりとしがみつき、

「揺ゆれるよ」

　言葉の終わりを待たずに、まるで引っ越こし屋が重い段ボール箱を抱かかえ上げるときのように……世界塔を持ち上げた。

　ぐん、と俺たちに重圧がかかる。「きゃあっ」とツギハとカナセがよろめいて、二人してもたれ合いながら転こけた。塔は、引っ張り上げられてニョキッとどうやら一フロア分、上に伸びた様子。

「今いま頃ごろ、そのキューブの男は地じ団だん駄だ踏ふんでるだろうね。なんせ横取りしてやったと思ったのがそのままそっくり奪うばい返されたんだから。ケケケ、ざまーみろ」

　炬燵女は美しい顔を歪め、神らしからぬ悪あく辣らつな笑い声を上げる。一方俺は、

「タケノコかよ……」

　そう呟つぶやくのが精一杯だった。



　　　　◇



「どうしたの？　トージくん」

　昼休み。教室でボンヤリ弁当をつっついていると、スイカが話しかけてきた。「もしいらないならその唐から揚あげいただいてもいいかしら。今日お昼ご飯が水とのど飴あめだけだったから」って、狙いは弁当のようだ。構わん全部持って行け。彼女は隣となりの席に陣じん取どり、弁当を抱え込むようにもぐもぐと食べ始めながら俺に向けて顔を寄せる。

「ところでトージくん」

「なんだ。また何か入り用か？」

「ううん。あなた、私に何か隠かくし事してない？」

　思わずお茶を飲む動きが止まる。スイカはその動作に何を思ったか、さらに顔を寄せる。

「もしや悪いこと？」

　悪いことはしてないが、隠し事はたくさんあってどれのことだかわからない。しらばっくれて「なんのことだ？」と答える。

「本当に？」

「俺を信用しないでどうする」

　するとスイカは俺をしばらくじいっと見た後、溜め息と共に薄く笑えんだ。

「まあ、そうよね。トージくんだもの。よし、信じてあげましょう」

「ああ、ありがとう」

　俺は胸をなで下ろす。あくまでばれないように。表情にはおくびにも出さずに。たぶん。

「私偉えらい？　あなたのことを心から信じていて」

「ああ、そうだな。お前は偉いよスイカ」

「もっと言って」

「スイカは偉い」

「私は最高？」

「スイカは最高だ」

「もっと言って。『スイカ様は最高です！』って」

「スイカ様は最高です！」

「ふふ。ありがと」

　そう笑って、スイカは弁当を一いつ瞬しゆんで平らげると教室を出て行った。数分後、「おいトージ」と入れ替かわりでマロンドがやってくる。なんか頭とか腕うでとか包帯塗まみれになっている。

「どうしたマロンドその怪け我がは。スイカ様は最高です」

「いや、この間デカイ鳥に食われそうになってよ。って何言ってるんだお前」

「そうか。で、なんの用だスイカ様は最高です」

「お前語ご尾びが変なことになってるぞ。キャラ付けにしても他ほかにやりようがあるだろう」

「何か用ならスイカ様は最高です」

「ていうか本文より語尾が長なげえよ。まあいい、スイカちゃんには余計なこと言ってないよな。今日、放課後にお前の家で相談だからな」

「なんでスイカ様は最高なんだ？」

「同意はするが、知らねえよ。とにかく今日、お前ん家ちいくからな」

　相変わらず身勝手なマロンドだが、スイカ様は最高まあいい。



　帰宅後、家で待っているとスイカ様は最高です昼にスイカ様に会ってからどうも思考が鈍にぶい気が最高です！　などと思って客間で待つとチャイムが鳴り、ツギハが玄げん関かんに赴おもむく。すぐにマロンドを引き連れて戻もどってきた。

「ちょいと遅おそくなってスマン」

「いや構わん。ちょっとスイカ様は最高です！　今日は珍しく暇ひまだったから最高です」

「おいトージ、昼休みより悪化してないか？」

　マロンドがわけのわからないことを最高です。するとツギハが顔を強こわばらせ、

「坊ぼつちゃま、なんてこと……」

「スイカ様は最高です？　スイカ様は最高です！」

「おいトージ、いい加減にしろよ。いつまでふざけてんだ」

　するとツギハが「下がってくださいマロンド様」と動き、戸棚の熊くまと巨きよ大だい鮭シヤケが格かく闘とうしている形のブロンズ像を抱えて俺めがけて最高です──。

「えいっ！」

　ゴン、と鈍い音がして、視界が暗転したのだった。しばらくのち。ふと目を開けるとツギハが見下ろしている。

「大だい丈じよう夫ぶですか、坊ちゃま」

　そう俺の顔を覗のぞき込む彼女の目に、俺はゆっくり身を起こす。

「おお、どうしたツギハ。……なんか頭が痛いが、どうしたのだろう。心なしかここ数分の記き憶おくが無い」

「まったくあの雌め狐ぎつねと来たら、油断も隙すきもあった物じゃない。坊ちゃまを洗脳で誑たぶらかそうだなんて、そうはいきませんからね。それにしても坊ちゃまも坊ちゃまですよ。油断が多すぎます。まったくダメな坊ちゃまとはこのことですよ。もっと節度を持って……」

　マロンドが心なしか青ざめた顔でそこに立っている。まあコイツの顔に不幸の相が出ているのはいつものことだから最高です。と、ツギハが俺の顔をじっと覗き込み、眉み間けんにしわを寄せたまま決意めいた表情を浮うかべた。

「念のため、も一発えいっ！」

　ゴンッと打だ撃げき、──また数分暗転。

「……おお、どうしたツギハ？」

「坊ちゃま、ご気分はいかがですか？」

「ああ、なんだかすごくスッキリした気分だ。憑つき物が落ちたような気がする」

「それは何よりです」

　ツギハはにっこり微笑ほほえんだ。マロンドは氷のように青ざめている。どんな恐おそろしい物を見たのやら。まあいい、コイツがおかしいのはいつものことだ。俺は咳せき払ばらいしながら言う。

「ともかく、スイカの誕生会は盛大にやるぞ。ツギハ、お前も今回はケンカするなよ」

「わかってますよ。そのくらいの分別は私にだってあります」

　そう。俺たちはスイカの誕生会の打ち合わせをしていたのだ。俺の時のように大勢を呼ぶことは出来ないだろうが、友人兄弟たちで楽しくやろうというわけだ。サプライズパーティを企んでいるので、絶対にスイカに気づかれるわけにはいかない。だから今日彼女に訊たずねられたときにはぞっとしたものだ。

「私、カレーでも振る舞まおうと思うんですが、いかがでしょう。小さな子にも喜ばれるでしょうし」

　そう言って、ツギハはエプロンのポケットに手を入れた。わかるぞ。コイツは確実にカレーウマナールを使う気だ。

　それに気付いて俺は呆あきれて笑ってしまった。

「どうかされました？」

「いや、何でもない。つい先日、散々痛い目に遭あったのに。まったくへこたれない奴やつだ」

　と同時に、こんなことも思った。

　歴史とか、背負うものとか、その全すべてを理解するには俺はまだ力不足だ。だが少なくとも、このすばらしい日常を守らねば。

　マロンドが雉きじ撃うちに席を立つ。二人きりになった部屋で、ツギハは俺の言葉の意味を掴つかみかねているのか不思議そうな顔を浮かべている。口元に指をあてがい、それからのち。ふと思い当たったように俺を見て言った。

「あ！　大丈夫ですよ！　心配なさらずとも私がトージ様をお守りしますから、もう痛いことはありません！　私、つよいですから」

「ああ？　馬ば鹿かを言うな。俺の方が偉いのだから守るのは俺の側だ」

　するとツギハ、まるでその言葉を待っていたかのように笑う。

「そうですか。ではせいぜいカッコよく助けてくださることを期待しております」

　その顔はとても嬉うれしそうで、なんだその、覚えていたか。



    

  
    
      　エピローグ






　書庫バベルのドアを開けると、黒くろ猫ねこが一いつ匹ぴきのそりと歩み寄ってきた。そいつは俺とツギハをそれぞれ一いち瞥べつして、くるり振ふり返り歩き出す。数歩進んだところで立ち止まると半分だけこっちを見て、鳴き声を出さずに口を開けた。「ついてこい」と言っているようだった。



『冷たく眠ねむる美しい人に、目覚めの口づけを』



　ペンダントが振しん動どうしたのは時計の針が零れい時じを過ぎた頃ころで、俺はリビングにて椅い子すに縛しばり付けたツギハの頭に大量のブーツを括くくりつけ続けているところだった。

「坊ちゃま重いですそろそろ首がめりこみます」

「お前が言い出したんだぞ。これが俺の愛情だ」

「いやまさかこういう使い方をされるとは」

「なんなら親父おやじの革かわ靴ぐつの方がよかったか？」

「うぅ……それだけは勘かん弁べんして下さい」

　俺の誕生日に目つきの悪い猫が持っていた呪のろいのカード。それは、先日ウリセスの件のあとで部屋に戻るとツギハからのバースデーカードになっていた。

　恐おそらくキリコに世界改変モンタージユされていたものがチェッカー盤ばんを取り戻したときの再改変によって元に戻ったのだろう。なお、執しつ事じ長の仙せん北ぼく谷やが消えていた。そんな人は最初からいなかったことになっていて、誰だれに訊ねても物部モノノベ家の執事長として挙げられた名前は副執事長のそれだった。炬こ燵たつ女が言うには、世界改変モンタージユでそれまで存在していた人間が消えることはないらしい。ならば、どこか元の場所に帰ったのだろう。たとえばキリコのもとにでも。仙北谷が内通者だとして、なぜ俺の世界塔の中での行動まで知りえたのかという疑問は残るが……まあ、今となってはどうでもいい。

　ちなみに再改変で元に戻ったバースデーカードには『このカードを手にした貴方あなたに永遠の祝福あれ』と書かれており、その脇わきにツギハの署名つきで『坊ちゃまの愛情こめ放題券』とあった。

「あ、坊ちゃまやばいです今メリッて鳴りました」

「おお、クライマックスだな」

　それを早さつ速そく使っていたところだったのだ。振動するペンダントに目を落として、ツギハの縄なわを解く。

「せっかくいいところだったのに、まったく」

「助かった……」

「いや、とっとと片付けて続きするから。ほら行くぞ」

　ツギハがホッとした傍そばからがっくりと肩を落とす。



　世界塔とうのドアを開けると、炬燵女は相変わらず寝ねっ転がってヘッドマウントディスプレイの映像に「行け！　死ね！　殺し合え！」と危険な言葉を喚わめいていた。もうそんな季節でもないのに出しっぱなしの炬燵は、要するに布ふ団とん代わりなのだろう。

「おい」

　声をかけると彼女はバイザーをあげて、「やあ」と俺を見る。

「これから行ってもらう部屋にはお姫ひめ様さまが一人、氷こおり漬づけで眠りについているんだ。それをちょっと起こしてあげてちょーだいな」

「姫？」

「超ちよう美人だよ」

「ほう。それは楽しみだな」

　俺は思わず笑えみを浮かべる。目の保養になるものは大好物だ。

「ちなみに彼女、ものすごく惚ほれっぽいから気をつけてね。目覚めた瞬しゆん間かんに見た人のことを好きになっちゃったりするから」

「それはものすごく楽しみだな！　よし！　俺の側室にしてやろう」

　ツギハが慌あわてて割って入る。

「そんな、スイカ様を差し置いて。ばれたら怖こわいですよ！」

「アイツが世界塔の中に入ってくることはあるまい。なら平気だろ」

「じゃ、じゃあ私を差し置いて！」

「お前はただのメイドだろが！　調子に乗るなこのポンコツが！」

「なんてことを！　私がいないと坊ぼつちゃまは何にもできないくせに！」

　そんな様に炬燵女がケラケラ笑ってだらりと転がり、バイザーを下げる。

「ほらほら早く行って。こっちは今いいとこなんだ。主人公の幼なじみの女装癖へきがバレて……」

　さっき殺し合えとか言っていた気がするが……。



　いつか巨きよ木ぼくが貫つらぬいた壁かべはいつの間にか修復されていて、書庫バベルの空気は薄うす暗ぐらく冷たい。

　黒猫がいくつかの本ほん棚だなの前を検分するように通り過ぎる。やがてタンッと一つの本棚の中板に飛び乗ると、一冊の図ず鑑かんの前で立ち止まり「ニャッ」と短く声をあげた。ツギハはそれを抜ぬき取って言う。

「坊ちゃま、これにいたします」

「よし。じゃあ行くか。美人か。楽しみだなー」

「坊ちゃま！　破は廉れん恥ちなことは許しませんよ！」

「お前だんだんばあやみたいなこと言うようになってきたな」

「え？　そ、そんなに私ババクサイですか？」

「そんなことは言ってない。ババクサイか。ばあやに言いつけてやろう」

「やめてください！　メイド長のエビ固めは本当に死ぬほど痛いんです！」

　ツギハの騒そう々ぞうしい声と共に俺たちは外へ出て、書庫バベルのドアはバタリと閉じられる。

　さて。

　メキシコの小説家が書いた短編に、こんな話がある。骨こつ董とうを趣しゆ味みにもつ男が神様の彫ちよう像ぞうを手に入れると、それはある日実体化して本物の神となった。ただしその神は人なつっこい動物のような奴で、男はその奇き妙みような振る舞いを眺ながめては愉たのしんだり呆れたりして日々を過ごしていた。ところが次し第だいに神は狂きよう暴ぼう化して男を振り回し、攻撃し、追い詰つめ、その安あん寧ねいを壊こわしていく。男は思う。神のせいで自分の現実は、まるで頭はあそこ、尻尾しつぽはあそこといったふうにバラバラだ！　何が正しくて何が嘘うそかまったくわからない！

　その話を思い出して、俺は一人思う。

　わからなくて結構。俺は恵めぐまれている。だってそれはつまり、俺にはこれからそれらを知る希望が残されているということだ。わけのわからないものを。突とつ然ぜん現れた神を。いつ晴れるともわからぬ闇やみを。いきなり差し出された謎なぞの正体を。不ふ穏おんな予感の行く末を。そして世界塔の秘密、果ては世界の成り立ちを。

　ぐるぐると登る螺ら旋せん階段の末、目的のフロアに出たところでツギハがふとケータイを取り出した。着信で振しん動どうしたようだ。モモンガをあしらったキャラのストラップがだらりと揺ゆれて、それは俺が買ってやった形かた代しろなんかではない正しよう真しん正しよう銘めいただの人形だ。

　ツギハはケータイに目を落とし、独り言を呟つぶやく。

「あ、感想が届いたっ。嬉しい」

「ん？　何だって？」

「いえ、なんでもございません」

　慌ててケータイを隠かくす彼女。たぶん例の歌詞サイトだか何かだろう。

「ほう。人様から評価されるほどの作品か。俺に見せてみろ」

「えー？　やです。女子の秘密ですよう」

「む、そうか。確かに見られたくないこともあるだろう。スマン」

　と、見せかけて。俺はケータイをガッと奪うばった。



『作品No.５８９７

　あの人は今日も調子にのって豚ぶたの部屋に飛び込みます。何が待ってるかわからないけど、私が必ずお守りします。それはともかく、新しいショートブーツが欲しいんだー。今日はいざ、尋じん常じように勝負！

Ｈ．Ｎ　月を見つめる瞳ひとみ』



「ぎゃーっ！　何すんだこのへっぽこ坊ちゃまが！」

　ツギハが俺の眉み間けんに見事な水平チョップを打ち込んだ。あっ……気が遠く──。

　数分後。無事に意識を取り戻もどした俺は、目め一いつ杯ぱいの皮肉をこめて言ってやる。

「お前さっきのあれ、単なる日記じゃねえか。創造性のない奴やつだな」

「今回はたまたまですよ！　それに何気ない日常こそ美しさに溢あふれてるんです！」

「世界塔は非日常もいいとこだろ。大体お前いまの評価、星一つだったじゃねえか」

「うう……この人、いっつも高評価くれてたのに……」

　そう頬ほおを膨ふくらますツギハ。「ちょっと読ませて下さい……気になります」と立ち止まる彼女の頭を、俺は撫なでるようにチョップする。

「ほら、ケータイはあとだ。今は目の前のことに集中しろよ」

　ツギハは後ろ髪がみをひかれた表情をしつつも、大人しくケータイをしまって俺と並ぶ。

　俺たちは頭上の《トーキング・ヘッズ》を見上げる。

「さて。今日の相手はお前か、ワニ」



　どれほど不確かな世界でも、少なくともツギハのことは信じられる。俺はコイツのアホさを一〇〇パーセント信しん頼らいしているのだ。それは俺が選んだことで、覚かく悟ごは出来ている。それにしてもとろい奴だが。……しかしなるほど、「自覚」がなくても内通者にはなり得るのだな。まったく、さっきの一いつ瞬しゆんで俺はコメント欄らんまで全部読めたというのに。



『評価：‥★☆☆☆☆

　コメント：‥いつも楽しみにしています。くだけた日記調でこれもまた良いですね。相変わらずあなたの詞に出てくる人はとても面おも白しろくて憎にくめない方です。とはいえ今回ばかりは腹立たしくて今ヤケ酒を呷あおっています。うまいことしてやられたけれど、この次はこうはいかないぞテメエら。必ず借りは返すから見てやがれ日本のボンボンと駄だメイド。

Ｈ．Ｎ　キリコ・キューブリック』



    

  
    
      　あとがき




　高たか木ぎです。二年ぶりの本なので緊きん張ちようしております。二年間何をしていたかというと、長なが瀞とろの蝋ろう人にん形ぎよう館を訪ねたらそんなものは存在しなくて途と方ほうに暮れたりしておりました。

　さて、この小説は構想一〇〇年、執しつ筆ぴつにもう一〇〇年をかけた大作ですが、本当はそうではありません。冬に思いつき、春に企き画かくを提出し、夏に書いたものです。なんとか秋の発売に間に合いました。

　私は今回の小説を書くにあたって、極きわめて先せん鋭えい的な五つの事こと柄がらに留意しました。ただしそれは嘘うそで、実際に心がけたのはごく根源的な三つのことです。

　一つめは、私自身が楽しんで書くこと。これはほぼ達成できたと感じています。どうやっつけようか手を焼いた局面もありましたが、振ふり返かえれば好き勝手書いたものです。

　二つめは、担当編集さんやイラストレーターの穂ほ里さとみきねさんをはじめ、この本の出版にあたりお力ちから添ぞえくださった全すべての方に負担なく仕事を進めていただけること。これについてはいくつかの反省点があると自覚しております。次回はもういくらか行いき戻もどりを減らせるよう努める所存です。制作に携たずさわっていただいた皆みな様さまに、心より感謝致いたします。

　三つめは、この本を手に取ってくださった皆様に満足していただけること。そのために力は尽つくしたつもりですが、この本が世に出たということは即すなわち私の手を離はなれたということ、ここに及およんではそうあるように願うばかりです。なお四つめは交通ルールを守ること、五つめはラーメンは週に一いつ杯ぱいまでってことです。あ、帳ちよう尻じりが合った。

「あとがきは普ふ通つうに」と言われたのですが、少し自由に書きすぎたでしょうか。なので無理やり内容の話題に繋つなげます。このお話に登場する人物は軒のき並なみ自分勝手で、個々の都合で自由気ままに動きます。けれども主人公をはじめ、みな純じゆん粋すいな人たちです。「純粋な魂たましいのする無意識の工く夫ふうは邪よこしまな心による企たくらみより遥はるかに特異」といった言葉がありますが、そういった特異さ──奇き妙みようさ・滑こつ稽けいさ・あやうさなどと言い換かえられるかもしれません──を、彼らの動くままに任せて面おも白しろおかしく描えがければと考えております。ちなみにこの言葉を記したのはレイモン・ラディゲかうっかり八はち兵べ衛えと記き憶おくしておりますが、どちらだったかはちょっと失念しました。八兵衛かな？

　次巻については、春の始まる頃ころにはお届けできればと思っております。なお、私には今作以前に二冊の既き刊かんがあります。そちらの続刊が出る予定は現状ありませんが、自分ではなかなか気に入っている話なので、よかったらお待ちの間に手に取っていただけたりすると嬉うれしく思います。それでは、また。

二〇一二年九月　高木　敦あつ史し　　



    

  
    
      メイド様さまの裏うらマニュアル

トラブル１：‥俺おれより強つよくなった場ば合あい



高たか木ぎ敦あつ史し
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